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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　リュミエール聖騎き士し団といえばファータ・グランデ空域でも一、二を争う由ゆい緒しよある騎士団で、その発はつ祥しようは覇は空くう戦せん争そうまでさかのぼる。戦争による難民を守るために、腕うでに覚えのある者たちが自主的に集まって結成されたのが由来とされているが、本当かどうかは分からない。

　ただ団員たちは、当初の名もない集まりが騎士団となり、やがてリュミエール聖国を建国するまでの存在となったことに大きな誇ほこりを抱いだいている。そして全空に名を轟とどろかせた今でも、弱者救済を掲かかげていた。

　シャルロッテ・フェニヤは騎士団の一員で、やはり弱いものを助けることに誇りを感じていた。剣けんの鍛たん錬れんを欠かさないのもいざというときに備えるためで、貧民への炊たき出しに参加することも多い。彼女は幼少期にリュミエール聖騎士団に命を救ってもらったこともあり、少しでも恩返しをしようと日々を過ごしていた。

「たあっ！　とおっ！」

　シャルロッテのかけ声が、サン＝ベルナール砦とりで内にある練習場に響ひびく。

　サン＝ベルナール砦はリュミエール聖国所有で、エルステ帝てい国こくのすぐ隣となりにある。万が一聖国と帝国が交戦状態に入ったら、真っ先に矛ほこ先さきを向けられる場所だ。そのため駐ちゆう留りゆうする聖騎士は鍛錬を欠かさない。シャルロッテも率先して自らを鍛きたえていた。

　木を組み合わせて作った剣けん技ぎ練習用の人形は、どれだけ打ち込んでも文句を言わない。シャルロッテは朝からずっと長剣を振ふるっていた。

「てやっ！」

　横からの一いち撃げきに、人形がぐらぐら揺ゆれる。

　すかさず反対方向からもう一撃。木製人形は、耐たえきれずにぽっきりと折れた。

「ふう……」

　彼女は大きな剣を納める。同時に、壊こわれてしまった人形を見て慌あわてた。

「あわわ……壊してしまったであります」

　急いで人形を抱かかえる。彼女はハーヴィン族だが練習用の人形はヒューマン族を基準に作られている。なので身長よりも大きく、両腕で抱えると顔が隠かくれていた。

　元の位置に収めようとするが視界が利きかず、当たり前だが折れているのでくっつかない。シャルロッテは試行錯さく誤ごした末、諦あきらめて投げ出した。

「仕方のないことです。これも鍛錬のために必要な損失」

　とは言うものの、壊してしまった練習用人形は今週これで三体めだ。また会計担当に嫌いやみを言われてしまう。たとえシャルロッテがこの砦の責任者でも、金という名の存在には逆らえないのであった。

　さてどう言い訳しようかと考えていたら、声をかけられた。

「シャルロッテ館長」

「は、はい！」

　彼女は飛び上がる。振り返り、胸を撫なで下ろした。

「バウタオーダ殿どのでしたか」

　そこにいたのはドラフ族の騎士、バウタオーダだった。彼はドラフの中でも大おお柄がらだが粗そ暴ぼうだったり大ざっぱなところはまったくなく、几き帳ちよう面めんであり清せい廉れん潔けつ白ぱくをモットーとしていた。そしてシャルロッテの部下だった。

「どうしたのでありますか。ついに帝国軍が牙きばを剝むいたでありますか」

「いえ、そうではないのですが。館長の姿が見えなかったので」

　だから捜さがしに来たのだろう。ちなみに「館長」というのは、シャルロッテがサン＝ベルナール砦を治めるエクレール騎士館館長の地位にあるための呼び名だ。これが戦時となるとエクレール隊隊長となり、全リュミエール聖騎士の頂点に立つと団長グランドマスターになる。

　バウタオーダはちらりと練習用人形に目を向けた。

「また壊したのですか」

「いやこれは、勝手に壊れた……わけではなく」

　ちょっと肩かたを落とす。

「そうなのです。また壊してしまったのであります……」

　気落ちするシャルロッテを見てもバウタオーダは笑ったりせず、むしろ姿勢を正していた。

「館長は常に自らに過か酷こくな試練を課しておられます。ご立派です。全リュミエール聖騎士が見習うべき姿勢です」

「当然のことをしてるまでであります。備品を壊すのは、あまり当然ではないのですが」

「館長のやることに異議を唱えるものはおりません」

「異議はともかく、壊すことまで見習って欲しくはないものであります」

　シャルロッテはバウタオーダを見上げた。

「…………」

　バウタオーダが怪け訝げんな表情を作る。

「どうかなさいましたか」

「……いえ」

　シャルロッテは首を振る。

「バウタオーダ殿は威い厳げんがあって、羨うらやましい限りであります」

「館長も十分ご立派です」

「ハーヴィン族では越こえられない壁かべというものがあるのであります」

　これはシャルロッテが抱えている、ちょっとしたコンプレックスであった。つまり、背が低いことを気にしているのである。

　彼女は自らがハーヴィン族であることに引け目を感じてはいなかったが、他者と比べて低身長なことは思い悩なやんでいた。リュミエールの聖騎士ともなれば、ならずものに喧けん嘩かを売られることもあり、争いごとには率先して入っていかなければならなくなる。そういうとき、この背せ丈たけではどうしても侮あなどられるのだ。

　彼女が熱を入れて武芸に取り組んでいるのは、こういうところにも理由がある。他人の何倍も練習して、はじめて同格であると考えているのだった。

　バウタオーダはドラフ族なので遥はるかに大きい。だがシャルロッテのことを見下すことはなかった。

「どうかお気になさらぬよう」

　と彼は言った。

「館長がそれでは、聖騎士たちの士気にもかかわります」

「分かっているであります。ただどこかに背を伸のばす薬とか魔ま法ほうとか、あればいいなと……」

「なんとも館長らしくない」

　バウタオーダは大おお仰ぎように驚おどろいた。

「常に前向きであり、かつ聖騎士として恥はずかしくない態度を心がけ、我々にもそう諭さとしているではありませんか。後ろ向きはシャルロッテ館長ご自身にも、リュミエール聖騎士団にもふさわしくありません」

　この言葉が心から出ていることはよく分かった。このドラフの聖騎士は、おためごかしや心にもない褒ほめ言葉を口にしない。

　言われてからシャルロッテはしばらく考え、それから小さくうなずいた。

「確かにそうであります。まだまだ自分の未熟さを痛感するのであります」

「それでこそ館長です」

　バウタオーダの表情に、どこかほっとしたようなものが流れた。シャルロッテは彼に言う。

「ではバウタオーダ殿。ひとつ手合わせをお願いします」

　彼女は人形相手だけではなく、かならず対人の稽けい古こもしていた。そうすることでなるべく実戦での勘かんを鈍にぶらせないようにする。もっとも最近は「館長の相手をするには格が違ちがいます」と断られる場合も増えてきたので、なかなか難しい。

　ドラフの騎士は直接的に断ったりはしなかった。

「光栄ですが、他に用事があります」

「むう……。最近凝こりはじめたという、料理でもするのでありますか」

「いいえ。つい話し込んでしまいましたが、館長を呼びに来たのです。聖国の本領までいかなければなりません」

　シャルロッテが怪訝な顔をする。

「急を要することなのでありますか」

「はい。先ほど、ジルベール団長が身み罷まかられました」

　バウタオーダの言葉は、シャルロッテの手から長剣が滑すべり落ちるほどのものであった。




　ジルベールとはリュミエール聖騎士団の団長グランドマスターであり、長くその座にいた人物だ。武術よりは財務に長たけてはいたが、大変に高潔公平であり、快く思わない人間もそのことは認めている。シャルロッテをエクレール騎士館館長に引き上げたのも彼であった。

　ここ半年は病びよう床しようにあり、最後は寝台ベッドから起き上がれなかったという。遅おそかれ早かれ、世を去るとは言われていた。

　団長グランドマスターが世を去った以上、後任を決定しなければならない。そのためには聖騎き士し団全員が聖国本領に向かわなければならないのだ。

　シャルロッテとバウタオーダは砦の中を歩きながら話をしていた。

「バウタオーダ殿、サン＝ベルナール砦にこのような場合に備えた手続き書のようなものはあるのでありますか？」

「寡か聞ぶんにして存じません」

「このままでは砦が空っぽになってしまうのです」

「すぐに帝国が攻せめてくるとも思えません」

「火か事じ場ば泥どろ棒ぼうのような真似はしないとは思いますが、誘ゆう惑わくに負けないとも限らないのであります」

「しかし、次期団長を決める際は、歩行困難なものを除いて聖国のクレーモン教会に集まらなければならないとの規則が存在します」

「全員、足を折ったことにするでありますか」

「エクレールの聖騎士たちは、館長のためなら業火の中だろうと率先して飛び込むものたちばかりです。ですがどれだけ口裏を合わせても、そもそも館長が噓うそをつけない性格なのは、聖国本領にも知れ渡わたっています。それに」

　とバウタオーダは言った。

「噓を本当のことにしようと、騎士たちが我われ先にと足を折るところなど見たくはないでしょう」

　正論すぎる意見に、シャルロッテは口をへの字にした。

　全員骨折などという理由をでっち上げても、見破られるに決まっていた。それにバウタオーダの言うとおり、騎士たちが本当に足を折りそうなのがよくなかった。そうなったらなにもしなくてもサン＝ベルナール砦とりでは丸まる裸はだかだ。

　とはいえ、聖国本領には出向かなければならない。

「……仕方ありません。バウタオーダ殿と二人で聖国本領に向かうであります」

「私たちだけですか？」

　さすがのバウタオーダもぎょっとした。

「他の人間は骨折したと？」

「いえ。自分とバウタオーダ殿は聖国本領で、適当に時間を稼かせぎます。その間、他のものに傭よう兵へいの徴ちよう募ぼをさせるのです。傭兵を集め、砦に入れてから騎士団員を呼ぶのです。砦の金庫をさらえば、報ほう酬しゆうくらいは払はらえるでしょう」

「可能ですが……我々が不在となるには違いありません。傭兵が不ふ埒らちな考えを起こさないとも限らず」

「最近の傭兵団は、報酬さえきちんと払えば、従ってくれるのであります。万が一を考えていてはきりがないのですよ。それに」

　シャルロッテは言った。

「万が一砦を占せん拠きよされたら、自分たちで奪だつ還かんするのであります。これは相手が帝てい国こくだろうと傭兵団だろうと同じこと。それができるだけの鍛たん錬れんはしているでありましょう」

　バウタオーダは黙だまり、軽く頭を下げる。シャルロッテが決めた以上、その方針に従うのもまた務めであった。

　シャルロッテは急いで支度をした。金庫の中を確かめ、信しん頼らいできるものに傭兵の徴募をお願いする。さらに後のことを色々と詰つめ、バウタオーダと共に騎き空くう艇ていに乗った。

　高速の騎空艇を使ったため、さして時間はかからずに聖国本領に到とう着ちやくした。

　港に到着してから、シャルロッテは真っ先に降りる。そして乗務員と一いつ緒しよに老人の下船を手伝った。

　一通り終わってから、クレーモン教会へと向かった。

　リュミエール聖国には聖騎士団員以外の人間も多くいる。彼らは皆みな、治安を守る聖騎士団員を尊敬しており、すれ違うたびにうやうやしく頭を下げていた。

「急ぐのであります」

　とシャルロッテ。

「遅ち刻こくしてしまっては聖騎士としての面目が立ちません」

　遅おくれそうなのは老人の手助けをしていたためだが、聖騎士として当然の振ふる舞まいなので触ふれない。バウタオーダも同感だった。

　彼女は小こ柄がらであり、のっしのっしと歩くバウタオーダに比べてどうしても遅れがちとなる。バウタオーダはしばしば歩ほ幅はばを調節してシャルロッテと並ぶようにしていた。

　やがて灰色の石灰岩で覆おおわれた建物が目に入ってきた。

　小高い丘おかにあるが、他の建物に比べてもかなり大きい。ここがリュミエール聖騎士団本部のあるクレーモン教会であった。

　ここは聖騎士団本部としてだけではなく、教会としてもちゃんと使われている。だが今は、聖騎士団員以外は立ち入りが禁じられていた。

　正面から入ってすぐが礼拝堂となっている。広い上に天てん井じようが高い。二階席、三階席まであった。

　ここでは叙じよ任にん式もおこなわれる。今は、団長グランドマスター亡き後の臨時総会のための会場となっていた。

　礼拝堂内はがらがらだった。シャルロッテは眉まゆを顰ひそめる。

「他の人たちは遅刻でありますか。なんたること」

「最近は聖騎士の質も落ち、自らを律することのできないものが増えていると聞きます」

「我々は染まらぬよう、気をつけるであります」

　シャルロッテとバウタオーダは適当な席を探して座った。ハーヴィン族のシャルロッテは後ろの席では前が見えず、かといって前に出るとバウタオーダが後ろの視界を塞ふさぐので、一番端はしまで行き、かつシャルロッテは椅い子すに木の板を載のせて高くした。

　開始時間がかなり過ぎてから、ようやく座席は埋うまった。しばらくすると、恰かつ幅ぷくのよいヒューマンで、髭ひげを生やした男性がやってくる。

「スプランドゥール騎士館の館長、フランソワ殿どのです」

　バウタオーダが囁ささやいた。

「司会をおこなうのでしょう。ジルベール団長が病床のころから、次期団長を狙ねらっているとの噂うわさもありました」

　シャルロッテはフランソワと面識がほとんどない。説明されるまで分からなかったほどだ。言われてみれば野心を抱かかえていそうな顔つきの男だが、今判断するのは止やめようと思った。

　フランソワは礼拝堂内を見回した。よく通る声で言った。

「高潔にして親愛なる聖騎士諸君、わざわざお集まりいただき感謝する。急なこととて取るものも取りあえず駆かけつけたものも多いであろう。外に軽食が用意してある故ゆえ、当会が終しゆう了りようしたらゆっくりくつろいでいただきたい」

　まず謝辞を述べる。そして本題に入った。

「すでに耳にしておられるであろうが、当聖騎士団の団長グランドマスター、ジルベール殿が世を去られた」

　さすがに内部がざわつく。知っていたことではあるが、その衝しよう撃げきはまだ癒いえていなかった。ジルベールはそれほど慕したわれていた。

　フランソワはざわつきが収まるまで待った。

「ジルベール殿の功績はここで述べるまでもないだろう。聖騎士団の象しよう徴ちようとして、あの方は常に献けん身しん的であられた。その死はまさに損失であり、驚きとなって全空に伝わるであろう。だが残されたものは生きねばならず、聖騎士団を存続させねばならない。我々のやるべきことは古代よりすでに決まっている。団長亡き後には臨時総会を開くことが習わしだ」

　すなわち今おこなっているこれのことだと、フランソワは付け加えた。

「総会によって次期団長を選出し、聖王へ報告するのが聖騎士団の伝統である。そのため我々はここで団長を決めなければならない」

　やっぱり、とシャルロッテは思った。彼女だけではなく、全員がそのために遠路はるばる駆けつけたのだ。

　リュミエール聖国の武力は聖騎士団が受任している。もとより聖騎士団によって建国されたものであり、勢力乱立による混乱を防ぐ意味合いもあって、聖騎士団以外の治安組織は小規模なものしかなかった。聖騎士とは聖国の楯たてと剣けんでもあった。

　また、聖国内において聖騎士団ほど敬われているものはない。リュミエール聖国の聖王すら一目置かざるを得なかった。すなわち、聖騎士団の団長になることは、聖国内での権けん威い者になることと同義なのだ。

　そのような座が空席なのはいかにも好ましくない。いかに隣りん国ごくとの関係が平へい穏おんであろうと、隙すき間まがあれば水は染み込んでくるのが道理である。なので早急に決定しなければならなかった。

「緊きん急きゆうに解決すべきことがらである。しかし、いきなりこの場で投票に懸かけるのは相応ふさわしくない」

　団長グランドマスターは全聖騎士団員による選挙によって選出される。一回の投票で、最多得票の人物が座を得るのだ。聖騎士団員全てが集合しなければならない理由でもあった。

「これも会則に定めてあるとおり、団長選挙への立候補を受けつけたい。自じ薦せん、他薦問わぬが、最低三名の推薦者が必要である。そのことを忘れぬよう」

　フランソワは時間を確認した。それほど経過してはいない。いつもならここで質問なりなんなりあるのだが、彼は終りとした。

「次の開会は選挙当日、三日後となる。立候補はそのときに受けつける。ではこれで閉会とする。聖騎士に幸多からんことを」

　幸多からんことを。全員で唱和して、総会の一日めは幕引きとなった。




　クレーモン教会には食堂も併へい設せつされているが、とてもここにいる聖騎士全員を収容できない。そのため、大半は食べ物を受け取ってから庭に出て、思い思いに食事をとっていた。

　シャルロッテは麵麭パンと乾酪チーズをもらい、立木の根元に座っていた。乾酪チーズは硬かたくて食べづらかったが、幸い麵麭パンは焼きたてで飽あきが来なかった。

　例によってかたわらにはバウタオーダがいる。彼はさっさと食べ終えていた。

「フランソワ館長は、恐おそらく立候補されるのでしょうね」

　見ると、そこかしこで食事中の騎士に話しかけている人間がいる。ほとんどがスプランドゥール騎き士し館の腕わん章しようをつけていた。

「さっそく票を集めているのでしょう」

「そうでありますか」

　シャルロッテは興味なさそうに、乾酪チーズをかじっていた。

「リュミエール聖騎士団の精神を受け継つぐものなら、誰だれが団長になっても構わないであります」

「フランソワ館長は財物にことのほか関心を示す方との噂です。清貧を旨むねとする聖騎士団にはそぐわないかもしれません」

「噂で判断するのはよくないであります」

「失礼いたしました。しかし、やはり相応の人物が団長の座につかないと、聖騎士団の意義が揺ゆらいでしまうでしょう」

　シャルロッテは硬い乾酪チーズを食べるのに飽きて、しばらく水だけを飲んだ。

「ならば、他の人に票を投じればいいのであります」

「他に立候補しそうな方と言えば、サンティユモン騎士館のマルティーヌ館長でしょう。ですがあの人は苛か烈れつなことで有名。配下の聖騎士に辛つらく当たるとのことです」

「聖騎士たるもの、少しくらいの困難は克こく服ふくすべきであります」

「理り不ふ尽じんなのです。さすがに聖騎士たちから苦情が出て、以来自重するようになったそうですが……とにかくこれといって票を入れたくなる方がいません」

「そうなのでありますか」

　彼女はまた乾酪チーズを食べ出した。両手で食べ物を持ち、木に背を預け、足を投げ出している姿は、愛らしいぬいぐるみのようでもあった。

「それにしても、バウタオーダ殿は聖騎士団の内情に詳くわしいのであります」

「今の聖騎士はどうにも質が落ちたとはいえ、心あるものはおります。そのようなものの多くは他の騎士館から我がエクレール騎士館へ移りたいと希望しているのです。彼らから話を聞きました」

　シャルロッテは意外そうな顔をした。彼女は暇ひまがあれば剣の練習をしていることが多く、噂話や内部事情には疎うとい。はじめて知ることばかりであった。

「最近、サン＝ベルナール砦とりでの聖騎士が増えてきたとは思っていたのでありますが」

「皆シャルロッテ館長の噂を聞き、慕ってきたのです」

「砦は帝国領の隣りん接せつ地。獣けものの口の中に座るようなものであります」

「それだけ館長の評判は聖騎士団内に轟とどろいているのです」

　会話をしながらシャルロッテはずっと乾酪チーズをかじっていた。やがて渋しぶい顔をしながら食べるのを止める。

　バウタオーダが意外そうな顔をする。

「残すのですか。もったいない」

「見み逃のがして欲しいであります」

「館長が乳製品嫌ぎらいだとは初耳です」

「硬い上に変な味で食べづらいのであります。捨てたりはしませんが……」

「でしたら、今度私が館長のために料理を作りましょう」

「本当でありますか!?」

　シャルロッテの顔が明るくなる。バウタオーダは言葉を続けた。

「はい。皿の上に、米や肉、魚を揚あげたもの、果物などを全部載せた料理です。おいしいだけではなく滋じ養ようもあります」

　彼女は嬉うれしそうな顔をしたが、ふいに気がついた。

「ひょっとしてそれは、お子様ランチではありませんか？」

「はい。館長がお好きだと聞きまして」

「どうして知っているのでありますか!?」

　シャルロッテはつい声を上げる。幼い頃ころから今に至るまで、彼女はお子様ランチが大好物なのである。ただし館長としての威い厳げんに関わるため、そのことはひた隠かくしにしていた。

「サン＝ベルナール砦のものは皆みな知っております。だからといって館長への敬意が薄うすれるわけではなく、気き兼がねなくお子様ランチを食べてもらえるよう、気を遣つかっていました」

「それで、バウタオーダ殿が作るようになったのでありますか」

「外で注文するよりは恥はずかしさも薄れるでしょう」

　バウタオーダは他に聞こえないよう、声を小さくしながら話していた。

　シャルロッテは思わず両手を挙げて喜びを表した。乾酪チーズを取り落としそうになり、慌あわてて下ろす。

「それは楽しみであります！　よい部下を持って、自分は幸せものであります」

「砦に帰ったらさっそく腕うでを振ふるいます」

　シャルロッテはにこにこしながら、食べかけの乾酪チーズを袋ふくろにしまった。

　ふと、正面を見る。

　聖騎士団の聖騎士たちは食事も終り、それぞれ雑談に興じていた。その中に、見慣れぬ姿がある。

　ハーヴィン族の女性だった。長い黒くろ髪かみに大きな髪かみ飾かざりをつけており、外套マントを引きずるようにして歩いている。

　その女性はフランソワと一いつ緒しよにいた。

「バウタオーダ殿、あの女性がどなたか知っているでありますか」

　言われたバウタオーダもじっと見つめた。やがて首を振る。

「いえ。礼拝者でしょうか。なにかありましたか」

「なんとなく気になるのであります。根こん拠きよはありませんが……」

　そう呟つぶやいた途と端たん、女性がこっちを向いた。

　フランソワにはなにも言わず、いきなり歩いてくる。シャルロッテの眼前までやってきた。

「私がお気に召めしませんか？」

　いきなり声をかけられたので、シャルロッテは慌てて立ち上がった。

「こ、これは失礼いたしました。お気に障ったのであれば、謝罪するであります」

「そういうわけではありません」

　女性はうっすらとした笑みを浮うかべている。妖あやしげであり、神秘的でもあった。

「アルルメイヤといいます」

　ハーヴィンの女性はそう名乗った。

「占うらないを稼か業ぎようとするものです」

　シャルロッテとバウタオーダも共に名乗った。アルルメイヤは言う。

「お二人とも、よきお名前ですね」

「恐きよう縮しゆくであります」

　シャルロッテはそう返してから、

「アルルメイヤ殿どのはどうしてこちらに？　礼拝でしたら、しばらく教会は使えないのでありますが……」

「フランソワさんに呼ばれたのです」

　見ると、フランソワが遠くで苛いら立だたしげに身体を揺すったり、咳せき払ばらいをしている。が、アルルメイヤに気にした様子はない。

「なるほど、となると占いでありますか」

「申し訳ありませんが、職業上の秘密は漏もらせません」

「ごもっともであります。でしたら、自分とバウタオーダ殿にどのような用件が」

「少し興味深かったものですから」

　またアルルメイヤは微ほほ笑えむ。

「このような稼業をしていると、たまにあなた方のような人にお目にかかります」

「はあ……。あ、でしたら」

　シャルロッテは勢い込んだ。

「自分を占ってもらえないでありますか!?　自分は将来今よりもずっと背が高くなるのかどうか」

　彼女としては切実な問題である。ほんの少しでも、伸のびるに越こしたことはない。

　しかしアルルメイヤは首を振った。

「申し訳ないのですが、個人の将来は占わないことにしているのです」

「そうでありますか……」

　シャルロッテは少し落らく胆たんした。いい機会だから訊きいてみようと考えたのだが、世の中それほど甘くなかった。

　とはいえ、がっかりしていてもはじまらない。

「それは残念であります。しかしこれも何かの縁えん、もしお困りのことがあったらお助けするであります」

「ありがとう。ですが、フランソワさんがそろそろ痺しびれを切らしていると思いますから」

　それから彼女は声を落として言う。

「お子様ランチ、おいしいですよね」

　アルルメイヤは軽く頭を下げると、二人の許もとを去り、フランソワの許に戻もどった。
















　小さな身体が遠ざかる。クレーモン教会の中に入っていった。

「不思議な方ですね」

　バウタオーダが言う。シャルロッテも同感だった。

　とらえどころがなく、それでいてしっかりした心根を持っているように感じられる。ここは周囲全てが聖騎士だが、臆おくするところもなかった。

「そうでなければ、占い師は務まらないのでしょうね」

　バウタオーダは一人納得していた。

　シャルロッテは返事をしない。ただ考える仕草をしていた。

「館長、どうなさいました」

「……たいしたことではないのであります」

　彼女は独り言のように言う。

「アルルメイヤ殿は個人のことを占わないのであれば、なにをしに来たのでしょうか」

　二人は一緒になって首を捻ひねった。しかし答えは出てこない。

「……まあ、気にしていてもしょうがないのであります。自分はジルベール団長に最後の挨あい拶さつをしてくるであります」

「お供します」

　二人は教会内へ戻っていった。




　礼拝堂からは地下に向かう階段があり、下りると墓所に突つき当たる。聖騎き士し団の死者はまずここに納められ、しばらくのちに霊れい廟びように葬ほうむられる。いわば安置所であった。

　シャルロッテとバウタオーダは階段をゆっくり下りた。年代物のためか、時々段差が違ちがう箇か所しよがある。彼女は幾いく度どか転びそうになり、そのたびに支えてもらった。

「恐縮であります」

「遠えん慮りよなさらずに」

　バウタオーダはまごうことなき親切心から発していたが、やはり威厳の問題がある。シャルロッテはなるべく手を借りないよう苦労した。

　墓所はそこそこ広い。地下のためひんやりとしていた。壁かべには蠟ろう燭そくが何本も立てられ、ゆっくりと揺ゆらめいている。そのたびに影かげが揺れ、死者が語りかけてくるようにも感じられた。

　中央には台があり、ジルベールの遺体が安置されている。聖騎士としての正装のまま、胸で指を組んでいた。

　シャルロッテは深々と礼をすると、遺体に近づいた。

「団長……」

　当たり前だがジルベールの顔に生気はない。ただやつれてはおらず、むしろふくよかに感じられた。

　シャルロッテは思わず息を詰つまらせた。

「病気で瘦やせられたとは聞いていたのでありますが、ここではまるで生きているかのよう……」

「見み栄ばえをよくするために、口に綿を詰め込んでいるのです。生前と同じに見えるよう化け粧しようもしています」

　出かかった涙なみだが引っ込み、彼女は思わず後ろを向いた。

「種明かしはいいのであります！」

「申し訳ありません」

　バウタオーダは頭を下げる。

「わけを知りたいかと思いまして」

「今はいいのであります」

　シャルロッテは遺体の周りをぐるぐると歩く。幾度か手を触ふれた。

「病気になってから、亡くなられるまで早かったのでしょうか」

「どうでしょうか。長くは持たないとは言われておりました」

「ジルベール団長は恩人であります。自分がエクレール騎士館の館長となったときは、我がことのように喜んでくれました。せめて亡くなる前に、もう一度言葉を交かわしたかったと思うのであります」

「人生とはうまくいかないものです」

「達観するほど長生きしていないのでありますよ」

　彼女は遺体の顔をじっと見つめていた。

「……団長は自分に、いずれもっと高みを目指すことができるとまで言ってくれました。本意がどこにあるか知ることは叶かなわなかったのでありますが」

「言葉通りの意味でありましょう」

「未熟は自分が一番承知しているであります」

　いきなり、蠟燭の火が大きく揺れた。

　二人は墓所の入り口を見る。そこにいたのはフランソワとアルルメイヤであった。

「おう、これはシャルロッテ殿」

　フランソワはずかずかと入ってきた。

「ジルベール団長に挨拶とは、さすがエクレール騎士館館長。感心なことだ」

「団長は自分を聖騎士として叙じよ任にんしてくれました。当然のことであります。普ふ通つうはするのでありますよ」

　フランソワの言葉の中に不ふ穏おんなものを感じて、シャルロッテは若じやつ干かん棘とげのある言い方をした。

　気にしたのかしてないのか、中年男性は背筋を伸ばし、シャルロッテを上から眺ながめた。

「ちょうどよかった。外してもらえないか」

「どういうことでありますか？」

　聞き返したシャルロッテにフランソワは告げた。

「こちらのアルルメイヤ殿に、託たく宣せんを賜たまわろうと思ってね。わざわざ遠いところを来てもらった」

　アルルメイヤは相変わらず微び笑しようを浮かべている。シャルロッテは言った。

「有名な方だったのでありますか」

「もちろん。その筋では知らぬもののない方だ」

「しかし託宣とは、また大おお仰ぎような」

「我が聖騎士団の将来に関することだ。ジルベール団長の前で賜るのが正統だろう」

　墓所で占い師のお告げを聞くなどとは初耳だが、フランソワにとっては重要なことらしい。シャルロッテは呆あきれた。

「ここはこれから俗ぞく世せとの縁が切れる人のためにあるのであります。いくら聖騎士団のこととはいえ、そこまで世せ俗ぞく的なことをしては」

「リュミエール聖騎士団にとっては重大だ。亡き団長も許してくださる」

　出て行ってくれとばかりに手を振ふっていた。シャルロッテはしかめ面づらをしたものの、むしろ同じところにいたくなく、墓所から出ようとした。

「ちょっと待ってくれ」

　フランソワが言う。

「誰だれに投票するか決めたかな」

「なにをまた。誰が立候補するのかすら知らないであります」

「私は立候補するつもりでね」

　フランソワはたくわえた髭ひげを撫なでた。

「ぜひシャルロッテ館長の支持をお願いしたい」

「はあ」

「エクレール騎士館館長といえば、サン＝ベルナール砦とりでにその人ありと呼ばれた傑けつ物ぶつ。ひとこと支持を表明してくれれば、右にならえをする騎士も多いはず」

「過大すぎる評価であります」

「私が団長となったあかつきには悪いようにはしない。個人的欲よく望ぼうだろうと、多くを叶えよう。どうかな」

　返事を期待する顔つき。

　距きよ離りが離はなれていたが、まるで息がかかってくるようで、シャルロッテはいい気分がしなかった。

「……失礼するであります」

　彼女はバウタオーダをうながし、足早に墓所を立ち去る。

　その姿をアルルメイヤが見つめていたが、なにか言う気にはなれない。一刻も早く、外の新しん鮮せんな空気を吸いたかった。




　　　　○




　投票開始までの三日間、聖騎士団内では票集めが活発化していた。

　なんであろうと権けん威いの果実は甘く魅み力りよく的だ。いかに喜捨を是ぜとし禁きん欲よくを旨むねとする聖騎士と言えど、団長の座を欲ほつするのは当然と言える。立候補を公言するもの、あるいは心中密ひそかに期するものなどが、自騎士館や他の騎士館に働きかけ、ぜひ投票して欲しいと切願していた。

　その間、シャルロッテとバウタオーダはなにもしていなかった。

　ただいつものように起き、街に出て困っている人を助け、夕方になってから帰る。それから稽けい古こをする。

　場所がどこであれ変わらぬ日常だった。気になることと言えば、サン＝ベルナール砦の聖騎士たちが、ちゃんと期日までに到とう着ちやくするかどうかであった。

「それにしても、奉ほう仕しに出ている聖騎士の数が思ったほど多くないのでありますね」

　貧民への炊たき出しを助けながら、シャルロッテは憤ふん然ぜんとしていた。

「清く、正しく、高潔にを掲かかげるリュミエール聖騎士団だというのに、この有様はどうしたことでありますか」

　行列の整理をしていたバウタオーダが答えた。

「スプランドゥール騎士館のものは票集めに忙いそがしく、サンティユモン騎士館のものは剣けんの練習に忙しいようです。他の騎士館は人を出しております」

　シャルロッテは腕うで組ぐみをした。

「むむ。スプランドゥール騎士館に比べれば、サンティユモン騎士館はまだ禁欲的と言えますが……」

「武を鍛きたえているだけです。サンティユモンのマルティーヌ館長は、奉仕など無む駄だと言い切る方ですから。貧びん乏ぼう人は飢うえるに任せろと公言しております」

「皆みな、貧乏になりたくてなっているわけではないのであります。見捨てるのはリュミエール聖騎士団の精神に反することであります」

　難民救済が聖騎士団の原点である。それを軽かろんじるのはあり得ないことだとシャルロッテは思っていた。

　豚ぶた肉にくと豆の煮に込こみを搔かき回す。おたまで容器にすくい、並んでいる人たち一人ずつに渡わたしていった。

　リュミエール聖国といえど貧富の差は存在する。また、聖騎士団の噂うわさを聞いて他国から流入してくる人も多かった。

「そういえば、帝てい国こくの動きが活発化しているとの噂もあります」

　とバウタオーダ。

「敏びん感かんに察した市民が、リュミエール聖国に避ひ難なんしてくることもあるそうです」

「いかに帝国と言えど、無節操に領土を拡張したりはしないのではありませんか」

「帝国内にも様々な意見があるようです。中には帝都の意向に反する領主も存在するとか」

「物ぶつ騒そうな話であります」

　シャルロッテはふと、サン＝ベルナール砦のことが心配になった。もっとも信しん頼らいできる部下がいるのだから、うまくやるだろう。

　そして投票日を翌日に控ひかえた夕刻。

　シャルロッテとバウタオーダは食堂で夕食をとっていた。

　早い者勝ちの昼と違ちがって、夕方の食堂は入れ替かえ制となる。二人は一番遅おそい時間帯に入り、席についていた。

　夕食は麵麭パンと鶏とり肉にくの煮込み、それに葡萄酒ワインである。シャルロッテは一日の奉仕が無事に終ったことに感謝しつつ、食べはじめた。

　煮込みは胡こ椒しようが利きいていて、中々美味である。だが彼女は不満顔であった。

「はあ……。早くバウタオーダ殿どののお子様ランチが食べたいであります」

　バウタオーダはなだめるように言う。

「投票が終れば砦に帰れます。それまでの辛しん抱ぼうです」

「聖騎き士しの道のりは険しいであります」

　文句を言いながらもシャルロッテは汁しるをすする。ふいに視界が陰かげった。

　顔を上げる。と、そこには知らない女性が立っていた。

　長身だがやわな感じはせず、顔つきからは冷厳さがうかがえる。背後には部下らしき聖騎士が数名、緊きん張ちようの面おも持もちで従っていた。

　きょとんとするシャルロッテ。女性は張りのある声で言った。

「お初にお目にかかる、シャルロッテ館長。マルティーヌと申す」

「これは失礼したであります。貴き殿でんがマルティーヌ館長でありますか」

　シャルロッテは立ち上がって礼をする。

「本来ならばこちらからご挨あい拶さつにうかがわなければならないのに、大変失礼したであります」

　謝罪というより挨拶の一いつ環かんだったが、マルティーヌは当然のものとして受け取っているらしく、なにも返さない。

　彼女は冷たい顔つきのまま、前置きもなく本題に入った。

「訊きくが、シャルロッテ館長がフランソワを支持したとは本当か」

「……はい？」

「だから、シャルロッテ館長はあの男に投票するのかと訊いている」

　団長選挙のことであった。いかにも傲ごう慢まんな口調であり、シャルロッテはむっとしたが、表情には出さなかった。

「なんのことだか分からないであります」

「胡う乱ろんなことを。シャルロッテ館長がフランソワと密談したことなど知れ渡っている」

　どうやら墓所でのことらしい。出入りしているところを誰かに見られたのだろう。

　シャルロッテは首を振った。

「誤解であります。誰に投票するか決めてすらいないのであります」

「密約があるとの噂だ」

「そのようなものはない、と断言するであります」

　マルティーヌはヒューマン族なので、シャルロッテを見下ろす恰かつ好こうになっている。その瞳ひとみには、どこか軽く見る色があった。

　シャルロッテは負けじと見返していた。

「マルティーヌ館長は自己にも他者にも厳しいと聞くお方。噂を元に動どう揺ようするなどらしくないのであります」

「動揺などしておらん！」

　いきなり大声を出した。周囲の騎士たちが驚おどろいてこちらを見る。

「私とサンティユモン騎士館を愚ぐ弄ろうするつもりか!?」

「そんなつもりは毛頭ないのであります」

　マルティーヌの全身は見るからに怒いかりに満ちている。自分の欲よつ求きゆうが通らないとすぐ不満に転化する性質だ。配下に辛つらく当たるというのも、恐おそらくこのあたりに原因がある。

　だがシャルロッテは威い圧あつにも平然としていた。

「リュミエール聖騎士は『清く、正しく、高潔に』が信条。まして身内を愚弄するはずがないのであります」

　自らの圧力が効かないと感じたか、マルティーヌは鼻を鳴らした。

「……ふん。まあいい。エクレール騎士館館長の言葉に噓うそはないであろう」

「そうであります」

「ならば私に投票せよ」

　突とつ然ぜん言われ、今度のシャルロッテは胸の内にしまっておくことができず、露ろ骨こつに顔をしかめた。

「どういうことでありますか」

「リュミエール聖騎士団の将来を担になうのはこの私しかいないということだ」

　いかにも当然であるかのように、彼女は喋しやべっていた。

「私が団長となれば、武をもって規律を引き締しめる。聖騎士団はいまより確実に強くなるだろう。聖国もそのことを望んでいるはずだ。エクレール騎士館の支持があれば、当選は盤ばん石じやくのものとなる」

「自分にそのような力はないであります。投票は聖騎士たちの自主性を尊重したいので」

「長のやることに疑問を差し挟はさまず従う。下のものの態度はそうあるべきだ」

「それこそ大それた考えであります」

「甘いな。部下も統率できぬか。そのような弱よわ腰ごしであるなら、さっさと館長を降りるがよかろう」

　その言葉にバウタオーダが目を光らせ、立ち上がろうとする。

　シャルロッテは軽く手を上げて制した。

「館長職はまっとうするつもりであります。あと、聖国のことは自分には分かりかねるであります」

「聖国と聖騎士団は一心同体。まして建国のために聖騎士の血が流れたとあれば、無下にはできまい。かならずや帝国をも上回る組織にしてみせよう」

　マルティーヌはそう断言した。

　食堂内はしんとしている。彼女の演説じみた台詞せりふを聞いて戸と惑まどっているのだ。およそ歴代の聖騎士の中で、ここまで武への傾けい倒とうを明らかにしたものはいなかった。

「……立候補をなさるのなら、ご自由にどうぞ」

　シャルロッテは告げた。

「自分には特に意見はないのであります」

「ならばどのような結果が出ても受け入れてもらおう。よいな」

　返事も聞かず、マルティーヌは部下と共に食堂から出て行った。

　食堂内の緊張は解けない。どうすればいいか、測りかねているような気配があった。

　シャルロッテは周囲に聞こえるよう発言する。

「お騒さわがせしたであります。どうぞ食事を続けてください」

　席に戻もどると、ようやくぴりぴりとした空気がやわらいだ。

　バウタオーダが小声で言った。

「さすがです館長。よく自重されました」

「ああいう方の扱あつかいには慣れているのであります」

「私はまだ未熟です」

「バウタオーダ殿のお気持ちは十分伝わったであります。しかし……これでは選挙も波は乱らん含ぶくみとなりそうでありますね」

　政治的な駆かけ引きから縁えん遠どおい彼女としては、フランソワとマルティーヌがどうしてここまで必死になるのか、いまいち理解しがたいところがあった。純じゆん粋すいな権力欲よくと共に、後に引いたら面めん子つが立たないというのがあるのかもしれない。

　バウタオーダもうなずいていた。

「人の悪口は言うべきではありませんが、どちらが当選してもよい結果にならない気がします」

「棄き権けんしてお子様ランチを食べに帰りたいのであります」

　思わず嘆たん息そくするシャルロッテ。その横顔を、バウタオーダがじっと見つめた。

「……館長が立候補されては？」

　シャルロッテは笑った。

「面白い冗じよう談だんであります」

　だがバウタオーダの表情が真しん剣けんなのを知り、彼女はぎょっとした。

「館長をからかうのは、さすがにどうかと思うのであります」

「からかってはいません」

　彼は一息置くと、

「シャルロッテ館長は誰だれよりも武芸に長たけ、清せい廉れんを旨むねとした聖騎士の鑑かがみです。どれだけの努力でここまでの地位に昇のぼったか、エクレール騎士館のものは皆みな知っています」

「だったらなおのこと、団長選挙に出ることがあり得ないと分かるはずであります」

「今の立候補者では聖騎士団の将来がどうなるか分かりません。館長の名は他の騎士館だろうと知らないものはいないのです。投票先を決めかねている聖騎士たちも館長ならと思うでしょう。ぜひご決断を」

　バウタオーダの口調には熱があった。

　対照的にシャルロッテは目を白黒させていた。言いたいことは理解できるし、彼女もリュミエール聖騎士団の現状には憤ふん慨がいしている。変わってくれればいいとも思う。だからといって自分がどうにかしようとは思ったこともないのだ。

　かつて聖騎士団に身を救われて以来、シャルロッテは誰に恥はじることのない立派な聖騎士になることを目標としてきた。それは個人としての資質を高めることであり、団長のような地位を目指すことではなかった。実は館長職にも興味はなく、推挙によって就いたのであった。

　確かに館長の上の地位は、もう団長しかない。自らの身長はともかく、理想の聖騎士を追求し広めるには団長となるしかないのも事実ではあった。

「……地位には興味ないのでありますよ」

　とシャルロッテは答える。

「エクレール騎き士し館を率いているのも、思えば過分な職。団長になどなったらひっくり返ってしまうのであります」

「私は必ずやリュミエール聖騎士団をよき方向に率いてくれると信じています」

　なおも口説こうとするバウタオーダ。シャルロッテはやんわりと台詞を遮さえぎる。

「バウタオーダ殿の言葉には感謝するであります。が、この話は止やめましょう。どうせ明日になったら全てが決まってしまうのであります」

　せめて今の立候補者から最善の人を選びましょうと彼女は告げ、話題を打ち切った。




　翌日は晴天であった。この時季、リュミエール聖国は曇くもり空が多い。からっと晴れるのは珍めずらしくもあった。

　団長選挙の投票を控ひかえ、クレーモン教会と周辺は緊きん張ちように包まれていた。例によって教会での礼拝は中止とされ、聖騎士と関係者のみが出入りを許される。

　この日になるとリュミエール聖国の港には、他国人の姿もちらほら見えるようになった。団長選挙の行方を気にする各国が、人を送ってきたのだ。エルステ帝てい国こくであれメネア皇国であれ、聖騎士団の人事は他人ひと事ごとではないのだ。

　シャルロッテも朝から港にいた。どこかそわそわして出入りする騎き空くう艇ていを見守っている。まるで子供が店の前で菓か子しの販はん売ばいを待っているようであった。

　彼女が待っているのは確かだった。ただし菓子ではなく、エクレール騎士館の聖騎士たちが、到とう着ちやくするのをである。

　久しぶりに会う部下たちに、シャルロッテの心は浮うき立っていた。同時に投票に間に合ってほっとする気持ちもあった。

　かたわらにバウタオーダはいなかった。彼は昨晩リュミエール聖国本領を離はなれ、エクレール騎士館の聖騎士を乗せる騎空艇の調達に出向いたのだ。ばらばらに到着する聖騎士たちをまとめ、大型の騎空艇で運ぶのである。一いつ緒しよに乗ってくるはずであった。

　やがて、ひときわ大きな騎空艇が姿を現す。

　ゆっくりと接近すると、くるりと回転して速度を落とした。慎しん重ちように接岸すると、乗務員が飛び降りて昇しよう降こう用の階段を据すえた。

　一いつ般ぱん乗客が降りてくる。最後に、白銀の鎧よろいをまとった男女の集団が降りた。

「来た！」

　シャルロッテは満面の笑みを浮かべ、両手を広げて小走りに近寄った。

「到着を待っていたであります！」

　騎士たちも全員、シャルロッテを見て笑みを浮かべている。その光景を見た騎空艇待ちの乗客たちが、不思議そうな表情をしていた。

　気づいた彼女は咳せき払ばらいをして、背筋を伸のばすと声を張り上げる。

「エクレール騎士館の諸君、全員整列であります！」

　その言葉にそれまで笑っていた聖騎士たちも顔を引き締め、一いつ斉せいに列を作る。

　一糸乱れず、また身じろぎもしない様子に乗客たちから「ほう」という声が上がる。

　同乗していたバウタオーダが進み出た。

「シャルロッテ館長に報告。全員揃そろっています」

「うむ」

　シャルロッテは部下たちを見回した。

「遠路ご苦労であります。疲つかれているかもしれませんが、今日は投票日です。気を抜ぬいてはならないのであります。ここリュミエール聖国は聖王のおわすところ。サン＝ベルナール砦とりでの勤務でだらしなくなったと思われることがないよう努めるであります」

　一斉に「了りよう解かいしました」の声がある。シャルロッテは満足すると、聖騎士たちの先頭に立った。

「では行くであります。市民の方々に迷めい惑わくをかけないようにするのでありますよ」

　シャルロッテの部下たちは、常に市民への敬意を忘れないよう言われている。必要以上に武器を鳴らさず、道を塞ふさがないように進んでいた。

「傭よう兵へいの件はどうなったでありますか」

「問題ありません。念のため、何人かが砦に残りました」

　オーギュスティーヌという女性の聖騎士が答えた。シャルロッテはわずかに渋しぶい顔。

「全員出席とはいえ、仕方ないでありますね」

「骨折したことになっています」

　一行はクレーモン教会に到着する。エクレール騎士館の聖騎士の中には、叙じよ任にん式以来久しぶりにやってきたものもいる。興味深げに眺ながめていた。

　バウタオーダが全員に告げる。

「荷物を置いたら聖堂に集合してください」

　聖騎士たちは指定の場所に荷物を置きに向かった。

　それらの動きを見ていたシャルロッテだったが、ふいに声をかけられた。

「またお目にかかりましたね」

　振ふり返るとハーヴィン族の女性がいる。アルルメイヤであった。

　シャルロッテは意外そうに声をかける。

「まだおられたのでありますか。本日は関係者以外立ち入り禁止のはずであります」

「関係者になりました。フランソワさんが私も聖堂に入るようにと」

　彼女は不思議な笑みを浮かべている。

「用は済んだので帰るつもりだったのですが、どうしてもと引き留められました」

「なにをなさるおつもりなのでしょうか」

「さあ」

　知らないわけではないだろうが、職業上の秘密らしく、語る気がない様子であった。

「もしお一人でお困りのようでしたら、誰かに介かい助じよさせるであります」

「お気き遣づかいありがとうございます、シャルロッテさん。ですが私は大だい丈じよう夫ぶですから」

　アルルメイヤはそう告げる。そして軽く頭を下げると、教会の中へと入っていった。

　シャルロッテも聖堂へと足を踏ふみ入れた。

　今日の聖堂は騎士たちでいっぱいだった。投票日のせいか、皆声こわ高だかに話している。

　耳を傾かたむけると、やはりフランソワとマルティーヌの話題が多い。ときおり他者の名も挙がるが、どうしてもこの二人に終始した。

　シャルロッテはエクレール騎士館のところに座った。

　しばらくすると、開会を知らせる鐘かねが鳴る。同時に複数ある扉とびらが閉められた。

　前回と違ちがってフランソワは司会をしない。代わりに法服を着用した老人が進み出る。

「全空にあまねくその名を知らしめる聖騎士諸君。ただ今よりリュミエール聖騎士団団長を決定する選挙をはじめる」

　再び鐘が鳴らされた。

「団長選挙は聖騎士の投票によって決定され、聖王によって承認される。投票経過はこの私が聖王の代理として見届けるものである」

　この老人は聖王を支える三人の枢すう機き卿きようの一人、プロスペール枢機卿である。この日のため聖王府から派は遣けんされたのだった。

　プロスペールが合図をする。投票のための台が運ばれてきた。

「投票とは噓うそ偽いつわりのない、公正なものである」

　老人はまた口上を述べた。

「投票される側、すなわち立候補の権利は全ての聖騎士に与あたえられる。ただ今よりリュミエール聖騎士団団長の座を得る資格があると考えるものは、推すい薦せんによってそれを成し遂とげるがよい」

　彼は喋しやべり終ると片かた隅すみに置かれた椅い子すに腰こしを下ろした。

　同時に年若い聖騎士が立ち上がる。スプランドゥール騎士館の騎士であった。

「団長なくして騎士団なし。聖騎士の長たるものは威い厳げんと経験を備えていなければならない。それには歴史ある我がスプランドゥール騎士館を統すべる館長、フランソワ様が適任である」

　拍はく手しゆが沸わき起こった。そのほとんどは、スプランドゥール騎士館のいる場所であった。

「伝統を重んじる聖騎士諸君ならこの推薦に異議はないはず」

　そうだ、との声。別の聖騎士も立ち上がる。彼もやはりスプランドゥールの聖騎士だ。

「然しかり。フランソワ様こそが聖騎士団の団長となられるお方。聖騎士団のますますの発展はもはや疑いないでしょう。私もフランソワ様を推薦します」

　彼の他にも推薦人があらわれ、同じような言葉を述べた。

　そのたびに拍手が起こる。フランソワは座ったままだったが、満足そうな笑みを浮かべていた。

　ざわめきが止むと、今度は身体の大きい聖騎士が起立する。

「天空に嵐あらしあり。風雲は強さを増し、昨今の全空には大いなる災いの兆候がある！」

　大だい音おん声じようだ。先ほどまでの推薦者の声を打ち消す勢いだった。

「星せい晶しよう獣じゆうに復活の兆しがあり、また帝国、皇国らの野心はもはや隠かくしようのないところまで広がっている。このような危機的状じよう況きようにおいて、伝統や格式に拘こだわるのはいかにもな愚ぐ策さく」

　その聖騎士は聖堂内を見回した。他の聖騎士たちは、視線を合わせないよう急いで目をそらす。

「かかる世を正すにはリュミエール聖騎士団をもって他になく、その長には威厳と武術を兼かね備えた人こそがふさわしい。すなわち、我がサンティユモン騎士館の館長、マルティーヌ様である！」

　この演説にも拍手が発生した。全てがサンティユモン騎士館のところから起こっている。

　さらに別の人間が立ち、似たような勢いで推薦を述べた。威厳こそが一番重要であり、そのためにはマルティーヌこそがふさわしいと。

　三人目もやはりマルティーヌを推おす。推薦人の数はこれで満たした。マルティーヌの表情に変化はなく、当然のものとして受け取っていた。

　以降起立するものはいない。推薦が終ったと感じたプロスペール枢機卿が中央に出た。

「推薦人の意見は十分聞いた。ではフランソワ館長、マルティーヌ館長は前へ」

　髭ひげの男性と冷れい酷こくそうな女性が立ち、進み出た。

　二人は言葉どころか目も合わさない。険悪な関係にあるのだ。

　とはいうものの、いくら仲が悪いとはいえ聖堂内で揉もめごとを起こすことはなく、二人は並んで立っていた。

　プロスペール枢機卿がうなずく。

「ならば投票を……」

「お待ちください」

　よく通る声が響ひびく。

「まだ推薦は終っておりません」

　その声にシャルロッテは仰ぎよう天てんした。

　発言したのは、自分の隣となりにいたバウタオーダだったのだ。

　バウタオーダは立ち上がり、まずプロスペール枢機卿の言葉を遮さえぎった非礼を詫わびた。

「私はここで、エクレール騎き士し館シャルロッテ館長を推薦したいと思います」

　聖堂内がざわつく。

「リュミエール聖騎士団が伝統を重んじるのは確かです。また、全空の情勢が不ふ穏おんなものになりつつあるのも事実でしょう。ですが、聖騎士団の本義を忘れてはなりません」

　バウタオーダは言葉を切り、ざわつきが静まるのを待った。

「聖騎士団、いや聖騎士は一人一人が武勇に長たけ、かつ弱者への慈じ悲ひと奉ほう仕しの心を備えている必要があります。それは他よりも優先すべきであり、忘れてはならないものです。リュミエール聖騎士団の団長は、これらの精神を体現している必要があります。自らの権けん威いを高めるためとか、武威を知らしめるために存在するのではありません」

　誰だれのことを指しているのか明らかだった。好意的ではない視線がバウタオーダに飛ぶが、彼はためらわない。

「シャルロッテ館長ならばそのようなことはありません。諸君らは総会中だろうと港に出て奉仕にいそしむ館長の姿をご覧になったはずです。そして武勇はいまさら語るまでもないこと。腕うで前まえに疑問を挟はさむ人はおりますまい。ゆえに、リュミエール聖騎士団の信条、『清く、正しく、高潔に』を備えたシャルロッテ館長こそが、聖騎士団団長にふさわしいのです」

　拍手が起こった。

　今までのような義務感からのものとは違い、バウタオーダの演説に心を打たれた、賛成の拍手であった。

　なおも聖騎士が続けて二人発言する。どちらもエクレール騎士館の所属であった。

　目を丸くしていたシャルロッテであったが、気を取り直すとバウタオーダの上着の裾すそを引っ張った。

「なにを考えているでありますか！」

　さすがに大声は出さず、小声で告げる。

「自分は団長職にふさわしくないと伝えたはずであります」

「いえ、ここはシャルロッテ館長以外考えられません」

「自分には団長に必要な威厳というものがないのであります」

「そんなことはありません。実は、皆みなを迎むかえにいったときに相談したのですが、全員が諸もろ手てを挙げて賛成しました。館長が団長になるのなら、全力で支持すると」

　バウタオーダはにこりとして言った。

「エクレール騎士館だけではありません。他の騎士館、しかもスプランドゥール騎士館やサンティユモン騎士館にもシャルロッテ館長を慕したうものは多いのです」

「しかし……」

「不意打ちのようになったことはお詫びします。これが終った後、いかような処分をされても受け入れます。ですが、どうか団長になってください」

　バウタオーダは誠実な人ひと柄がらそのままに喋っていた。心からのものであるのはよく分かった。

　彼なりに考えて出した結果がこうなのだろう。リュミエール聖騎士団の将来を憂うれい、最善の道はこれしかないと結論づけたのだ。

　そしてエクレール騎士館の全員、他にも多くが賛同している。

　ならば、あとはシャルロッテの心一つとなる。

　彼女は珍めずらしく息をついた。

「……どうなっても知らないでありますよ」

「はい」

「万が一失敗したら、サン＝ベルナール砦とりでに引きこもって生きるであります」

「どのようになられても、我々は館長を支持します」

　聖堂中の視線がシャルロッテに集中する。

　彼女は立ち上がった。

　息を吸い、全員に聞こえるよう言葉を発する。

「遅おくればせながら、エクレール騎士館館長シャルロッテ・フェニヤはここに団長選挙へ立候補を表明するであります！」

　本日最大の拍手が聖堂内に響き渡わたった。




　改めて立候補者は三人となった。一段高くなった壇だん上じように立つ。

　奥から投票用の道具が運ばれてきた。シャルロッテはおやと思う。うち一人、プロスペール枢機卿と並ぶ立会人にアルルメイヤがいたのである。
















　話しかけるわけにはいかないので、シャルロッテは黙だまっていた。アルルメイヤはほんの少しだけ目線を送ってくれた。

　聖騎士全員には穴の開いた貨幣コインが渡される。かつてリュミエール聖国で使用されており、聖騎士団の貴重な財源となったものだ。これを立てられた棒に通し、一番高いもの、すなわち投じられた数によって決定される。

　鉄製の棒は三本並べられた。左からフランソワ、マルティーヌ、シャルロッテの順である。

「では投票を」

　プロスペール枢すう機き卿きようの言葉と共に、聖騎士たちはそれぞれ貨幣コインを受け取ると棒に通していった。

　これは秘密投票ではない。誰が誰に票を投じたかは見ていれば分かる。なので事前の票集めが重要となるのだ。そして土ど壇たん場ばで寝ね返がえったものがいればその場で判明する。

　果たして身内の締しめ付けに抵てい抗こうしてまで、対たい抗こう馬ばに投票する聖騎士はいるのだろうか。皆、固かた唾ずを吞のんで見守った。

　続々と票は投じられた。そのたびに聖堂内にはざわめきが起こり、それはどんどん大きくなっていく。

　最後の一票が棒に通されると、声は耳をつんざくほどの大きさにまでなっていた。

「静せい粛しゆくに、静粛に！」

　プロスペール枢機卿はせわしなく鐘かねを打ち鳴らす。何度か繰くり返し、ようやく聖堂内は静かになった。

「では結果を見よう」

　プロスペール枢機卿は投票の棒に近寄る。

　だが改めて言げん及きゆうする必要はなかった。それは聖堂内の全員が知っていた。

　貨幣コインの数が一番多い棒は、シャルロッテのものだったのである。

「見み間ま違ちがえようがない」

　プロスペール枢機卿は感かん嘆たんしたように呟つぶやいた。

「これで決まった。立会人、よいな」

　アルルメイヤがうなずく。

「ではリュミエール聖騎士団次期……」

「待った、待った！」

　顔を真っ赤にしてフランソワが怒ど鳴なった。

「これは策略だ！　陰いん謀ぼうの結果だ！」

「フランソワ館長、なにを申す」

　さすがにプロスペール枢機卿がたしなめる。だがフランソワは喋しやべるのを止やめない。

「シャルロッテ館長が勝つはずはない。アルルメイヤ、そなたの占うらないと違うではないか！」

　名指しされたアルルメイヤはいつものような神秘的な表情のままだ。

「フランソワさん、私は個人を占わないと告げたはずです」

「聖騎士団にとってよい結果になると言ったぞ!?」

「よい結果になったでしょう。聖騎士団には」

　フランソワが身体を震ふるわせた。アルルメイヤに詰つめ寄る。

「私を団長とするために雇やとったのだ！　なんのために聖堂にまで……」

　興奮しすぎていて、自分がなにを喋っているのか理解できないらしい。口から泡あわを吹ふきそうだ。

　さらにマルティーヌまで激げつ昂こうした。

「どちらが団長になっても、負けた側を優ゆう遇ぐうすることで話はついていたぞ!?」

　彼女は腰こしの剣けんに手をかけんばかりの勢いだった。

「当代随ずい一いちの占い師が太たい鼓こ判ばんを押したと聞いたから乗ったのだ！　そのための金も……どうするつもりだ！」

　アルルメイヤは動じていない。フランソワもマルティーヌも殺意すら見せているが、まるで風に揺ゆらめく柳やなぎのようだった。

「どうか現実を受け入れてください」

　アルルメイヤは言う。

「私はあくまでリュミエール聖騎士団の将来を占ったにすぎないのです」

「貴様！」

　マルティーヌが剣を抜ぬこうとした。その刹せつ那な。

　彼女の手が別の手によって押さえられた。

「見苦しい真似はやめるであります」

　シャルロッテであった。

「結果は結果。アルルメイヤ殿どのがなにかしたわけではないのであります。それよりも、本部の聖堂で剣を抜こうとした所業がどのようなものか、分からなくはないでありましょう」

「ぐ……」

　マルティーヌの顔面は屈くつ辱じよくのため真っ赤に染まっていた。強引に剣を抜こうとしていたが、動かない。シャルロッテがしっかりと押さえつけているからだ。

「フランソワ殿も」

　シャルロッテは目を向ける。

「投票前になにやらよからぬたくらみごとをしていたようでありますね。どのようなことか、プロスペール枢機卿も大変興味がおありでしょう」

　フランソワは黙り込む。目は怒いかりに燃えているものの、なにも言い返せなかった。

「これ以上狼ろう藉ぜきを続けるのであれば、自分が相手になるであります」

　マルティーヌは剣を抜くのを止め、一歩下がる。シャルロッテも力を抜いた。

　それでも油断はせず、二人に対たい峙じした。

「今ならまだ見み逃のがすであります。早々にこの場を去るのであります。さもなければ、清せい廉れんを忘れた聖騎き士しとして扱あつかわれることになるのですよ」

　すなわち、リュミエール聖騎士団から追放されるということだ。

　フランソワとマルティーヌはシャルロッテを睨にらみつける。

　シャルロッテはまったく怯ひるまず、さらにアルルメイヤを守るようにして立っていた。

　やがて、二人は踵きびすを返す。後ろを振ふり返ることもせず、聖堂から出て行った。

　シャルロッテは緊きん張ちようを解いた。

「アルルメイヤ殿、ご迷めい惑わくをおかけしたであります。聖騎士を代表して謝罪するのであります」

　頭を下げる。アルルメイヤに気にした様子はなく、普ふ段だんのままだった。

「いえ。あの方たちに期待を持たせるようなことを告げてはならないと、私も学びました。それより、私は自分の占いに自信がつきました」

「どういうことでありますか」

「あなたが団長となったことにです」

　アルルメイヤははじめて、心からの笑顔を見せた。

「それこそが聖騎士団にとって最良の選せん択たくなのですから」

　彼女は「皆みなさんに挨あい拶さつを」と言う。シャルロッテははじめて気づき、聖堂を見み渡わたす。

　全員がシャルロッテに注目していた。

　プロスペール枢機卿もうなずいていた。小こ柄がらなハーヴィン族の女性は、集中する視線に思わず唾つばを吞み込む。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのこと、全員に聞こえるよう彼女は言った。

「ただ今選ばれた、リュミエール聖騎士団団長シャルロッテであります！」

　凜りんとした、迫はく力りよくのある声が隅すみ々ずみまで響ひびき渡る。

「あまり長くは申しません。が、これだけは肝きもに銘めいじて欲しいのであります。かつて自分は聖騎士によって助けられ、この道を志しました。団長になった今もその気持ちは変わりません。我々がすべきことはいつだろうと単純なのであります。清く、正しく、高潔に」

　彼女は愛剣である輝てい剣けんクラウ・ソラスを抜き、大きく掲かかげた。団長就任のこの時だけ聖堂内での抜ばつ刀とうが許されるのだ。

「リュミエール聖騎士団と聖騎士に幸多からんことを！」

「幸多からんことを！」

　全聖騎士が起立し、同じく抜刀して唱和する。

　その声は教会の外にまで響いていた。

























　太古から港のそばには歓かん楽らく街があり、酒場が立ち並ぶと相場が決まっている。長時間揺られてきた旅人や疲つかれ切った船員が身体を休め、英気を養う場所がどうしても必要だからだ。よってリュミエール聖国においても酒場は堂々と営業ができた。

　そして今日、「三さん角かく帆ほ亭てい」という名の酒場は貸し切りだった。リュミエール聖国の聖騎士たちが詰めかけているためだ。

　入団時に高潔を誓ちかうリュミエール聖騎士団の聖騎士だが、まったく酒を飲まないかと言えばそれも違ちがう。普ふ通つうの人と同じように、酒も飲むし煙草たばこもたしなむ。

　ただ飲酒は節度があれば可とされている。もちろん泥でい酔すいすることは禁止であり、そもそも酒ごときで自らを見失うようなものは聖騎士となれない。

　ただし、祝祭があるとなれば話は別だ。聖騎士団にとっておめでたい日なら、どれだけ酒を飲んでも許される。聖騎士団によって酒場が貸し切られ、どんちゃん騒さわぎとなるのだ。酔よって路上での放歌高こう吟ぎんは駄だ目めでも、店内ならば酔いつぶれても許される。お楽しみの日でもあった。

　そしてこの日の夜こそが、まさに酒の解禁日。いくら飲もうと許される、聖騎士にとっての祝祭日。新団長誕生の日だった。




　酒場は広く天てん井じようは高い。その中を聖騎士の男女が飲み、騒ぎ、歌をうたう。これ以上の幸福はないという風に、楽しんでいた。

　ヒューマンもドラフもハーヴィンもエルーンも、全員がこの日を祝っている。彼らは皆、エクレール騎士館の聖騎士だった。

「諸君、諸君！」

　したたかに酔っ払ぱらった女性の聖騎士が、酒杯ジヨツキを手に立ち上がった。オーギュスティーヌという名のヒューマン族で、戦場では鬼き神しんのように働き、どれだけ敵を斬きり倒たおそうが息も乱さないと評判だ。だが今は、陸上の蛸たこよりもおぼつかない足取りだった。

　店内は彼女に負けず劣おとらずの酔っ払いばかりなので、誰だれも注目しない。オーギュスティーヌはこっちを見ろとばかり、足で卓テーブルを何度か蹴け飛とばす。

　鳴り響く騒そう音おんに、ようやく皆が向いた。

　彼女は咳せき払ばらい。酒やけした喉のどで喋しやべり出した。

「ありがとう。あー、今日は大変にめでたい日だ。なんと我々エクレール騎士館から、リュミエール聖騎士団団長を輩はい出しゆつすることになったのだ！」

　口笛と歓かん声せい。そして足を踏ふみ鳴らす。ほとんど蛮ばん族ぞくの演奏で、普段の聖騎士からは想像もつかない光景だ。

　オーギュスティーヌはふらふらしながらも演説を続ける。

「諸君らもエクレール騎士館の評判を耳にしたことがあるだろう。剣けん術じゆつにばかり精を出している蛮ばん人じん。帝てい国こく近くの砦とりでにいるだけの無教養集団。なんと我々は猪いのししの頭と南瓜カボチヤの区別もつかないとすら言われていた！　まあ……否定はしない」

　笑い声が上がる。

「だがこれではっきりしたことがある。我々はどこに投票すればいいのか、見分けるだけの知性があるのだ！　名前を書けと言われず本当によかった！」

　オーギュスティーヌは歌劇オペラ歌手のように両手を広げた。聖騎士たちは腹を抱かかえて笑いこけ、また口笛が鳴った。

「実にめでたい！　我々を導き、熱心な指導によって一流の聖騎士にしてくれたシャルロッテ・フェニヤ様あってこそのエクレール騎士館だ！　このたびの団長選出にまさる喜びはない！　さあ諸君、シャルロッテ館長、いや団長に乾かん杯ぱいしよう！」

　全員が酒杯ジヨツキを高く掲げる。オーギュスティーヌが叫さけんだ。

「栄光あるリュミエール聖騎士団シャルロッテ団長に万歳三唱！」

「万歳、万歳、万歳！」

　聖騎士たちは酒杯ジヨツキを卓テーブルに三回叩たたきつけ、そして飲み干す。

　オーギュスティーヌは飲みすぎでとうとうひっくり返る。拍はく手しゆと歓声が渦うず巻まいた。

　宴うたげはまるで終る気配がなかった。実は店内に入ってからずっと、乾杯が続いているのである。オーギュスティーヌの演説でもう十五回目だ。皆、自分にも言わせろとばかりに立ち上がっては、シャルロッテに乾杯していた。

　エクレール騎き士し館にとっても初の出来事であり、なにより自じ慢まんの館長である。ついでにいうと金は聖騎士団の金庫から出ており、自分たちの懐ふところは痛まない。飲まない方がどうかしていた。

　聖騎士たちは声こわ高だかに話をしていた。騒がしいので、大声を出さないと聞こえないのである。

「なんともめでたい。もっと飲もう」

「これでエクレール騎士館も安あん泰たいだ。聖騎士団の金で宿舎を直そう。最近雨あま漏もりがひどい」

「あれは淋浴シヤワーとして使えばなかなかいける」

「廊ろう下かで水浴びするやつがいるか」

　聖騎士の一人が店内をきょろきょろした。

「肝かん心じんの団長はどうした」

「団長はハーヴィン族であらせられるぞ。誰かの衣囊ポケツトにお隠かくれになってるに違いない」

「おいお前、団長に首をはねられたいのか」

　聖騎士たちが声高に話をする。聞きつけた誰かが言った。

「団長ならさっきバウタオーダと一いつ緒しよにいたぞ」

　聖騎士たちがざわめいた。

「なんだと。団長に賄わい賂ろを渡わたして地位安あん寧ねいをはかる気だな。俺もやろう」

「うまくいくはずがない。団長に貨幣コインを渡したら重さで転ぶ」

「お前本当に首が飛ぶぞ」

　シャルロッテは自身が低身長であるために威い厳げんが足りないのではと気にしており、聖騎士たちもしばしば口にする。だがここにいる全員は、彼女が誰よりも努力をし、聖騎士団でもっとも優れた剣けん士しだと知っている。それゆえ冗じよう談だんとして笑い飛ばすのだ。

　もちろん公の場では絶対に口にしない。万が一酒しゆ宴えんの席以外で口走ろうものなら、腕うでに覚えのある聖騎士たちがよってたかって袋ふくろ叩だたきにするだろう。いかに自己を律している聖騎士と言えど、限度は存在していた。

　酔いつぶれていたオーギュスティーヌが、また立ち上がった。

「案ずることはない。団長は常に我々のそばにいる。さあ足を踏みならせ、声を上げろ。団長を呼ぼうではないか。団長、団長！」

「団長！　団長！」

　全員足を踏み鳴らした。

　こういうとき、エクレール騎士館の聖騎士たちは一糸乱れぬ動きをする。音は大きく、どこまでも届くように鳴り響ひびく。

　店が倒とう壊かいしそうな音に導かれるように、ハーヴィン族の聖騎士が姿を現した。その後方からはドラフ族のバウタオーダ。

　踏み鳴らす音が速くなる。ドン、ドン、ドン。シャルロッテは手を軽く上げた。

　ぴたりと音が止まる。今度は信じられないくらいの静せい寂じやくが包む。聖騎士たちの視線がシャルロッテに集まった。

　彼女は皆みなの顔を見てから言った。

「……早くお子様ランチを持ってくるであります！」

　爆ばく笑しようが店内を満たした。

　彼女はお子様ランチ好きなのを隠していたが、エクレール騎士館の聖騎士たちは全員知っていた。むしろこのことを微ほほ笑えましいとすら思っていたのだ。

　シャルロッテはバウタオーダにこのことを聞いて隠すのを止やめた。少なくとも、部下たちの前では堂々と振ふる舞まうようになったのだ。その意味では、はじめて全員の前でお子様ランチという名を口にした記念日でもある。

　バウタオーダが厨ちゆう房ぼうに引っ込み、大きな皿を持って来る。そこには米ライスや肉類が山と載のせられていた。彼手製のお子様ランチであった。

　店の中央の席が即そく座ざに空けられる。皿が置かれシャルロッテは席に着いた。

　彼女はゆっくりと鶏とり肉にくを摘つまむと、口の中に入れた。

　しばらく味わった。

「……おいしい！」

　顔が明るくなる。そして聖騎士たちに言った。

「さあ、宴を続けるであります！　自分がお子様ランチを食べ終わるまで、店から出るのは禁止であります！」

　願ってもない命令である。聖騎士たちは大喜びで注文を続けた。

　また店内が騒がしくなる。葡萄酒ワインと大麦酒エールが樽たるごと運ばれ、我先にと群がった聖騎士たちによって飲まれていく。底の抜ぬけた桶おけに流し込むようなものであった。

　そんな中でも、シャルロッテはひたすらお子様ランチを食べ続けていた。

「もぐ……バウタオーダ殿どのの料理は最高でありますな」

　そこに当のバウタオーダが近づいてきた。

　彼は他の聖騎士たちと違って浮うかれてはおらず、実直な態度を崩くずしていない。声をあえて小さくし、シャルロッテにだけ聞こえるよう喋り出す。

「よろしいですか、団長」

「団長という言い方には慣れないであります」

「こればかりは慣れていただかないと……あの占うらない師を覚えていますか」

「アルルメイヤ殿でありますか」

　フランソワに呼ばれた謎なぞの占い師である。団長就任の挨あい拶さつ時には同じ壇だん上じようにいたが、それきり姿を見ていない。

「団長に話があるそうです」

　シャルロッテは食べようとした馬ば鈴れい薯しよの揚あげ物を皿に置いた。

「自分は占い師を雇やとったことはないであります」

「向こうから言ってきたのです。なるべく早いうちに話がしたいと」

「ついに背が伸のびるときがきたでありますか」

「それは分かりませんが」

「アルルメイヤ殿はどこに？」

「店の裏です」
















　バウタオーダは厨房の方向を指さした。シャルロッテはちらりと確認する。

「ちょっと近すぎるであります。三さん軒げん先に旅籠はたごがあるでしょう。オーギュスティーヌに命じて、あそこに連れていってもらえるでありますか。すぐに追うであります」

　バウタオーダは少しだけ首を振った。

「オーギュスティーヌは難しいでしょう。先ほどから酔よいつぶれたまま、男に振られた話を口走っています」

「あの話は自分も六回は聞いたであります。酔ってない人間はいないでありますか」

「酔っ払いか、これから酔っ払うかの二つしかおりません」

「仕方ないであります。自分が直接案内しましょう」

「いえ、私が行きます」

　彼はシャルロッテに、そのまま座っているよう手で合図をした。

「団長は食事をお続けください。手配は私が」

「ではお願いするであります」

　シャルロッテが座ったまま頭を下げる。バウタオーダが微笑んだ。

「団長職にある者がそんなに謝らないでください。軽く見られます」

　彼は他の人間の邪じや魔まにならないよう、密ひそかに酒場を抜け出る。シャルロッテはお子様ランチの最後の一品に取りかかっていた。




　お子様ランチを綺き麗れいに平らげたシャルロッテは、三角帆亭から外に出た。エクレール騎士館の聖騎士たちは全員酩めい酊ていしており、見とがめられることはなかった。

　真っ暗の中、小走りに向かって行く。時々野犬のうなり声が聞こえた。

　目当ての旅籠は半分灯あかりを落としていた。入り口にはバウタオーダが待っている。

「こっちです」

　彼の案内で二階へ上がる。粗そ末まつな木の階段はハーヴィンの体重でも軋きしみを上げていた。

　突つき当たりの室内ではアルルメイヤが待っていた。

　彼女は最初に出会った時と変わらず三日月のような髪かみ飾かざりをつけ、黒く大きな外套マントを羽織っていた。

　シャルロッテは、まず彼女に礼を言った。

「わざわざ待っていただき、感謝するであります」

「いえ。私が勝手にやってきただけのことです」

　にこりとしている。

　アルルメイヤの笑みはいつ見ても神秘的だ。時々吸い込まれそうな感覚に襲おそわれる。シャルロッテは軽く首を振って、頭の中から追い出した。

「どんな用件でありますか」

「早いうちにここから立ち去った方がよろしい」

「はい？」

　シャルロッテは首を傾かしげた。

「どういうことでありますか」

「文字通りです。元のところに戻もどるのもよいでしょう」

　冗談なのかと思ったが、そうではなさそうだ。アルルメイヤの表情に変化はないが、からかっているようには感じられない。

「元のところとはサン＝ベルナール砦とりででありますか？」

「他のところでも構いません」

「どうしてそのようなことを。自分は団長です。これからはほとんどを聖国本領ですごすことになります。サン＝ベルナール砦は他のものに任せるしかありません」

　当たり前だが団長に就任すると、聖騎士団全体に目を配らなければならない。そのためにはリュミエール聖国本領の聖騎士団本部に詰つめているのが一番都合がよかった。この場合、気心の知れた部下たち、すなわちエクレール騎士館も移動させることになる。

「他に行くわけにはいかないのであります。背が伸びる秘術でも見つからない限り」

「身長はともかく……このままではよい結果を生まないでしょう」

　アルルメイヤが言う。シャルロッテは椅い子すを引っ張ってきて腰こしを下ろす。

「予言でありますか」

「はい。占いの結果です」

「個人を占ったりはしないのでは」

「聖騎き士し団全体を占った結果です」

「そのわりには曖あい昧まいでありますな」

「細かいことは不明なのです。シャルロッテさんに忠告したのは、そうですね、個人的な興味です。危機が迫せまっているのは確かなのですから」

　そう彼女は言っていた。

　シャルロッテは椅子の上で、もぞもぞと身体を動かす。具体性はなかったが、言いたいことはなんとなく理解できた。この場にいない方がいいのであろう。

「しかし、自分は聖国を離はなれたりはできないであります。団長就任の翌日に姿を消しては物笑いの種です」

「聖騎士団の本部を別のところに置けばよろしいかと」

　もっともな意見だったが、シャルロッテは首を振る。

「伝統をないがしろにはできません。それに……危機があるからと逃にげ出しては聖騎士の沽こ券けんに関わるであります。来るならこいの精神でありますよ」

　ここだけは言葉に力を込めた。

　シャルロッテは聖騎士の身分を尊び、常に恥はずかしくないように努めている。目前の危機からいちいち逃げ出すようでは、自分自身に噓うそをつくことにもなるのだ。

　アルルメイヤはある程度予想していたらしく、無理を言っては来なかった。

「シャルロッテさんはそうおっしゃると思っていました」

「ご期待に添そえたのか添えなかったのか、ともかく、忠告には感謝するであります」

　シャルロッテは立ち上がった。

「それにしても、まさか忠告をいただけるとは、思っていなかったであります。もっと偉えらい方しか相手にしないのかと思っていたであります」

「聖騎士団の団長さんも十分偉いでしょう。それに、あなたのことが気に入ったのです」

「そうでありますか。実は自分も、アルルメイヤ殿のことはなかなか面おも白しろい方だと思っていたであります」

　彼女は頭を下げた。

「失礼するであります。また会える時を楽しみにするであります」

　シャルロッテはバウタオーダをともなって外に出た。この言葉はそれほどたたないうちに実現するのだが、今はまだ、そんなことを思いもしなかった。




　　　　○




　団長となったシャルロッテには様々な仕事が舞まい込んできた。

　前団長の葬そう儀ぎ、聖王への表敬訪問、各騎士館の配置替がえ等々。団長職はふんぞり返っていればすむものではない。考えることや重要な決断が多いため、一いつ般ぱんの聖騎士よりも大変だった。

「慣れるにつれて楽になると信じたいであります」

　クレーモン教会内にある聖騎士団本部。そこの団長室で、シャルロッテは膨ぼう大だいな量の案件を捌さばいていた。

　背の低いハーヴィンだろうと大きなドラフだろうと団長になってしまえば同じこと。やることに差はない。仕事というのは平等に襲いかかってくるのである。

「ひと休みなさってください。またお子様ランチを作りましょう」

　バウタオーダが言う。彼はシャルロッテの手助けを続けていた。本当ならエクレール騎士館の聖騎士たちと一いつ緒しよに居るべきではあった。

「バウタオーダ殿どのがいるおかげで助かっているであります」

「私も宮きゆう宰さいのような仕事をすることになるとは、思っていませんでした」

「面めん倒どうなことが終ったらエクレール騎士館に戻るであります。自分も仕事の山を越こえたら顔を出します」

　シャルロッテは封ふう緘かんされた巻物を開け、中に目を通しては、羽根筆で署名をしていく。いくつか終った段階で、ふと顔を上げた。

「そういえば、騎士館のものたちはなにをしているでありますか」

「うちの連中は、あのあとひどい二日酔いに悩なやまされまして、二度と酒を飲まないと誓ちかいを立てています」

「またすぐ飲み出すに決まっているであります……そうではなく、他の騎士館です。特にフランソワ殿とマルティーヌ殿のところ」

　団長選挙でシャルロッテと争った二人は、表面上激しい敵意を見せていた。その後なにか言ってくるかと考えたのだが、特になにもない。シャルロッテ自身も他のことに忙ぼう殺さつされているうちに忘れてしまっていた。

「お二人の姿は見えません」

　とバウタオーダ。

「スプランドゥール騎士館とサンティユモン騎士館は、一部を除いてまだここに留とどまっておりますが……団長選挙に不正ありということで、館長解任の動議を提出しますか」

「しなくていいであります。無む闇やみに聖騎士団を混乱させる必要はありません」

　彼女は話を変えた。

「それよりも、スプランドゥールとサンティユモンからの転属願いが結構出てるであります」

　シャルロッテは書類の束を取り上げる。割と厚みがあった。

「不満でも溜ためていたのでしょうか」

「フランソワ館長とマルティーヌ館長の選挙のときの態度で意を決した騎士が多いと思われます」

「エクレール騎士館に入ってもいいことがあるとは思えないであります。そもそも後任の館長が決まっていないので、自分が兼けん任にんしている有様です」

「団長というのは過か酷こくなものですね」

「選挙に出ろなんて薦すすめたものを呪のろい殺す手段があったら教えて欲しいであります」

「教えられません。私はまだ死にたくありませんので」

　とりあえず仕事を一段落させると、二人は本部から外に出た。

　エクレール騎士館の聖騎士たちの宿舎へと歩く。

　シャルロッテの部下たちはまだ聖国にいた。団長の出身騎士館はそのまま団長について聖国に駐ちゆう留りゆうすることが多いのだが、エクレール騎士館の場合は宙ぶらりんの状態だった。サン＝ベルナール砦は帝てい国こくと隣りん接せつしており危険な場所でもあるので、下手へたな騎士館は送れない。星せい晶しよう獣じゆうなどに襲われた島の難民の通過点としても利用されることがあるので、奉ほう仕しのための人員も必要なのだ。

　かといって今のような曖昧な状態を続けるわけにはいかないため、そろそろどこかに移動させようと考えていた。

　宿舎に近づく。扉とびらの横にはやや気の抜ぬけた聖騎士が立っていたが、シャルロッテを見るなり背筋を伸のばす。

「これは団長！」

「お役目ご苦労であります。皆みな、いますか」

「はい。やることもなく退たい屈くつしておりました」

　シャルロッテはオーギュスティーヌを呼んでくるように命じた。

　ヒューマン族の女騎士はすぐにやってきた。宿舎にいたにも拘かかわらず、甲かつ冑ちゆうをきちんと着込んでいた。腰には長ちよう剣けんを佩はき、小こ脇わきには兜かぶとも抱かかえている。

「オーギュスティーヌ、参上しました。団長におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしく……」

「なに他た人にん行ぎよう儀ぎなことを言ってるでありますか」

「私が酒場で醜しゆう態たいをさらしたとの噂うわさが根強いので、いかに聖騎士として潔けつ癖ぺきであるか証明せねばと」

「時間の無む駄だは止やめるであります。例の傭よう兵へいたちはどうでありますか」

　サン＝ベルナール砦が手て薄うすになるため、急きゆう遽きよ雇やとった兵たちのことだ。そろそろ契けい約やくが切れる頃ころ合あいである。エクレール騎士館の聖騎士たちは団長選挙終しゆう了りよう後に帰き還かんする予定だったので、超ちよう短期間の契約にしたのだ。

　オーギュスティーヌは即そく座ざに返事をした。

「特に変わった知らせはありません。帝国側に部隊移動の形けい跡せきがあるようですが、それ以上のものはないとのことです」

「騎士館の配置替えに時間がかかりそうであります。傭兵たちと契約延長するよう砦に連れん絡らくしてください。それと、奉仕活動の再開を。傭兵たちは嫌いやがるかもしれませんが、手当を払はらってください」

「奉仕のために有ゆう償しようの人材を投入するのは、どこかねじれていますね」

「やむを得ないであります」

「はい。あの……」

　なにか訊ききたそうだったので、シャルロッテは先に問いかけた。

「不満なのでありますか」

「いえ。我々エクレール騎士館はどこに配属されるのですか」

「サン＝ベルナール砦とりでに戻もどるのが普ふ通つうですが、もしかしたら他の砦もあり得るであります。調整をしないと」

「団長はクレーモン教会にいるのですか」

「なるべく本部にいないと団長とは言えないであります」

「そうですか……」

　訊いたオーギュスティーヌの表情が、見る見る曇くもっていった。

　シャルロッテは意外に感じた。どれだけ過酷な戦いの場であろうと、不安を見せることなどまずない女性である。それがただの立ち話で萎しおれた鬱金香チユーリツプのようになりつつある。

「どうしたのでありますか」

「たいしたことでは……ただ、我々が別の砦に配置されたりしたら聖騎士団を辞やめるものが続出すると思われます」

　シャルロッテは怪け訝げんな顔をした。

「なんですかそれは」

「私たちはシャルロッテ館長……団長に従っております。今さら他のものが館長職を引き継ついでも、容易には従えません。離はなれたところに配属されてもです」

　最初はなにを言っているのか理解が難しかったが、オーギュスティーヌの真しん剣けんな表情を見て、ようやく分かった。

　エクレール騎き士し館からシャルロッテは離れないで欲しいと言っているのである。まるで母親の側そばにいたがる子供であった。

　これが冗じよう談だんではないことは雰ふん囲い気きから察することができる。隣となりのバウタオーダは黙だまっていたものの、同感らしい。

　シャルロッテは珍めずらしいことに、なんと答えたものか迷っていた。

「……皆はリュミエール聖騎士団に忠誠を誓ったのであります。自分個人にではありません。そういうのを本ほん末まつ転てん倒とうというのでありますよ」

「エクレール騎士館はシャルロッテ団長によって鍛きたえられました」

「ならばその実力を自分以外のものが長になっても、発揮して欲しいであります」

　そう告げてから、軽く手を振ふった。

「今のは聞かなかったことにするであります。他のものに聞かれたら聖騎士団への冒ぼう瀆とくだと思われかねません」

　オーギュスティーヌは無言で頭を下げた。彼女としても、シャルロッテに強く言われては返す言葉がない。

　シャルロッテは別のことを口にした。

「しばらくは宿舎で待機しているであります。悪いようにはなりません」

　オーギュスティーヌを宿舎の中に戻す。少ししてからバウタオーダが口を開いた。

「アルルメイヤ殿がおっしゃっていたのは、このことでしょうか」

「部下がごねるのは危機とは言えないであります」

「ここから立ち去った方がいいとも言っていましたが」

「団長たる自分が離れるわけにはいかないのであります」

　すると、そこに聖騎士が駆かけ寄ってきた。

　エクレール騎士館所属の男だ。エルーン族で背が高い。彼は深刻な顔をしてシャルロッテに近寄った。

「団長、大変です」

「なにごとでありますか。深刻な話ならもっと別のところで聞くであります」

「早くお耳に入れた方がいいと思いまして……。占うらない師のアルルメイヤが拘こう束そくされたそうです」

「アルルメイヤ殿が!?」

　シャルロッテは驚きよう愕がくした。彼女だけではなく、バウタオーダも驚おどろいていた。

　エルーンの男は身み振ぶり手振りを交えて説明をはじめた。

「所用で酒場に出かけていたのです。いえ、飲むためではなく、先日の宴うたげの後始末に費用がかかったので、支し払はらう必要がありまして。そうしたら店内にスプランドゥールの聖騎士がいたんです。そいつらはハーヴィン族の占い師を捕つかまえたと話をしていました。どうもそれが、団長選挙のときのアルルメイヤ殿ではないかと」

「何故なぜでありますか!?」

「それがその、フランソワ館長自身が指示したようです。団長選挙で恥はじをかかされたので、禁固刑けいにすると」

「馬ば鹿かげてるであります。それでも聖騎士なのでありますか！」

「清く、正しく、高潔に」がリュミエール聖騎士の合い言葉だ。フランソワのおこなったことはそのどれにも反していた。

「アルルメイヤ殿どのはどこにいるのです!?」

「そこまでは……。ただ、スプランドゥール騎士館の砦に連れて行く相談をしていました」

　騎士館の砦なら、外部からの影えい響きようをある程度排せる。そこでじっくりと復ふく讐しゆうするつもりなのだろう。

　アルルメイヤを助けようと、シャルロッテは決意した。

　彼女はあの占い師のことを好いていた。同じハーヴィン族だというのもあるが、神秘性が心地よくもあったからだ。

　それよりなにより、フランソワの行こう為いは聖騎士団の誇ほこりを汚けがすものだった。評判を落とすのが聖騎士なら、汚お名めいをすすぐのも聖騎士であるべきだった。

　思い立ったのなら、即座の行動が必要だ。スプランドゥールの自領まで連行されては救出は困難となる。今のうちに手を打たなければならなかった。

「バウタオーダ殿、スプランドゥール騎士館の宿舎はどこでありますか」

　ドラフの騎士は少しだけ考えてから答えた。

「本部の裏手にあるロイヤーヌ城です。出向かれるのでしたら、エクレールのものたちと一いつ緒しよに」

「大勢だと話がこじれます。自分だけで行くであります！」

　シャルロッテは会話が終るよりも前に駆け出していた。

　クレーモン教会の脇わきを抜け、裏に回る。そこはなだらかな斜しや面めんが続く丘おかとなっており、頂上に古い城があった。

　ロイヤーヌ城は、空の民たみと星の民が刃やいばを交えた戦い、すなわち覇空戦争時に作られた城じよう塞さいである。当初は拠きよ点てんのみならず武器保管庫としても使用されていたのだが、現在は無人。管理は聖騎士団がおこなっていて、各地から聖騎士たちが集まる際に宿舎として活用される。

　シャルロッテは斜面を一気に駆け上がった。息を荒あらくしたまま、門から城内に入ろうとする。

「止まれ！」

　槍やりを構えた門番が慌あわてて制止しようとする。シャルロッテは一いつ喝かつした。

「自分は団長であります！」

　思わず槍を引っ込めて直立する門番に、彼女は問い質ただした。

「フランソワ殿はどこにいるのでありますか!?」

「ぞ、存じません。先ほど出て行かれるのをお見かけしました」

「アルルメイヤ殿……占い師の方は!?」

「そんな人はここには……」

　いない、と言っていたが、シャルロッテは城内に走り出した。門番の目の動きからして、口止めされているのは確実だった。

　城の中はところどころ崩ほう落らくし、雑草が生え放題となっている。日ひ頃ごろは手入れがされていないためだ。

　彼女は下りの階段を見つけると、一足飛びに駆け下った。古今東西、およそ拘こう禁きんのための設備は地下にあると決まっている。

　地ち下か牢ろうに出た。見張りの姿はない。恐おそらく食事でもしているのだろう。好都合だ。

　手前の牢内にハーヴィン族の女性が座っていた。相変わらず不思議な雰囲気で、落らく胆たんしているようには見えない。

「アルルメイヤ殿！」

　シャルロッテは呼びかける。アルルメイヤは顔を上げた。

「これはシャルロッテさん」

「すぐ助けるであります。待っててください」

　牢は頑がん丈じようそうな鍵かぎで施せ錠じようされている。シャルロッテは一いつ旦たん引き返し、見張りの詰つめ所から鍵を持って来ると鍵穴に突つっ込んだ。

　かちりと音がして鍵が外れる。牢の扉とびらを開けた。

「早く出るのです」

「私、結構ここが気に入っていたのですが」

「友達になってくれるのは鼠ねずみくらいなものであります」

　手を摑つかんで引く。

「貴き殿でんの身み柄がらはエクレール騎士館に預けるであります。フランソワ殿も容易には手出しができないでしょう」

「シャルロッテさんはどうなさるのです」

「団長としてフランソワ殿のおこないを追つい及きゆうするであります。聖騎士としてまったくの言語道断……」

　そこで足を止めた。

　地下牢の入り口にある階段。それを塞ふさぐように、聖騎士たちがいたのだ。

　スプランドゥール騎士館のものたちだ。牢の見張りを頼たのまれていたのか、とにかく出すつもりがなさそうだ。

「通すであります。自分は団長であります」

「そうはいかんな」

　聖騎士たちの背後から、中年の男性が現れる。フランソワであった。

「団長ともあろうものが破は獄ごくの手伝いとは、それこそ言語道断」

「なにを言うのでありますか」

　シャルロッテはフランソワを睨にらみつけた。

「罪もないアルルメイヤ殿を捕とらえて、それでも聖騎士でありますか！」

「いいや、アルルメイヤは罪人だ。だが、主犯ではない」

　フランソワの言葉に、シャルロッテはわずかに顔をしかめる。

「なにが言いたいのでありますか」

「真の敵は身内にあったということだ」

　そう発言したのはフランソワではない。彼の後ろから下りてきた女騎士だった。

　シャルロッテは驚いた。

「マルティーヌ殿……フランソワ殿とは対立していたのでは？」

「聖騎士団の将来を慮おもんぱかれば、個人的な好悪は関係ない」

　マルティーヌは薄うすく笑った。

「とうとうリュミエール聖騎士団の崩ほう壊かいを目もく論ろむ主犯が姿を現したか」

「……自分に罪をなすりつけるつもりでありますか!?」

「不ふ埒らちな占い師アルルメイヤと共きよう謀ぼうして団長に就任し、我々が捕らえたのに証しよう拠こ隠いん滅めつのため脱だつ獄ごくさせようとしている」

「アルルメイヤ殿を利用しようとしたのはお二人であります。あの選挙が公正なのは誰だれの目にも明らかであります」

「世の中には幻げん影えい術を使うものもいる。アルルメイヤがきっとそうだ」

「世迷よまい言を……」

　と言ったが、通してくれそうにない。なによりここにはスプランドゥールの聖騎き士ししかいないのだ。

　ふとシャルロッテは訊きいた。

「ひょっとして、わざと情報を流したのでありますか」

「正義感の強いシャルロッテゆえ、食いついてくるとは思っていたな」

「見張りがいなかったのもわざとでありますね」

　それにはマルティーヌもフランソワも答えない。代わりに周囲の聖騎士たちが槍を突きつけてきた。

　シャルロッテはアルルメイヤを守るように立ち塞がる。隙すきがあれば脱だつ出しゆつしようとうかがったが、狭せまく出入り口が階段しかない地下牢内では、できることはすくなかった。

　なにより今の彼女は、愛あい剣けんである輝てい剣けんクラウ・ソラスを手にしていなかった。市民に威い圧あつ感かんを与あたえたくないため、最近は持ち歩いていないのである。それが裏目に出た。

　槍やり衾ぶすまにじりじりと後退する。

「なにも命は取らない。降こう伏ふくしろ」

　とフランソワ。

「そうすればアルルメイヤに重罪は科さない」

「……アルルメイヤ殿は傷つけないのでありますね」

「シャルロッテ次し第だいだ」

　彼女はほとんど迷わなかった。身体からだの力を抜ぬき、軽く両手を上げる。

「従うであります」

「結構」

　槍が下ろされる。シャルロッテは縄なわを手に近づいてくる男を見ながら、アルルメイヤが立ち去った方がいいと言っていたのはこういうことだったのかと、妙みように納得をした。
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　それから数日、シャルロッテは監かん禁きんされたままだった。

　団長の身分は一いつ旦たん停止となっている。破獄の手助けに加え、不正選挙でも告発されているので事実確認に時間がかかっていた。

　牢獄のような暗くてじめじめしたところではなく、屋や敷しきの一室に閉じこめられていた。調度品はなかなか豪ごう華かで、寝台ベツドもちゃんとしている。窓は木の板で塞がれており、外の様子をうかがえないようになっていた。

　監禁場所はロイヤーヌ城ではなく別の所だ。さもないとエクレール騎士館が奪だつ還かんしに来ると思われたからだ。シャルロッテの居場所は厳重に隠いん匿とくされ、知るものはほとんどいない。

　シャルロッテ自身は、聖騎士団の本部からそれほど離はなれた場所ではないだろうとふんでいた。ただ外が見られないので、正確な場所はやっぱり分からない。

　同じところにアルルメイヤも閉じこめられていた。屋敷内の移動は制限つきだったが可能ではあるので、二人は退たい屈くつしのぎに会話を楽しんでいた。

「シャルロッテさんの部下たち、エクレール騎士館の人たちは、それはもう大変腹を立てているようですよ」

　アルルメイヤは昼食代わりに渡わたされた林りん檎ごを囓かじりながら喋しやべった。

「剣を手に押しかけようとしていて、騒さわぎになったそうです」

「よくご存じでありますね」

「私の見張りは同情的で、様々な噂うわさを耳に入れてくれるのです」

　それは羨うらやましいとシャルロッテは言う。彼女についている見張りの口は、石のように重かったのだ。

「部下が軽けい挙きよ妄もう動どうをしないといいのですが」

「きっと大だい丈じよう夫ぶです」

「血の気の多いものたちばかりで心配なのであります」

　それは自分だけではなく、エクレール騎士館の聖騎士たちまで処しよ罰ばつされることに繫つながる。さすがにそれは避さけたかった。

「よい部下をお持ちですね」

「アルルメイヤ殿どのの予言は、このような事態を想定していたのでありますか」

「危機に陥おちいるとしか分かりませんでした。無理にでもシャルロッテさんに去ってもらえばよかったと思っています」

「そうすればアルルメイヤ殿は牢に繫がれたままであります。自分は後こう悔かいしていないのでありますよ」
















　人助けは聖騎士としての基本である。アルルメイヤを完全に自由にはできなかったが、まずまずだと思う。

　それはそれとして、バウタオーダたちと面会できないのは寂さびしい。

「お子様ランチが食べたいであります」

「ここの人が出してくる麵麭パンは味気ないですね」

「燕麦粥オートミールも冷めているであります。まったくなにを考えているのか」

「料理人がいないか、下手へたなのでしょう」

　などと話していると、部屋の扉が開いた。

　見知らぬ聖騎士が緊きん張ちようの面おも持もちで立っている。お子様ランチの配食ではなさそうだなとシャルロッテは思った。

「ただ今よりシャルロッテ、アルルメイヤ両名の査問が開かれる。出るように」

　二人は屋敷から出されると、どこにでもあるような馬車に乗せられた。奪還を恐れているのか、御ぎよ者しやも市民と同じ恰かつ好こうをしている。ただし懐ふところには短たん剣けんを忍しのばせていた。

　舗ほ装そうされていない道を進み、馬車が揺ゆれる。

　しばらくして到とう着ちやくしたのはクレーモン教会、リュミエール聖騎士団の本部であった。

　馬車は裏口に停とめられ、厳重な警けい戒かいの下もと、二人は下ろされる。

「なんだか妙な気分であります」

　シャルロッテは呟つぶやいた。

「少し前まではここで一番地位が高かったのですが」

　聞きつけたアルルメイヤが言った。

「今でも団長でしょう。聖騎士団の中には、シャルロッテさんに同情している方も多いと聞きます」

「だとしたら、この査問は少人数ですませるつもりでしょう。自分に味方するものは遠ざけたいはずです」

　シャルロッテの予想は当たっていた。

　査問会の会場は本部にある小部屋でおこなわれることになった。確認がてら、二人は室内に通される。

　真意を問い、判断を下す査問委員が五人ほど着席している。中にプロスペール枢すう機き卿きようがいるのは、かたよった人選だと思われたくないからだろう。

（公正なお方ですが、他の方が買収などされていたら数で負けます……）

　そんなことを考えているうちに、二人は外に出された。

　改めてアルルメイヤだけが室内に呼ばれた。シャルロッテは廊ろう下かの椅い子すに座らされたまま。

　それほど待つこともなく、アルルメイヤは聖騎士に連れられて出てきた。

　とりあえずほっとした。表情はいつものままだったが、短時間なのだから重大な罰ばつが下されたのではないのだろう。アルルメイヤは聖騎士団員ではないので、これで解放されるはずだ。

「シャルロッテ・フェニヤ。入室を」

　彼女は聖騎士の手を借りることなく、自分で入っていった。

　査問委員は半円状に着席している。シャルロッテは中央に立たされた。

　やや離れたところにフランソワとマルティーヌがいた。二人はシャルロッテに不利な証言をするつもり満々であった。

　茶番にもほどがあると彼女は感じた。そもそも査問会を要求したのもこの二人のはずである。

　そして内容も、確かに茶番だった。

　シャルロッテは団長選挙の不正のみならず、サン＝ベルナール砦とりでで権勢をほしいままにしていたとの罪がかけられたのだ。

「馬ば鹿か馬鹿しい！　あり得ないであります」

　思わず叫さけんだが、訴うつたえによると砦の金が記録以上に減っており、これこそが証しよう拠こだという。

「兵を雇やとったからであります。でなければ帝てい国こくの地方軍に制圧されてしまうのでありますよ。あそこが抜かれては聖国まで一直線であります！」

「それは平和的に解決されることが決まった」

　ある査問委員の言葉に、シャルロッテは思わず耳を疑った。

「サン＝ベルナール砦のある島一帯は、エルステ帝国ザーリアー侯こう爵しやく家に割かつ譲じようされる。引き渡しはすみやかにおこなわれる」

「滅め茶ちや苦く茶ちやであります！　喉のど元もとに刃やいばを突つきつけられたも同様であります！」

「見苦しいぞシャルロッテ」

　こう言ったのはマルティーヌだった。

「お前が私し欲よくのため、傭よう兵へいを集めエクレール騎士館と共に軍を編制し、帝国との戦せん端たんを開こうとしたのは周知の事実だ。このままでは聖国と帝国との間に戦争が生じる。それを防ぐため、泣く泣く割譲で妥だ協きようしたのだ」

「そんなことするはずがないのであります！」

　しかしマルティーヌは証拠とする書類を次々に提示した。それらは全て、計画されていたかのように整っていた。

「全ての陰いん謀ぼうはこのように暴あばかれている」

「自分がそのようなことをする理由がないであります」

「団長職を得て野心が顔を出したのだ」

「野心……？　むしろマルティーヌ殿とフランソワ殿こそ、野心を剝むき出しにしているであります！」

　シャルロッテは怒ど鳴なった。

「団長職は権力の名札などではありません！」

「我々を愚ぐ弄ろうするのか！」

「静せい粛しゆくに、静粛に！」

　プロスペール枢機卿が叫んだ。

「ここはあくまで査問の場、過度な愚弄は慎つつしんでもらいますぞ。さもなくば、聖騎士団に能力なしと聖王にご報告たてまつることになります」

　全員口をつぐんだ。プロスペール枢機卿は言葉を続ける。

「これより査問委員による審しん議ぎを開始する。シャルロッテ殿はこの場で待機するように」

　五人の男女が隣りん室しつへと引っ込んだ。

　シャルロッテは長く待たされた。よほど紛ふん糾きゆうしていて結論が出ないのだろうか。

　夜となり、肌はだ寒ざむさすら感じるようになってから、ようやく結論が出た。

　それは訴えを認め、シャルロッテの団長職解任、及および聖騎士団から追放するというものであった。




　　　　○




「陰謀だ！」

　エクレール騎士館宿舎内の狭せまい食堂で、オーギュスティーヌは怒いかり狂くるっていた。彼女だけではなく、全ての聖騎士たちが憤ふん慨がいしていた。

「団長への怨うらみからでっち上げたのだ。そうに決まっている！」

　サン＝ベルナール砦のシャルロッテが誰だれよりも公正なことは皆みなが知っていた。背の低さを気にするくらいであとは誇りに満ちた聖騎士なのだ。私欲を優先する性格ではない。

「逆にこちらから告発すべきだ」

「しかしどうする。エクレール騎士館が解体されるという噂もあるぞ」

「砦が帝国のものになっては、存続する意味が薄うすれるからだろう」

「あそこが占せん領りようされては、ここまで一直線ではないか。聖国がなくなるぞ」

「下手をしたら聖騎士団まで消しよう滅めつする」

　皆、憤慨しつつも心配していた。話が団長選挙の日からどんどん大きくなってるのだ。

　オーギュスティーヌが、隅すみにいた男に言った。

「おいバウタオーダ。お前の考えはどうだ」

　ドラフの男はのっそりと立ち上がる。

「はっきり言いますが、すぐに打開策は思いつきません」

「ならば全員で押しかけよう。強ごう訴そだ」

「軽挙な行動は団長が嫌いやがるでしょう」

「それでは座して死を待つだけだ」

「分かっています。私は団長に会ってくるつもりです」

　食堂内がざわついた。

「しかし、団長の居場所は分からないぞ!?」

　オーギュスティーヌの疑問にバウタオーダは答える。

「アルルメイヤ殿が知っているそうです。手引きしてもらいましょう。団長はまだそこに監かん禁きんされているでしょうから」

「なるほど、奪だつ還かんするのだな。私も行こう」

　オーギュスティーヌだけではなく、次から次へと手が上がる。

　全員が挙手したが、バウタオーダは諫いさめた。

「それが軽挙なのです。まず私が向かい、連中の意向をうかがい団長の様子を確認してきます。話はそれからです」

　それでも行かせろと騒さわぐ聖騎士たちだったが、バウタオーダは何度も念を押して宿舎に留とどまらせた。

「団長を悲しませてはなりません。どうかこらえてください」

　彼はなんとか承しよう諾だくさせると、夜になってからシャルロッテが監禁されている屋や敷しきへと向かった。




　シャルロッテはちょうどおいしくもない食事を終らせ、寝台ベツドの上に転がっているところであった。

　そうして査問会のことを思い出す。憤ふん懣まんやるかたない結果であったが、別のことも見えてきた。

　フランソワとマルティーヌの二人が陰謀を企くわだてたのは間ま違ちがいない。シャルロッテに復ふく讐しゆうしたがるはずだからだ。だが砦の接収までの流れは急だった。元から準備していたとしか思えない。

（帝国……ザーリアー侯爵が裏にいるのでしょうか）

　ザーリアー侯爵はエルステ帝国の中でも、自立志向が強く、しばしば帝都の方針に逆らうという。聖国と帝国の関係を無視して、勝手に領土を切り取ろうと考えても不思議はなかった。

　このままでは、今まで保持していたサン＝ベルナール砦が帝国の手に落ちてしまう。そして破は滅めつへの一いち里り塚づかになるのだ。

（陰謀は嫌きらいであります……）

　と、窓の外から声がした。

　窓には木の板が打ちつけてあるので、外の様子は見えない。声は木と木の隙すき間まから漏もれ伝わっていた。

「ひょっとして……」

　シャルロッテは跳はね起きると窓に近づいた。

「バウタオーダ殿どのでありますか!?」

「はい。団長はご無事ですか」

「ひとまずは元気でありますよ」

　窓の向こうから安あん堵どが伝わってくる。バウタオーダは声を小さくしていた。

「エクレールの皆も安心するでしょう」

「バウタオーダ殿だけでありますか？」

「私がいますよ」

　これはアルルメイヤだ。彼女は放ほう免めんされたので、すでに監禁されていない。

「フランソワ殿に沈ちん黙もくとすみやかな退去を命じられました。まあ、私は聖騎士ではありませんので」

「面めん倒どうをおかけするのであります。危険を感じたら、直ちに脱だつ出しゆつしてください」

「面倒をかけたのはこちらですよ。リュミエール聖騎士団内で起こっていることを、色々聞いてきました」

　アルルメイヤはなるべく簡潔に話をはじめた。

　帝国のザーリアー侯爵が裏にいることはやはり事実のようだ。元々聖国への領土欲よくがあり、かねて聖騎士団に接せつ触しよくを図っていたらしい。そこに団長選挙で敗北したフランソワとマルティーヌが乗った。

「しかも将来の団長職の保証だけではなく、帝国貴族へ取り立てることすら提示したようです。多額の報ほう酬しゆうと共に」

　アルルメイヤは説明を続けた。

「今はサン＝ベルナール砦とりでに手を回して傭兵を退去させつつあります。接収は友好の証あかしとして、スプランドゥール騎士館、サンティユモン騎士館とザーリアー侯爵軍が共同でおこなうそうです」

「茶番にもほどがあるであります」

「まだあります。どうもザーリアー侯爵は帝国からの独立も視野に入れているようなのです。ひょっとしたらリュミエール聖騎士団は先兵として使われるかもしれません」

「なんと……！」

　シャルロッテは思わず声を漏らした。

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもないことだが、あり得ないとは言えない。そんなことになってしまっては、また戦乱がこの地を覆おおい尽つくしてしまうだろう。そして不必要な血が流れるのだ。

「なんとしても止めないと」

　バウタオーダが口を出した。

「どのようにしますか」

「とりあえず、ここから出して欲しいであります」

　バウタオーダは力任せに木の板を剝はがした。シャルロッテはハーヴィン族なので、少しの隙間ですんだ。

　外に出てから夜の空気をいっぱいに吸い込む。建物から離はなれ、彼女は二人に告げた。

「自分は団長職を解任され権限はありません。なので一人でやれることをやるであります。アルルメイヤ殿、聖国本領から離れるよう言われたのですから、騎き空くう艇ていのあてはあるのでありますね」

「はい」

「自分も乗せてほしいのであります。サン＝ベルナール砦に向かいます」

　アルルメイヤは予想していたらしく、あっさりとうなずいた。

「分かりました」

「バウタオーダ殿、エクレール騎士館の皆に伝えて欲しいことがあるであります」

「承知しております。団長のもとに集結を……」

　シャルロッテは彼の台詞せりふを遮さえぎった。

「違ちがうのでありますよ。自分のすることは危険で無む鉄てつ砲ぽう極きわまりないことであります。そこに皆を巻き込むわけにはいきません。団長ではない自分に従っては処しよ罰ばつが下るでしょう。砦には来なくてかまわないのであります」

「では、なにを」

「エクレール騎士館の皆には、ここに残って市民の皆さんを守ってほしいのであります。敵軍が来たらすみやかに降こう伏ふくし、市民と自らの命を守るでありますよ」

「しかし、団長……！」

　バウタオーダが仰ぎよう天てんした。

「たった一人でなにをなさるおつもりですか！」

「もはや元団長であります。ですが、前職に恥はじないおこないをするつもりであります」

　シャルロッテは言った。

「大事な部下をむざむざ死地に連れていくのは、本意ではないのでありますよ」

「このままでは団長が……！」

　大おお柄がらなドラフが、小柄なハーヴィンにすがりつこうとする。シャルロッテは制した。

「間ま抜ぬけなハーヴィンが一人死ぬだけであります。どうということはありません」

　自分は身体からだがちっちゃいだけではなく、心もちっちゃいのです。彼女はそう告げた。

「達者でいるであります。お子様ランチの味は忘れないでありますよ」

　バウタオーダは茫ぼう然ぜんとして地面に両りよう膝ひざをつく。彼を残し、シャルロッテはアルルメイヤと共に港へと向かって行った。




　　　　○




　シャルロッテは一人で、荒あれ果てた隘あい路ろにいた。

　両りよう脇わきが高い崖がけとなっており、その間が隊商キヤラバンの通り道となっている。生活道路でもあり、かつては多くの人が行き来していたという。

　今はあまり使われることがない。リュミエール聖国とエルステ帝てい国こくの係争地になることが多いので、商人たちが嫌ったのだ。そのため整備されることもなく、風化した岩が点在している。

　彼女は隘路の入り口に立っていた。

　眼前に広がっているのは荒こう野や。背後には隘路。その先にはサン＝ベルナール砦。

　ここは要所でもある。通過されれば砦までは一直線。守る人間は皆かい無むだから、容易に奪だつ取しゆされる。そして砦を取られてしまっては、聖国は剝むき出しとなる。だからせめてこの場で、食い止めなければならないのだ。

　シャルロッテはそのために敵を待ち構えていた。

　接収しにくるはずの軍勢と対たい峙じするつもりなのだ。港に着く前、アルルメイヤとは別れておいた。占うらない師を巻き込むつもりはない。そもそもかの占い師の忠告に従っておけば、こんな事態になることもなかった。

　陽ひが頭上から差してくる。柔やわらかな光で、暑さは感じなかった。

「シャルロッテさん」

　後ろから声。シャルロッテは振ふり返らなかった。

「アルルメイヤ殿、ここは危険であります」

　シャルロッテの目は、真っ直すぐ前方を見み据すえている。

「早く避ひ難なんしてくださいと申したはずであります」

「残念ですが、私はシャルロッテさんの部下ではありません。ですので、こうして御ご一いつ緒しよさせていただきます」

　アルルメイヤはシャルロッテの横まで来ると、転がっている岩の上に腰こしを下ろした。

「お一人では寂さびしいでしょう」

「寂しくはないのであります。それに貴き殿でんの力を借りるつもりはないのでありますよ」

「多少はできますよ。お子様ランチにも果物が載のっているでしょう。あれくらいの気休めにはなります」

「敵がどれくらいの数になるのか分かりませんが、少なくはないでしょう。自分以外の死体は増やしたくないのであります」

「果物、お嫌いですか」

「好きであります」

　アルルメイヤに動くつもりはない。シャルロッテもそれ以上は言わなかった。

「これを持ってきました」

　アルルメイヤはシャルロッテに、青く輝かがやく長ちよう剣けんを見せた。

　輝てい剣けんクラウ・ソラスである。査問前に取り上げられていたのだ。シャルロッテの表情が輝いた。

「かたじけないであります。どうやって取ってきたのでありますか」

「それは色々と。怪け我が人は出していません」

　なにか技があるのだろう。知れば知るほど、不思議な女性だった。

　シャルロッテは輝剣クラウ・ソラスを地面に突つき刺さすと、自分は箱の上に乗った。

　こうしないと柄つかまで手が届かないのだ。背が低いのではなく剣が長すぎるのだと主張したいが、今となってはどっちでもいい。

　まだ敵の姿はない。だが来るのは分かっていた。

　相手は物見遊山のつもりかもしれない。無人の砦を接収するつもりなのかも。だが抵てい抗こうする人間はちゃんといるのだ。そのことを思い知らせなければ。

　もっとも一人でなにかできるなんて、シャルロッテも思っていない。いや一人ではなく、二人だったか。あまり違いはない。

「……今まで、最悪の経験をしたことはありますか」

　アルルメイヤが訊きいてくる。シャルロッテはうなずいた。

「もちろんであります。小さいころ、川べりで遊んでいたら足を滑すべらせて落っこちて、溺おぼれかかったのであります。しかも川には魚に擬ぎ態たいした魔ま物ものがいて、足に嚙かみついてきて……五か所くらい嚙まれたのであります」

「よく無事でしたね」

「それは二番目であります。一番はずぶ濡ぬれで家に帰ったら母にこっぴどく叱しかられて、危あやうく夕食抜ぬきになりかけたことであります。母の怒いかりに比べれば、魔物など取るに足らないのであります」

　アルルメイヤは笑った。

「今回のことはどうですか」

「せいぜい三番目か四番目であります……アルルメイヤ殿どのにとっての最悪な経験は、どのようなことなのでありますか」

「内ない緒しよです」

　シャルロッテは口を尖とがらせた。

「ずるいであります」

「占い師は神秘的な方が箔はくがつきますから」

「神秘の力で、これからの戦いはどうにかなりそうでありますか」

「どうでしょう。自分のことは占いません。シャルロッテさん個人のことも」

「そうでありますか……まぁ、結果など聞かなくても分かるであります」

　大軍を相手にして、個人でできることはあまりにも少ない。それでも彼女はここにいる。

　なぜ戦うのか。逃のがれられない死を目前にして、どうして彼女は剣を手にするのか。

　それは聖騎き士しとしての意地である。団長としての責務である。

　シャルロッテは聖騎士になるとき、『清く、正しく、高潔に』を誓ちかった。それらを信じるが故ゆえにアルルメイヤを救い出し、偽いつわりの査問にも逆らった。結果、団長職を解任されたった一人になったが、それでもいいと思っている。

　今ここでなにもしなければ、それこそ聖騎士としての職に背そむいたことになる。

　策略によって誇ほこりが踏ふみにじられ、汚お名めいを着せられることなどあってはならない。

　相手が個人だろうと大軍だろうと関係なかった。

　聖騎士という名のため、彼女は戦うのだ。

「……来ましたね」

　アルルメイヤが呟つぶやく。

　荒野から、人ひと影かげがこちらにやってきていた。

　やがてその姿は増え、横に広がっていく。エルステ帝国のザーリアー侯こう爵しやく軍とスプランドゥール騎士館、サンティユモン騎士館の混成部隊である。先頭には男女二人がいた。

　シャルロッテたちの姿を見つけたか、軍勢が停止した。

　先頭の男女が進み出てくる。

「これはシャルロッテ殿！」

　男性はフランソワであった。女性はマルティーヌ。この二人はシャルロッテの剣けん技ぎを熟知しているため、即そく座ざに斬きられないだけの距きよ離りをとっていた。

　フランソワが言った。

「たった一人の出で迎むかえ、ご苦労なことだ」

「一人ではありません。出迎えたつもりもないであります」

　フランソワは横にいるアルルメイヤにちらりと視線を向けた。

「……味方を得たつもりかな」

「衆を頼たのむフランソワ殿よりはマシであります」

「ふん」

　フランソワが鼻で笑う。マルティーヌが大だい音おん声じようを発した。

「そこをどけ、シャルロッテ！」

　威い嚇かくするような声だ。

「どかなければ斬る！」

「どいても斬るつもりなのは、分かっているであります」

　シャルロッテは一歩も引かない。

「自分に罪をなすりつけたのに、まだ足りないのでありますか。このようなおこない。それでも聖騎士と言えるのでありますか」

「おお、言えるとも！　聖騎士たるもの己おのれの剣技のみで生きていくもの。奉ほう仕しなどに手を取られていては鈍にぶってしまう」

「そのためだけにサン＝ベルナール砦とりでを奪うばうつもりでありますか」

「その砦さえあれば、帝国によって我が地位は保償され、聖騎士団に名が残る。誰だれが傷つくというのだ」

「誇りが傷つくであります」

　シャルロッテは言った。

「高潔さを忘れ、私利私し欲よくに走る聖騎士はもはや聖騎士とは言えないのであります。恥はじを知るべきであります」

「恥など、初めから持ってはおらん！」

　マルティーヌは早くも剣を抜いた。

「そこをどくか、死ぬかだ。武器を捨て我々に降こう伏ふくすれば、また一聖騎士としてはじめることを許可しよう」

「すでに一聖騎士であります。団長職は解任となりましたから。ですが聖騎士である以上、理り不ふ尽じんな要求には屈くつしないであります！」

　小さな身体からだから発せられる、凜りんとした決意。

「さっさと自分を倒たおしてから通るであります！」

「ならばそうしてやる！」

　マルティーヌの言葉と共に、フランソワが手を上げる。

　控ひかえていた軍勢が、一いつ斉せいに動き出した。二人はその後方に下がった。

　ゆっくりと進んでいるのは威い圧あつのためか。その全てが刃やいばをシャルロッテに向けている。

　彼女は目を細めた。少しでも時間を稼かせぐためには、指揮官であるマルティーヌとフランソワを倒す必要がある。それがたった一人でできる、最大のことだ。

　だがあの軍勢と戦えるのか。相手はシャルロッテの腕うで前まえを知っており、一対一の戦いを避さけている。マルティーヌも相当な遣つかい手なのだが、ここは慎しん重ちようになるつもりだ。数を頼みに包み込んで圧死させるつもりなのだ。

　そしてそのやり方は、まったく正しい。

　シャルロッテの額に汗あせが流れる。槍やりと剣の衾ふすまが陽ひの光できらめいている。一いつ瞬しゆんで片をつけようと突き進んでくる。

　だが。

　その歩みがぴたりと止まった。

　彼らの目は、シャルロッテと、その背後に集中していた。

　シャルロッテもそのことはすでに気づいていた。だがあえて振り返っていなかった。

　大おお柄がらなドラフの聖騎士がやってくる。彼女の背後で片かた膝ひざをついた。

「遅おそくなりました」

　バウタオーダが言った。

「ただ今よりシャルロッテ団長に加勢いたします」

「……無理はしなくていいであります。負けたらバウタオーダ殿も聖騎士団から追放されるか、動物の餌えさになるだけであります」

　彼女は唇くちびるを嚙みしめていた。

「一人が二人、三人になっても事態は変わらないのでありますよ」

「そうではありません」

　バウタオーダが立ち上がる。

「我々全てがシャルロッテ団長の味方です」

　はじめてシャルロッテは後ろを向いた。

　そこにいるのは鎧よろいをつけた聖騎士たち。大勢の聖騎士だった。

　オーギュスティーヌをはじめとするエクレール騎士館の全員。レヨン騎士館、エタンセルマン騎士館などの中小の騎士館、さらにはスプランドゥール騎士館、サンティユモン騎士館を抜けてきたものもいる。

　そして皆みな、自分たちの騎士館旗を掲かかげていた。

　この場こそがリュミエール聖騎士団本隊であるという風に。

「我々はただ今より騎士館から騎士隊となります。彼らをまとめていたため遅おくれてしまいました。なにとぞご容よう赦しやください」

　バウタオーダが詫わびた。

「我々は団長のために存在しております。シャルロッテ団長こそがリュミエール聖騎士団です。団長が戦うのであれば、従わない理由はありません。なにより団長の座に推おしたのも我々。ここで背を向けてしまっては、孫子の代に至っても卑ひ怯きよう者の烙らく印いんを押されるでしょう」

「……自分が、たった一人で戦うことを決意したのは、皆に迷めい惑わくをかけないためだったのでありますよ」

「存じております。そういうのを太古のことわざで『水くさい』というのだそうです」

「……なるほど、自分は幸せものでありますな」

　シャルロッテは、思わず涙るい腺せんを緩ゆるませる。

　ぐっと堪こらえ、代わりに笑みを浮うかべた。

「全員、傾けい注ちゆう！」

　彼女の声は、高らかに響ひびいた。

　聖騎士たちを背に、敵と対たい峙じする。

「これよりリュミエール聖騎士団はサン＝ベルナール砦奪だつ取しゆを謀はかる敵軍と交戦状態に入るであります！　敵より先に引くな、敵より先に倒れるなであります！　持てる全ての力を発揮すれば、最後に立っているのは我々なのであります！」

　輝てい剣けんクラウ・ソラスを天に掲げた。

「抜ばつ刀とう！」

　騎士たちが一斉に長剣を抜く。金属の擦こすれる音が鳴り響き、敵勢が一瞬怯ひるむ。

　その隙すきを逃さず、シャルロッテは木の箱から飛び降りた。

「リュミエール聖騎士団、突とつ撃げき!!」

　彼女は全力で駆かけ出す。

　喚かん声せいを上げた聖騎士たちが後に続いた。




　シャルロッテの側についた聖騎士たちの数は、敵とほぼ同等であった。であるのなら、士気が高い方が有利となる。

　そして彼ら彼女らの意気は、それこそ天に届こうかというほど高かった。

　あえて隘あい路ろの入り口から出て、敵てき陣じんに突つっ込んだ聖騎士たちの行動は、一種の奇き襲しゆうとなった。エクレール騎士館をはじめとした聖騎士たちは、シャルロッテと共に戦う名めい誉よに身を震ふるわせながら、敵を倒していった。

「バウタオーダ！　久しぶりにお前の剣の腕が見られるな！」

「オーギュスティーヌ、貴女あなたの戦いぶりもじっくり見させてもらいます！　敵を逃にがさないでください！」

「当たり前だ！」

　剣けん戟げきの音が四方八方から鳴り響く。自らを奮い立たせるため、腹の底から喚声を上げる。剣を繰くり出しては倒し、楯たてで攻こう撃げきを受け止めては反撃する。聖騎き士したちは敵陣の中央に食いつき、左右に分かれて暴れ回っていった。

　もとより剣の腕を磨みがくシャルロッテの背中を見てきた聖騎士たちだ。その力を存分に発揮している。他の騎士館のものたちも、後おくれをとるものかと奮ふん闘とうし、戦果を挙げていく。

「抵てい抗こうは無意味であります！」

　シャルロッテの声が轟とどろく。

「元は同じリュミエール聖騎士団の聖騎士！　剣を捨てればなにもしないであります！　帝てい国こくの軍も、降伏すれば安全は保償するのであります！」

　最初こそ拮きつ抗こうした戦いだったが、勢いの差は明らかだった。敵は徐じよ々じよに崩くずれていき、やがて崩ほう壊かい状態となって壊かい滅めつしていった。

　あちこちで武器を捨て、手を上げるものが出てきた。そのほとんどはフランソワとマルティーヌが率いていたものたちだった。

「フランソワ殿どの！　そこでありますか！」

　シャルロッテは挑いどみかかってきた大男を一撃で気絶させると、髭ひげを蓄たくわえた中年男に呼びかけた。

「もはや勝敗は決したのであります。いさぎよく降伏を！」

「……お前のようなものに、誰が屈するものか！」

　フランソワは血走った目で剣けん先さきを向けた。

「威い厳げんもなく、出自も怪あやしい。そのようなものはリュミエール聖騎士団の団長にふさわしくないのだ！」

「自分のようなものでも受け入れるのが聖騎士団であります。その心を忘れたものこそ、聖騎士の心に弓引く逆ぎやく賊ぞくであります！」

「戯たわ言ごとを！」

　フランソワが斬きりかかってきた。

　彼もかつて、スプランドゥール騎士館にその人ありと呼ばれたほどの達人であった。だが今は腹に肉がつき、腕も衰おとろえている。剣筋はゆっくりとしたものとなり、力もなかった。

　シャルロッテは悠ゆう々ゆうと避よける。そして輝剣クラウ・ソラスの腹で、フランソワを思いっきり叩たたいた。

「ぐふっ！」

　フランソワは口から胃液を吐はくと、苦く悶もんの表情を浮かべて昏こん倒とうした。

「日ひ頃ごろから剣の腕は磨いておくものでありますよ……むっ!?」

　真横から、フランソワとは比べものにならないほどの一撃が飛んでくる。シャルロッテは身をよじって避けた。

　地面に手をつき、転ばないように身を起こす。相手は薄うす笑わらいを浮かべていた。

「ほう、さすがはエクレール騎士館の館長だ」

「マルティーヌ殿」

　シャルロッテは攻撃を仕し掛かけてきた女性と正対した。

「抵抗せず、武器を捨てるであります。悪いようにはしないのでありますよ」

「断る」

　マルティーヌの態度には余よ裕ゆうがある。ふてぶてしさすら浮かべていた。

「サンティユモンの聖騎士は手を上げぬのだ。そう言い伝えられてきた！」

「マルティーヌ殿の部下はすでに皆、戦うことを止やめているであります」

　シャルロッテの言うことに噓うそはない。すでに大勢は決しており、マルティーヌはさきほどから部下なしで戦っていた。

　普ふ通つうなら膝を屈する場面である。しかし彼女はそのような気配を微み塵じんも見せていなかった。

「部下などというものは総じて腑ふ抜ぬけだ。あとでたっぷり鍛きたえ直す」

「そのような機会は訪れないのであります」

「あるさ。ここでお前を倒たおせばな。あと二、三人腕の立つものを殺せば残りは霧む散さんする」

　ここに至ってもなお、マルティーヌは勝利を疑っていない。彼女はフランソワと違ちがい、日々鍛たん錬れんに明け暮れていたのだ。自らの腕に自信を持っている。

　その瞳ひとみは狂きよう犬けんのような光を放っていた。

「さあシャルロッテ、我が剣の錆さびとなれ！」

　足を踏ふみ出し、剣を大きく振ふりかぶる。小こ柄がらな身体からだを真っ二つにしようと、ありったけの力を込めている。

　シャルロッテは動けない。いや、あえて動かなかった。

「愚おろかな……であります」

　輝剣クラウ・ソラスで相手の一撃を受け止める。そして思いっきり跳はね飛ばした。

　金属音と共に、長剣がマルティーヌの手を離はなれて宙を舞まう。

　シャルロッテは地面を蹴けり、啞あ然ぜんとしている女性の懐ふところに飛び込んだ。剣の柄つかで腹を突く。

　マルティーヌは顔に驚きよう愕がくを貼はりつかせながら、身体を二つに折った。

「ぐっ……なん……で……」

「自分は貴き殿でんと違い、誇ほこりというものを背負っているのであります。その差でありますよ」

「馬ば鹿か……な……」

「信じるかどうかは勝手であります」

　マルティーヌが地に伏ふした。

　シャルロッテは息を吐き、周囲を見回す。戦せん闘とうはほとんど終っている。敵の大多数は降こう伏ふくし、残りは逃げ散っていた。

「戦いは終りであります！　勝ちどきを……」

「まだだ！」

　いきなり、気絶していたはずのフランソワが立ち上がった。泥どろだらけになりながら、懐から取り出した短剣を振りかぶっている。

「せめてお前だけは死んでもらう！」

　シャルロッテは急いで跳とび退すさろうとする。短剣が彼女の移動先に向けて投げられようとした。

　悲鳴が上がった。

　シャルロッテではない。フランソワが、後頭部に一撃を食らったのである。中年男は今度こそ、意識を失った。

「少々危なかったですね」

　アルルメイヤが言った。両りよう腕うでが輝かがやいている。彼女が手から魔ま法ほうの弾たまを放ち、シャルロッテを救ったのだ。

「かたじけないであります」

　シャルロッテは礼を言う。

「しかしアルルメイヤ殿は武術の心得もあるのでありますか」

「多少は」

「最近の占うらない師は物ぶつ騒そうでありますな」

「光栄です」

　アルルメイヤは答えた。

　シャルロッテは周囲を見み渡わたした。立っているのは全員自分の部下たちだ。どのようなときにも見捨てずに、ついてきてくれた聖騎士たち。

「負傷者を収容するのであります。敵味方の区別をしてはいけません。歩ける捕ほ虜りよは連れてきて欲しいであります」

　武装解除された兵と聖騎士たちが並ばされる。シャルロッテはまず帝国の兵を解放した。

「もはや傷つけたりはしないのであります。故郷に帰るなり、原隊に復帰するなり自由であります。自分としてはザーリアー侯こう爵しやくの野心を帝都に報告してくれることを望んでいるであります」

　兵たちには路銀すら与あたえられた。彼らはシャルロッテに感謝して去って行った。

　残るはフランソワとマルティーヌの部下たちである。

　シャルロッテは彼らを見回した。そして大だい音おん声じようを放つ。

「スプランドゥール、サンティユモンの聖騎士たちに告げるであります！」

　聖騎士たちはびくりとした。

「貴殿らも自由であります」

　意外だという空気が流れる。彼女はさらに言った。

「我々は皆みなリュミエール聖騎士団の聖騎士であります。互たがいに戦うことはもうありません。なにもためらうことはありません。元に戻もどるだけであります。聖国のため聖騎士団のため、これからも協力して欲しいであります」

　聖騎士たちは顔を見合わせた。そして一いつ斉せいにシャルロッテのことを見つめる。

　その目には、一様に尊敬の色があった。

「清く、正しく、高潔に。この言葉さえ忘れなければ、道を間違えたりはしないのでありますよ」

　バウタオーダたちが武器を持ってくる。それらは一つずつ捕虜に渡わたされた。

　これで全員が、元の姿となった。

　ここにいるのは全て、リュミエール聖騎士団の聖騎士だった。

　シャルロッテは皆に聞こえるよう、声を上げた。

「これより我々は帰き還かんします。聖騎士に幸多からんことを！」

「幸多からんことを！」

　荒こう野やに聖騎士たちの声が響ひびく。

　この後のシャルロッテには、フランソワとマルティーヌの処しよ遇ぐう、聖騎士団内の改革と多くのやることが待ち構えていた。

　それらは団長としての彼女を大きく成長させるだろう。また、さらに多くの事件に巻き込まれ、あるいは自ら飛び込んで行くであろう。

　この戦いは、団長になった彼女にとって、はじめての、そして大きな一歩であった。

























　彼女の名はナルメアという。ドラフ特有の曲がった角を持ち、薄うす紫むらさき色の艶つややかな髪かみをしていた。雰ふん囲い気きは穏おだやかで優しく、下がり気味の目は他人、特に子供たちに安心感を与あたえていた。

　そんな顔つきとは対照的に、ナルメアは細長い武器を常に持ち歩いている。緩ゆるやかに湾わん曲きよくし、鈍にぶく光る片かた刃ばのこの武器は、「刀」であった。

　彼女の実家は長い歴史を持つ武芸の家門であり、幼い頃ころから武器に慣れ親しんできた。そのため彼女ははじめて武器に触ふれたときのことを、実は覚えていない。それほど身近にあった。

　ナルメアの生家は大きく、本家でもあるので訪問者が絶えたことがない。その多くは武芸者であり、入門を志す若者であった。家は誰だれだろうと分け隔へだてなく受け入れており、道場には常に人がおり、賑にぎやかだった。

　幼い頃のナルメアは、父親の門弟たちが一心不乱に剣や刀を振ふるところを、道場の隅すみからじっと見つめていた。

　やがて、自分でも同じ仕草をする。当初こそちぐはぐな動きでよちよち歩きとさして変わることがなかったが、すぐに背筋をまっすぐ伸のばすようになり、ずっしりとした足取りを使うようになった。

　こうなると武器を持つ日も遠くない。すぐに門弟と交じり武器を使い、陽が暮れても道場で素す振ぶりをした。自らが幼いことを認識しており、日々の鍛たん錬れんこそが上達への近道であると信じていたからだ。

　その日、ナルメアは日の出前から鍛錬に励はげんでいた。

　道場の掃そう除じをし、早い朝食をとってから誰よりも早く剣けんを振る。およそ努力というものが苦にならず、剣に関してはいくらでも禁きん欲よく的になれる彼女にとっては日常であり、他の門弟たちがおこなわないのをいつも不思議に思っていた。

　たった一人の鍛錬。一回目の素振りが終った頃になって、その人物は来た。

「御ご免めん」

　重々しい声音がしたので、ナルメアは振り返った。

　道場の門前に大きな男性がいた。道場は常に入門者を受け入れる建て前上、夜間以外は開け放っている。だが彼はまだ門をくぐらなかった。

　その人物はドラフであり、大変立派な体格をしていた。男性ではあったが白く長い髪をなびかせており、額に鉢はち金がねを巻いている。どっしりと重々しい風ふう采さいからは、森林のような静かさと、山脈のような迫はく力りよくを同時に醸かもし出していた。

　彼が武芸者であることはひと目で分かった。腰こしに幾いく本ほんもの刀を差していたからだ。

　入門希望だろうかとナルメアは思った。それにしては、態度が堂々としている。今さら修行が必要なのだろうか。

　ドラフの男は言った。

「ご当主はおられるかな」

　ナルメアは「今呼んできます」と返事をする。

「ああ、待て」

　母屋に向かおうとする彼女を男は呼び止めた。

「構えにぶれが見られる。左からの打ち込みが苦手ではないか？」

「はい！　どうしてそれが……」

　自らの弱点を言い当てられ、彼女は驚きよう愕がくした。男は続ける。

「すり足のとき、左の親指にもっと力を込めるのだ。ずいぶんよくなる」

　それだけを告げると、彼は道場の門前にたたずみ続けた。

　これがナルメアとザンバの、最初の出会いであった。




　父親とザンバの席にナルメアは同席させてもらえなかったが、障子の陰かげから盗ぬすみ聞きした。このときすでに、ナルメアはあの男性がどのような人物なのか、知りたくてしょうがなくなっていたのだ。

　ザンバは武者修行の途と中ちゆうで道場に立ち寄っていた。ここでしばらく修行させてもらえないかとの言葉に、ナルメアの父は快く承しよう諾だくした。

　驚おどろいたことに、ザンバは同じ家系であった。元々彼女の家系は武芸百ひやつ般ぱんを極めんとするものが多く、特に「六ろつ旗き」と呼ばれる六つの家が際立っている。ザンバはそのうちの一つの、さらに分家の生まれであった。

　つまり遠い親しん戚せきである。このときすでにナルメアは、ザンバへの憧しよう憬けいを抑おさえられなくなっており、なんとかして一いつ緒しよに修行しようとの思いが強くなっていた。

　そして彼女は、ザンバと生活習慣を同じくすることを試みた。

　朝起きてはザンバに挨あい拶さつをし、膳ぜんも共にする。修行は常に手本とし、他のことは一切しない。もはや信しん仰こうの域にまで達していて、さすがの父親も呆あきれる有様であった。

　問題は、ザンバがそんな彼女に一切の興味を示さなかったことである。

　ザンバが道場に来たのは己の技量を極限にまで高めることが目的であり、他は二の次、三の次だった。ザンバは強く、それゆえ技に貪どん欲よくだった。長大な刀を手に、ただひたすら強者と手合わせをおこない、相手の技を自らのものとしていた。

　彼にしてみれば、たとえ尊敬されようと、幼子のナルメアと言葉を交わしている暇ひまなどなかったのだろう。興味があるのは強い者のみだからだ。ひょっとしたら、最初に助言してくれたのはただの気まぐれだったのかも知れない。

　なんにせよ、「ザンバに声もかけてもらえない」事実はナルメアにとって受け入れがたいものであった。まだ幼かったが、幼いからこそ冷静に向き合うことができなかった。

　ザンバは名前を呼んでくれない。それは自分が弱いからだとナルメアは思った。だったら呼んでくれるようになるには強くなるしかない。誰よりも強くなってザンバに認めてもらうのだ。

　その日から、ナルメアの修行は激しさを増した。

　剣筋はこれまでより速く、より正確に、より大だい胆たんになっていく。道場には常に彼女の姿があり、足元には常に汗あせが溜たまっていた。どこまでも己をいじめ抜ぬくその姿は、一緒に修行していた門弟たちが畏おそれをなすほどであった。

　もとよりナルメアには才覚があり、武芸の家に生まれただけにあらゆる武器を使いこなしていた。だがザンバと出会ってから、修行を刀一本に絞しぼった。そして血の滲にじむような努力の末、刀ですらあらゆる門弟たちをしのぐ腕うで前まえとなっていた。

　だがこのときすでに、ザンバは道場から去っていた。得るものを全て会得したのか、あるいは得るものなしと思ったのか、ともかくある日突とつ然ぜん武者修行の旅に出ると言い残し、姿を消した。

　ナルメアの衝しよう撃げきはいかほどのものであったか。翌日、これまで休んだことのなかった彼女が、道場に姿を見せなかったことからも、それはうかがい知れる。

「お嬢じよう様さまはどうなさったのだ」

　心配になった道場の門弟たちは、口々にそう言った。

　全員でナルメアの部屋まで様子を見に行くことになった。だがそれには及およばず、彼女は自ら姿を見せた。いつもと同じ恰かつ好こうで愛用の刀を持ち、普ふ段だんと同じ、いや、いっそう激しい修行に入った。

　皆みな、胸むねを撫なで下ろした。ナルメアはこれまでと変わらない。唯ゆい一いつ変わったところといえば、多少無口になったことであろうか。だがそれも、年を経ることによって元に戻もどり、門弟たちは「やはり元のお嬢様だ」と安あん堵どした。

　彼女の心には常にザンバがあった。今よりももっとずっと強くなれば、再びザンバに会え、名を呼んでくれると思ったのだ。修行はいっそうの厳しさを帯び、見たもの全てがナルメアの鬼き気き迫せまる姿に畏れをなした。

　ザンバに認めてもらうためには、もっと上を目指さなければ駄だ目めだ。彼女は考え、剣けん術じゆつと魔ま法ほうの融ゆう合ごうを思いついた。一族の誰もが会得していない技を編み出し、極めることに決めたのである。
















　誰もが使いこなせない技。そこにこそ活路があった。

　余人が畏れ、あとに続くものが誰も出ないほどの修行をおこない、ナルメアはとうとうそれらの技を自らのものとする。父親が舌を巻くその剣けん技ぎは、彼女独自の流りゆう儀ぎとして完成していた。

　そしてある日のこと、もはや道場で研けん鑽さんしているだけでは限界があると悟さとったナルメアは、環かん境きようを変えることを決意する。

　このまま満足してはいけない。より強く、より高みに登る必要があると感じたのだ。

　全てはザンバと再び出会うために。




　　　　○




　吹ふきすさぶ荒こう野やにドラフの女性が一人。

　すでに陽は傾かたむき、空には夕焼けを消すかのように黒い雲が覆おおいかぶさっている。風は水の匂においを運び、じきにこの場所も雨になると知らせていた。

　足元はほとんどが剝むき出しの土で、草はわずかに生えているだけ。人が住むどころか放牧にも適さない場所であり、なかば見捨てられた土地であった。

　そのような場所で、ナルメアはまさに戦おうとしていた。

　油断なく目を配る。彼女の周囲には敵がいた。

　正面に一人、右に一人、左に一人、そして後ろに一人。全員が男性であり、着衣の上からも分かるくらい筋肉が盛り上がっている。身体の半分はあろうかという長ちよう剣けんを構えており、殺意を向けていた。

　どの顔にも苦々しさと憎にくしみ、そして恐ろしさがある。目の前の女性を倒たおさねば自分が地に伏ふすと信じているかのようだ。

　相手はヒューマンでナルメアはドラフ。その身長差から、ナルメアは全身を上空から包まれるようにも感じている。

　だが彼女は臆おくしない。むしろ相手にこそ、緊きん張ちようを与えていた。

　ナルメアが彼らと出会ったのは偶ぐう然ぜんだ。騎空艇ていがポート・ブリーズ群島に寄港したおり、酒場で雑談を耳にしたのである。

　その雑談は、近ちか頃ごろひとけのない荒野で旅人を襲おそい、金品を奪うばい取る一団がいるというものであった。ナルメアは聞き流していたのだが、騎空艇に戻る途中で遭そう遇ぐうしたのであった。

　港からやや離はなれた場所の酒場にいたのが悪かったのかどうか。ともかく盗とう賊ぞくの、武器も財布も全て置いていけとの言葉をナルメアは拒きよ絶ぜつした。幾いく度どかのやりとりののち、男たちは激げき昂こうして剣を抜いた。彼女も応じ、こうして対たい峙じしているのである。

　また風が吹く。

　ナルメアは動かない。自らの刀に手をかけたまま、じっとしている。

　男たちも動かなかった。まるで彼女が動き出すのを待っているとしか思えない。数で勝っており、しかも取り囲んでいるのだからさっさと打ち倒せばよさそうなものだが、手も足も、凍こおりついたようになっていた。

「ぶ……武器から手を離せ！」

　正面の男が、うわずった声で言った。

「武器を捨てれば悪いようにはせぬ。武器と、金を置いて立ち去れ！」

　ナルメアは動かない。

　男の恫どう喝かつにも眉まゆひとつ動かさず、はったとにらみつけている。手は諸もろひ捻ねり巻まきで組まれた柄つかに軽く添そえられていた。

　男たちの額に汗が浮うかぶ。己の威い圧あつが通じないため、次にどうすればいいのか分からないのだ。困こん惑わくは動どう揺ようを生み、自らを捕ほ食しよくするものから捕食されるものへ変化させていく。

　男の一人が動揺を捨てようとさらなる声を出す。

「早く捨てよ！　早く！」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もく。

　風が強くなる。一帯に雨を降らせようと、黒雲が空を覆いつくさんとしていた。

　男たちの背筋が濡ぬれる。雨ではない。過度の緊張によるものだ。

「く……うおおおお！」

　耐たえかねたか、張りつめた糸が切れるように、男たちは同時に地面を蹴けった。

　剣けんを振りかぶり、真っ二つにせんと襲いかかる。

　次の瞬しゆん間かん。

　男たちは地面へと倒れた。

　四人同時だった。剣を振り下ろすこともあたわず、なにもできずにいる。いずれも目を見開いたまま、信じられないといった面持ちでいた。

　そしてナルメアはゆっくりと、刀を鞘さやに戻していた。

　敵が襲いかかってくると見るや、電光の速さで抜き、全員に一いち撃げきを与あたえたのである。

　まさに目にも留まらぬ早業。それは厳しい修行を経た彼女にとっては、なんでもないことであった。

「致ち命めい傷しようではないわ」

　ナルメアは呟つぶやく。

「……けど、しばらくは食事をするのも難しいでしょう。これに懲こりたら、阿あ漕こぎな稼か業ぎようはやめることね」

　男たちは聞いていない。全員気を失っていた。

　彼女はふっと息を吐はき、立ち去ろうとする。

　と、ぱちぱちと拍はく手しゆの音がした。

　ナルメアは振り返る。風化しかかった岩の陰かげから、ヒューマンの女性とドラフの男性が姿を現したところであった。

「やー、お見事」

　ヒューマンの女性、ゼタは心底感心した様子であった。

「なにが起こったか分かんなかった。あれね、悪党が一いつ瞬しゆんでやられるなんて寸劇みたいね。いいもの見た」

　今にもおひねりを投げそうな彼女とは対照的に、ドラフの男性、バザラガはあくまで落ち着いている。それでも感かん嘆たんしているのが分かった。

「また腕うでを上げたようだ」

　舌を巻いているのが言葉の端はし々ばしから感じられる。

「出会って浅いが、それでも上達しているのが分かる。どこまで剣術を極めるつもりだ」

「やっぱあたしらとは目指すところが違ちがうわね」

　とゼタが言う。バザラガはわずかに視線を向けた。

「どうして俺を一いつ緒しよにする」

「だって剣術の訓練とかやんないじゃない」

「俺はちゃんとやっている。麦酒ビールばかり飲んでるのはお前だけだ」

「あたしは槍やりだからいいのよ。そっちはちゃんとやってる」

「屁へ理り屈くつだけならお前は全空一だ」

　刀を手にぶら下げたまま、二人のところにナルメアが近づく。

「……ちゃん」

　ゼタがぎょっとする。

「な、なに？」

「ゼタちゃん！」

　いきなりナルメアは抱だきついた。

「もう、見てるなら見てるって言って。ゼタちゃん大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がしてない？　お姉さんの刀が当たらなかった？」

「当たんないわよ！　あんだけ離れてたんだから」

「本当？　どこか痛いところがあったら言ってね」

　ナルメアは心底心配そうに言っていた。

　彼女は剣けん士しとして冷静沈ちん着ちやくでありながら、私生活では極きよく端たんなくらいの世話焼きであった。とにかく相手が親切の海で溺おぼれそうになるほど尽つくすのである。

　いや、尽くすなどという生やさしいものではない。掃そう除じ洗せん濯たく料理に買い物、相手が落ち込んでいると見れば甘えることを許し、果ては添そい寝までも買って出た。「男女問わず相手を駄目にする能力の持ち主」などという説すら囁ささやかれているのだ。

　ゼタをはじめとする騎空団の面々は、「あれほどの剣けん豪ごうが、なんであんな性格に」と首を捻ひねっており、「全空で四番目くらいの謎なぞ」と言われていた。

　ナルメアは潤うるんだ瞳ひとみをバザラガにも向けていた。

「バザラガさん、きちんとゼタちゃんの面めん倒どう見てますか？」

「どうだろう」

「もう、ゼタちゃんが怪我しないように見てるのが、バザラガさんの役目ですよね」

「ゼタの怪我は日常だ。好きでやってるとしか思えない。俺は他人の趣しゆ味みにけちをつけるほど狭きよう量りようではないつもりだ」
















　ゼタが彼を見た。

「あたしは痛いのが好きだって言いたいわけ？」

「心の内に仕し舞まっていていいぞ」

「痛いのは嫌いやよ。まあちょっとは気持ちよくなることもあるけど」

　ナルメアは口を尖とがらせた。

「ゼタちゃんもバザラガさんも、ふざけてる場合じゃありません！」

　その言葉に、バザラガは珍めずらしく「困ったな」という雰ふん囲い気きを出していた。

　このドラフの男性は常に兜かぶとを被かぶっている。なので外から表情をうかがい知ることができない。それでも分かるのだから、よほど困惑しているのだろう。他者の殺意や悪意なら平然と受け止める男も、慈じ母ぼのような心は不得手のようだ。

　バザラガはゆっくり両手を上げた。

「分かった。ゼタの面倒はきちんと見る」

「そうしてください」

「そんなことはできるわけもないが……いや、努力はする」

　彼はナルメアの顔色を見て、急いで言い添えた。

　ナルメアは嬉うれしそうににこりとすると、

「そういえば、二人はどうしてこんなところに？」

「うちらの団長が……」

　ゼタが口を開いた途と端たん、ナルメアは血相を変えた。

「団長ちゃんになにかあったの!?　怪我!?」

「違うってば。団長は元気。ぴんぴんしてる。騎空艇から突つき落としても死なないから」

「突き落としたの!?」

「ただの譬たとえだって！」

　ゼタはなんとかナルメアを落ち着かせようと、ゆっくり喋しやべった。

「ええとね、団長がナルメアに頼たのみたいことがあるんだって」

「どんなこと？　団長ちゃんがして欲しいことって、また膝ひざ枕まくらかな？　それとも耳かき？」

「そんなことしてんの……ええとね、取ってきて欲しいものがあるって……」

　ナルメアはわずかに首を傾かしげる。

「団長ちゃんのお願い？」

「うん」

「いいよ」

　ナルメアは即そく答とうし、むしろ頼んだ側のゼタが驚おどろいた。

「本当にいいの？」

「本当にいいよ」

「こういうのって、内容訊きいたりするんじゃないの？　あたしまだなんにも言ってないんだけど」

「団長ちゃんのお願いだもん」

　とナルメアは答えた。彼女は団長の言うことなら拒絶することがない。拒きよ否ひの選せん択たく肢し自体が存在しないのであった。

「ま、まあ、ならいいんだけど」

　ゼタは戸と惑まどいながらも言う。

「えーとね、なんかナルメアに適任の仕事らしいの。刀を取りに行って欲しいんだって」

　ナルメアはほんの少しだけ首を傾げた。

　彼女の主要武器は刀である。他の武器も使えはするが、全ての修行は刀でおこない、研けん鑽さんを積んできた。

　だから刀の受け取りにナルメアが候補に挙がったことは分かる。しかし受け取るだけなら誰だれにでもできるはずである。

　ナルメアはまた質問をする。

「刀ってどこにあるの」

「バルツ公国」

　ゼタの回答に、ナルメアは少し頰ほおを膨ふくらませた。

「ちょっと遠いかな。団長ちゃんと離はなれちゃいそう」

「あたしもナルメアはそう言うんじゃないかって思ったんだけどね」

　するとじっと聞いていたバザラガが、口を開いた。

「ナルメア。団長は、取ってきてもらう刀は、ナルメアでなければ扱あつかえないと言っていた」

「それ、なあに？」

「八やつ命めい切さい、だそうだ」

　今度はナルメアの顔色が変わった。

　八命切は全空の中で並ぶものなしと呼ばれた名刀である。ものの本によると刀とう剣けんの中でも最上級の「最上大おお業わざ物もの」に位置するという。およそ刀を得物としているものなら、一度は手に取りたい逸いつ品ぴんだ。

　しかしこの八命切、実はどこにあるのか分かっていない。噂うわさばかりが流れていて、実際に目にしたものがいないのだ。すでに鋳い潰つぶされたのではとの説も根強い。

　これまで一番有力な噂は、古の戦い跡あと、すなわち古戦場にあるのではというものだ。覇は空くう戦争の舞ぶ台たいとなった地からは、今でも得体の知れない残ざん骸がいが発はつ掘くつされることがある。そこに八命切があってもおかしくない。

　それがバルツ公国にあるという。

「本当に八命切なの？」

　ナルメアはもっともな質問をする。バザラガは答えた。

「分からない。現物を見たものがいないのだから、確認のしようがない。ただ、団長はナルメアならできるだろうと」

「……そうなんだ」

　しばらく考えるナルメア。

　彼女も八命切は噂で知るだけで見たことはない。だからといって判別できないかというと、それも違う。八命切のような名刀ともなれば、見た瞬しゆん間かんにそれと分かることがある。むろん剣士としての素養のないものには無理だが、ナルメアなら恐おそらく可能だ。手にすることができれば、なおいい。

「だから団長ちゃんは私じゃなきゃ駄だ目めって言ったのね」

「ああ。八命切のような名刀があれば、騎空団の格も上がる。評判を聞きつけた名にし負う剣士などが訪ねてくることもあり得る。団長は、そこにナルメアが捜さがしている人物がいるかもと言っていた」

　バザラガはその人物がなにものかは知らない。無論ナルメアは知っているし、団長にだけは話していた。

　もう一度ナルメアは訊く。

「偽にせ物ものだったらどうするの」

「戻もどってくればいい」

「分かりました」

　彼女はうなずいた。

「団長ちゃんの頼みだもん。すぐ取って帰ってくるわ」

　バザラガとゼタが同時に首しゆ肯こうした。

　ナルメアは続ける。

「でも、私からもお願いがあるから」

「なにそれ」

　ゼタの疑問にナルメアが答える。

「ゼタちゃんも一いつ緒しよに来て。お姉さんが面倒見てあげるから」

「面倒……なんで!?」

　思わず声を上げるゼタ。ナルメアは当然だという風に告げた。

「だってゼタちゃん危なっかしいんだもん。こないだも星せい晶しよう獣じゆうと戦ったんでしょう。あんまり危険なことしてると怪我しちゃうから、お姉さんが見ててあげる」

「あたし子供じゃないわよ!?」

「お姉さんの近くにいること」

　ゼタは驚きのあまり口をぱくぱくさせたままだ。対照的に隣となりのバザラガは、幾いく度どもうなずいていた。

「いい案だ。ナルメアならゼタを預けられる」

「ちょっとバザラガ！」

「俺もたまにはゆっくりしたい。これで羽を伸のばせる」

「あんたも一緒に来なさいよ！　あたしの相棒じゃないの!?」

　ゼタが食ってかかる。バザラガは馬耳東風といった面持ちだ。

「最近の相棒はよくできていて、好きなときに外せる利点がある。着ちやく脱だつ可能なんだ」

「馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！」

「あとは頼むぞ、ナルメア」

　バザラガはゼタの抗こう議ぎを無視して言う。

　ナルメアは承しよう諾だくする。そして「いーっぱい、お世話してあげるからね」と言いながら、ゼタを引っ張っていった。




　　　　○




　ナルメアはまず騎空団に寄ると、団長に「バルツまで取りに行ってくるからね」と告げた。それから団長の手をしっかり握にぎり、

「ご飯ちゃんと食べてね。生水飲んじゃ駄目よ。お腹が痛くなったら誰かに言うのよ。走って転んで怪け我がしないように……」

　と、ゼタに引き剝はがされるまで続けていた。

　騎空団とは別れ、別の騎空艇ていでバルツ公国へと向かう。出航の際、ナルメアは何故か手ハン絹カチをずっと振ふっていた。

　直通便で一路バルツ公国へ。

　バルツのどこに八命切が存在するかは、ゼタが知っていた。彼女は「知らないってとぼけて、バザラガに案内させればよかった」とぼやいたものの、あとの祭りであった。

　フレイメル島に到とう着ちやく。この島は公国の執しつ政せい府ふが存在しており、行政の中心である。島内には多数の工こう房ぼうがひしめいており、主要産業である鉄製品を作り出していた。

　二人は港で騎空艇から降りた。原材料輸入と製品輸出のため、港はひっきりなしに拡張を続けており、非常に混雑していた。

「こっちよ」

　ナルメアがゼタの手を引っ張った。

「ぼやぼやしてると迷っちゃうでしょ。お姉さんの近くにいないと」

「あたしが案内役なんだけど」

「バルツで刀を扱っているところなんだから、刀工街に行くんでしょ？　お姉さん、だいたい分かるから」

　そのとおりだったので、ゼタは黙だまった。

　刀工街とはバルツ公国の中でも知る人ぞ知る一角である。武器を扱っている区画があるのだが、その奥に刀のみを製造している一団がいるのだ。

　一いつ般ぱんの人たちは知らないが、刀を扱うものには知られた場所である。ナルメアも実際に行ったことはなかったが、存在は知っていた。

　ゼタがさりげなく摑つかまれた手を離す。

「その刀工街にいる、なんとかって刀かたな鍛か冶じが八命切を持ってるんだって」

「それならもっと知られていてもいいと思うんだけど」

「なんか偏へん屈くつなハーヴィンらしいよ」

　ゼタは手元の紙に書かれた案内に添そって歩いた。

　狭せま苦くるしい路地には常に鎚つちの音が鳴り響ひびき、家々の屋根からは水蒸気が立ちのぼっている。赤あか錆さびと煉れん瓦がの支配する街だ。

　二人は積み上げられた屑くず鉄てつを避よけながら先へと歩く。ここら一帯は、丘おかの上にまで工房の建物が連なっている。ぐるりと迂う回かいするようにして進んでいった。

　やがて、足元が舗ほ装そう路ろから土に変わり、荷車の上には銑せん鉄てつではなく砂鉄が積まれるようになる。そして鋼を打ちつける音と、油につける音。

　刀鍛冶が集中している一角に到着したと、肌はだで感じられた。

「ここが刀の職人街なのかしらね」

　ゼタはひっきりなしに手元の紙と見比べていた。

　団長から渡わたされた紙には、素っ気ない地図と目当ての建物が記されているだけだ。だが眼前には大小様々な建物が密集しており、どういうわけか食事処や土産物屋まで存在していた。

「まあいいか……えーと、ここのどこかみたいね」

　ゼタはきょろきょろと周囲を見回した。

「ここかな」

　彼女が手近な家に入ろうとするので、ナルメアは止めた。

「そこ、鞘さや師しさんの工房だと思うよ」

「鞘師？」

「刀の鞘を作っている人」

　刀に限らず武器の製造は基本的に分業である。ただこの区画に職人たちが集中しており、ここだけで全てがまかなえるようになっていた。

　ナルメアはゼタに訊きく。

「武器屋さんとかじゃないの？」

「ここの鍛冶屋だって書いてあるけど……団長も噂で知っただけみたいだから」

　一いつ軒けん一軒確かめながら歩いていく。

　やがて、古ぼけた工房に到着した。

　バルツの建物は煉瓦で作られていることが多いのだが、ここは建材のほとんどが木である。倒とう壊かいと火事の延焼を避けるためか、やや離はなれたところに建っていた。

「鍛冶請うけ負おいユールネール……ここみたい」

　ゼタが看板の文字を読む。そして遠えん慮りよなく扉とびらを開けた。

「すみませーん」

　入ってすぐが土間になっていた。地面が剝むき出しのまま広く場所を取っており、鉄かな梃てこやら炭ばさみやらが置いてあった。

　ゼタもナルメアも、興味深げに内部を見回す。何本かの刀も置かれたままになっていた。

「留守かしら」

　中に入ろうとしたゼタを、ナルメアは止めた。

「女人禁制かもしれないから」

「今どきないでしょ。あんたもあたしも、武器使ってんだから」

　ゼタはもう一度、「すみませーん、ごめんくださーい」と声を上げる。

　返事はない。突つき当たりにある板戸も、開く気配がなかった。

　ゼタはもっと大きな音で知らせようと、扉を蹴けろうとする。ナルメアが急いで言った。

「そんな失礼なことしちゃ駄目だって。きっと出てくるから」

「そお？」

　待つことしばし、ナルメアの言うとおり、奥の板戸が開いた。

「なんじゃ、騒そう々ぞうしい」

　出てきたのはハーヴィン族の男性であった。巻き毛を頭の後ろで縛しばっており、目は吊つり気味。外見は幼く、ナルメアやゼタよりも年下に見える。だが物もの腰ごしや言こと葉ば遣づかいからは、かなりの経験を感じさせた。

　男性は「どっこいしょ」と言いながら草ぞう履りを履はいた。

「なんの用じゃ。誰だれの紹しよう介かいでここに来た」

「あなたがユールネールさん？」

　ナルメアが頭を下げる。

「ナルメアと申します。こちらはゼタ」

　ゼタも同じように頭を下げた。

　ユールネールは胡う散さん臭くさげな顔をしている。

「女が二人で、なんの用じゃ」

「実は探している刀があります。ユールネールさんならご存じと聞きました」

　ナルメアはかしこまった喋しやべり方をする。彼女も刀を使うため、職人には敬意を払はらっていた。

「その刀というのが……」

　ユールネールは全部を聞く前に、ひらひらと手を振った。

「ああ、知っとる知っとる。八命切じゃろ」

　ナルメアだけではなく、ゼタも驚おどろいた。

「ご存じなのですか!?」

「やっぱ知ってんの!?」

　すぐには答えず、ユールネールは粗そ末まつな椅い子すを引っ張り出して座った。

「最初に言うが、ここにはありゃせんぞ」

　二人は同時にぽかんとした。

「そうなんですか……？」

　とナルメア。

「こちらにあるものとばかり」

「あたしも聞いた。ていうか団長が言ってた」

　ゼタは詰つめ寄ったりはしなかったものの、ユールネールにまた訊いた。

「八命切がこの鍛冶屋に保管されているって」

「あんなのはただの噂うわさじゃ」

　ユールネールは土ど瓶びんの載のった盆ぼんを引っ張ると、湯飲みに白湯を注いだ。

「ここ半月ばかり、噂を真に受けた連中が次々にやってくる。八命切は古戦場の武器じゃぞ。こんなところで手に入るわけがなかろう」

　ゼタがきょとんとする。

「じゃ、なんで噂が立ったのよ」

「ここら一帯の職人が集まったときにな、近ちか頃ごろは刀の需じゆ要ようが落ちているから、なにかで人を集めようということになったんじゃ。そこで出てきたのが八命切よ。伝説の刀で人を寄せれば、ないと分かった後でもなにか買い物をしていくかもしれんからなあ。当て込んで、土産物屋に鞍くら替がえしたやつもおる」

「なにそれ」

　ゼタもナルメアも呆あきれた。

　単純に噓うそだったのである。しかも刀工街が自ら流した噂だった。まんまと引っかかったわけだが、話によるとやってきたものは他にも大勢いるようだから、それなりに信しん憑ぴよう性せいがあったわけだ。

　ユールネールは木箱を探ると、　鎖くさりにつけられた小さな刀を取り出した。

「わしも刀の形をした装そう飾しよく品ひんを作っておるよ。一つ十ルピ」

　二人の前で振ふる。ちりちりと音がした。

「組合がうるさいから買い物は外でしてもらうが、大量に仕入れたいというのなら、話に乗らんこともない」

「あたしたち買い付け人バイヤーじゃないんだけど……じゃ、町おこしに騙だまされたわけ？」

「平たく言えばそうじゃ」

　ユールネールはひっひと笑った。

　刀に限らず、武器の需要はそのときどきで変化する。あるときには大量に注文が来ても、次の年にはぱったり途と絶だえることがよくあった。ちなみに現在のファータ・グランデ空域での流行は「短たん剣けん」である。

　この一角は自分たちで需要を作り出そうとしているらしい。騙される方はたまったものではないが、たくましい話であった。

　ゼタは肩かたをすくめた。

「よく怒おこられないわね」

「腹を立てる客はおるよ。しかし、ないものをねだっても仕方ないから、諦あきらめて帰る」

「バルツで買い物しなくなると思うんだけど」

「そうなったときは、どうにかしてどこかで紛ふん争そうを起こして、だらだら長続きさせられないものかと考えている。双そう方ほうに売れば大おお儲もうけじゃ」

「とんだ武器商人ね」

　ゼタは振り返った。

「ナルメア、ここにはないんだって、帰ろう。きっとどっか知らない場所に埋うまってんのよ」

　ナルメアは返事をしなかった。

　彼女は先ほどから、刀が置かれたままの一角を、じっと見つめているのだ。

「……ユールネールさん……」

　呟つぶやくように言う。

「あの刀……」

「ん？　どれどれ」

　ユールネールは背せ伸のびして覗のぞき込む。

「あれはまだ研いでおらんよ。しかしよく見つけたな。わしは研ぎもやるからぜひにと持ち込まれた。茎なかごに銘めいではなく文字が書いてあるじゃろ」

「ええ」

「珍めずらしい刀じゃ。なんでもそいつが、わざわざ彫ほらせたらしい。職人に名を残させないとは、なんとも不届きというか曲者というか、珍しいことじゃ。確か図体のでかいドラフで……」
















「知っています」

　ナルメアが言う。

「その人を知っています。刀に銘ではなく文字を彫らせるのは、一人しかいません」

　彼女の目は刀の銘に注がれている。そこにある五つの文字、「非ひ理り法ほう権けん天てん」。

　それはただ一度だけ見た、ザンバの刀のものと同じであった。




　ナルメアは、ザンバが刀の手入れをしているときに、非理法権天の文字を見つけた。幼い彼女はザンバに、どうして銘ではなくこの文字なのかと訊いたが、教えてはもらえなかった。もうすでに、彼の目にナルメアは映っていなかったのだ。

　長じた彼女は、ザンバがお守りと同じように文字を扱あつかっていると理解した。そのことは次第に忘れてしまったが、ここで目にしたとき、鮮あざやかに甦よみがえった。

「この刀はな」

　ユールネールは語った。

「身み幅はばが広く地鉄は板目肌はだ、匂においは深く、直すぐ刃はに丁ちよう子じ刃ば交じりで地ち景けいは乱れ映りとなかなかのもの。これを鍛きたえた刀工は、さぞかし熱を入れたか、大枚を積まれたんじゃろうなあ」

「あの人は、ずっとこれを使っていたから……」

　ナルメアが呟く。

「しかし、知人とはの」

　ユールネールは、興味深げにナルメアを眺ながめる。

「おぬしも剣けん士しか」

「はい」

「ふむ。かなりできるとみた」

　ナルメアは前のめりになりながら言う。

「この刀の持ち主、ザンバがどこにいるか知っているのよね!?　教えて！」

　今までの言葉遣いから一転、急かすようなものになっていた。思わぬところでザンバの手がかりを得たのだ。

　ユールネールは両手を軽く上げ、ナルメアを制するように動かした。

「待て。わしは知り合いではない。刀を預かっただけの刀工じゃ。やつの名すら知らなかった。ザンバというのか」

「知らないのに、なんで預かったの!?」

「やつはわしの評判を聞いたと言っていた。なまくらになってしまった刀を以前と同じように甦らせるのはわししかおらんとな。そうまで言われては悪い気はせん。名など聞かなかったよ」

　ユールネールは「だから落ち着け」と言いたげだった。

　ナルメアは身体から緊きん張ちようを解いた。知らず知らずのうちに、全身に力が入っていたことを、今知った。

「では、ザンバはいつ取りに来るの？」

「分からん。ただ、できあがった頃ころに取りに来ると言っていた」

　ユールネールは、ちらと視線を刀に走らせる。

「さっきも言ったが、まだできあがってはおらんよ」

「じゃあ、待たせて！」

　ナルメアは勢い込んで言った。

「研ぎが終わったら、きっとザンバが取りに来ると思うの。そうしたら」

　そうしたら、ザンバに会える。

　彼女の頭の中は、すでにそのことで一いつ杯ぱいであった。

　ユールネールの手を握にぎりしめる。

「ここには泊とまらないから。他に宿を借りる。だから早く完成させて、ザンバに会わせて！」

「えー？」

　嫌いやそうに言ったのはユールネールではなく、ゼタだった。

「あたし帰っていいかなあ」

「いいけど、団長ちゃんから一いつ緒しよにいるように言われてなかった？」

「言われたけど……」

　ぶつぶつ呟く。

「こんな鍛か冶じ屋やしかないとこに泊まんの？」

「お土産物屋さんがあるよ、ゼタちゃん」

「買う相手がいないわよ。バザラガがなにか欲しがるなんて思えないし」

「でも泊まるの！　ここにいればザンバが来るんだから」

　彼女はユールネールに向き直る。

「構わないわよね？」

　ハーヴィン族の刀鍛冶は、たじろぎながら答えた。

「……まあ、わしの家で寝ね泊とまりするわけでもなし、別にいいが」

「ありがとう！　ほら、ゼタちゃんもお礼れい言って！」

「なんであたしまで……」

「礼れい儀ぎは大事なの！」

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらもゼタは頭を下げる。こうして二人は、しばらくこの地に逗とう留りゆうすることとなった。




　　　　○




　バルツの刀工街の宿屋に泊まったゼタは暇ひまでしょうがなかったが、ナルメアはそうでもなかった。

　もとより刀を使い、武器全ぜん般ぱんに興味を持つ女性である。刀鍛冶が玉たま鋼はがねを叩たたき、鐔つば師しが鏨たがねで模様を入れるところを見ているだけでも時間がすぎた。自らの刀を研ぎに出そうかとも思っていた。至福の時間である。

　それよりも彼女としては、一日中宿でごろごろしているゼタが気になった。毎日無ぶ聊りようをかこち、仰あお向むけになっては天てん井じようの染みを見つめ、俯うつぶせになっては畳たたみの目を数えている。「悪口言う相手もいなーい」などとバザラガがいないことへの恨うらみ言まで言う始末。

　ナルメアは考えた。いい年した女性をここまで退たい屈くつさせたのは明らかに自分のせいである。せめてお世話をするのが義務ではなかろうか。

　というわけで、ナルメアはゼタと向かい合わせに座ると、言った。

「ねえねえゼタちゃん、お姉さんに甘えていいんだよ？」

「へ？」

　寝ね転ころがっていたゼタは起き上がった。

「なんのこと？」

「もっといーっぱい甘えて」

「あたしが甘えるの……？」

「うん！」

　ナルメアはにこりとした。

「ゼタちゃん退屈なんでしょ。だったらお姉さんが、どんなことでもしてあげるからね。なんでも言って」

「えー……」

　悪意をぶつけられたわけでもないのに、たじろぐゼタ。

「いや特には……」

「遠えん慮りよしなくていいんだよ？」

「あー……あたし、ごろごろしてるからいいわよ。退屈で死にそうだけど、実際に死ぬわけでもないし、まあ、こうやってりゃいつかザンバとかいう人が来るかなって」

「それじゃ駄だ目め」

　ナルメアは頰ほおを膨ふくらませた。

「ゼタちゃんにつきあってもらったのはお姉さんなんだから、年上の義務として楽しんでもらうし、お世話するの」

「年ねん齢れい差って、三歳くらいじゃなかったっけ」

「年上は年上なの」

　ゼタはなおも戸と惑まどっていたが、拒きよ否ひする言葉も思いつかなかったので、従うことにした。

「なにすればいいの……？」

　ナルメアはにこにこしながら言った。

「膝ひざ枕まくらしてあげよっか？」

「いやそれは……別にいいかな」

「お風ふ呂ろ一いつ緒しよに入る？　背中流してあげよっか？」

「一人がいい」

「お着き替がえ手伝うよ？」

「そっちの方がめんどくさそう」

　全て拒否され、ナルメアは不満げに頰を膨らませた。

「もう、ちゃんと考えて」

「だって別にないし」

　それでもゼタは、なにかないだろうかと考えを巡めぐらせる。

「……あー、もう少しマシな料理が食べたいかな」

　ナルメアが目を輝かがやかせる。

「いいよ。お姉さんが腕うでによりをかけるね」

「それはどうも」

「じゃ、一緒にお買い物行こう」

　ゼタはぶつぶつ文句を呟つぶやいていたが、結局承しよう諾だくした。

　刀工街は、鍛冶職人が密集している区画の外がい縁えんに位置している。ここから外へ行くと荒こう野やがあり、中に行くと繁はん華か街がいと港がある。

　二人は繁華街の、食品を扱あつかっている市場マーケットに向かった。

　市場マーケットは騒さわがしい。商人が簡素な台の上に肉や野菜を山積みにし、声を嗄からして売り込んでいた。どれも値段が高めだが、これは力仕事の職人が多くいるために需じゆ要ように困らないのと、ほとんどが他の島から運んできたものなので、輸送費が上乗せされているのだ。

　ナルメアは屋台で野菜をたくさん買い込んでいた。

「えっと、お野菜の煮に込こみを作ろうと思うんだけど、ゼタちゃん食べられないものはある？」

「別にないけど、どこで作るの」

「台所を貸してもらうから。お姉さんが腕を振ふるうわよ」

　さすがのゼタも、「こうまでしなくても」と思ったらしいが、結局言葉に甘えることにした。なによりナルメアの作る料理はおいしい。もっと言うと、宿の料理が薄うすい塩味で、味も素っ気もないので、まいっていたところであった。

「じゃあ、冬とう瓜がんと甘藍キヤベツを煮にて、とろみをつけたものを……」

　嬉うれしそうに喋しやべっていたナルメアだったが、いきなり押し黙だまる。

　彼女の目は市場マーケットの先を見つめていた。

「どうしたの？」

　ゼタが訊きく。ナルメアは視線を外さずに答えた。

「ちょっとね……」

　彼女は首を振る。

「気のせいだと思うよ。さ、戻もどろう」

　ナルメアは宿に戻ると厨ちゆう房ぼうを借り、さっそく料理に取りかかった。手際は料理人が感心するほどで、彼女は宿の人の分も一緒に作ることになった。

　食事がはじまると、ゼタは遠慮なく食べ出した。ナルメアは「食べさせてあげようか」と申し出たが、さすがにこれは拒きよ絶ぜつされた。

「はー、食べた食べた」

　ゼタは膨らんだ腹をさする。

「ずいぶんあったわねー。食べ応えあった」

「一度にたくさん作った方がおいしくなるから」

　ナルメアは満足げに笑う。世話をした人が満足するのは、至高の喜びなのだ。

　ゼタが食しよく卓たくの上を眺ながめた。

「まだ残ってるわね」

「包んで、ユールネールさんのところに持っていくつもり」

　一人暮らしで大変だろうからと、ナルメアは付け加えた。

　外はすっかり暗くなっている。ナルメアは料理を木製の弁当箱に詰つめると宿から出た。ゼタも腹ごなしを兼かねてついていく。

　刀工街は夜になっても鎚つちの音が響ひびいている。窓から炎ほのおや火花が見えていた。鍛冶屋から漏もれる水蒸気のせいか、空気もどこか湿しつ気けていた。

　鍛冶請うけ負おいユールネールと書かれた工こう房ぼうに近づく。

「今晩は」

　扉とびらを数度叩く。返事はない。

「もう寝ねたのかしらね」

　とゼタ。

「年寄りは夜早いじゃない。何歳か知らないけど」

「……ゼタちゃん」

　ナルメアはじっと中の様子をうかがっていた。

「……嫌な気配がする」

　彼女は漏れ出る空気から、今までと異なった匂においを感じていた。赤あか錆さびとも違ちがう、ぬらりとした鉄の匂い。血だ。

「入るよ！」

　扉を強引に開ける。一歩足を踏ふみ入れて、止まった。

　そこにはユールネールが倒たおれていた。

　服は背中から真一文字に切り裂さかれ、赤く血に染まっている。ぴくりともしていなかった。

　ナルメアが駆かけ寄って、脈を確かめた。

「弱いけど、生きてる！」

「宿に医者が泊とまってた。呼んでくる」

　ゼタが回れ右をして駆け出す。ナルメアはユールネールを抱かかえながら工房内を確認していた。

　この切り傷は自傷ではないから、暴漢に襲おそわれたのは確かだ。しかし内部はほとんど荒あらされていない。以前来たときよりも片付いているくらいで、埃ほこりも落ちていなかった。

　しかし違い和わ感かんはある。なにかが足りない。

　ナルメアの視線は工房の片かた隅すみに注がれた。ふいに頭の中で、この光景が昼間の出来事と繫つながる。

「あ……」

　いきなり外が騒がしくなった。ゼタが医者と宿の人間を引き連れて戻ってきたのだ。

「こっちこっち、早く治ち療りようしてあげて」

　ゼタが医者に発破をかける。しばらく工房はごたごたした。

　ユールネールが外された戸板に乗せられて運ばれていく。医者の見立てでは、厳しいが助かるだろうということであった。

　工房にはナルメアとゼタが残った。

　ゼタがひとりごとを言った。

「ユールネールって、誰かに恨まれてたのかなあ。物取りにしては、もっと場所を選ぶと思うんだけど」

　ナルメアは聞いていない。自分の考えをまとめていた。

「ゼタちゃん……」

「ん？」

「市場マーケットで買い物したときのこと覚えている？　私が気のせいって言ったこと」

「もちろん。知り合いでもいたのかなって思ったんだけど」

「いたの。私の知り合い。実家の道場で、とても腕が立った剣けん士し。でも酷こく薄はくで驕きよう慢まんで、父に追放された女が。あいつがユールネールさんを斬きって、持ち去ったのよ……」

「それって、もしかしたらあの……」

「うん。ザンバの刀がない。あいつはあれが目当てだったの」

　鈍にぶい光を放つ刀が並ぶ一角に、一本だけ、非理法権天の文字が彫ほられた刀だけがなかった。




　ナルメアの実家の道場では、各地から集まった門弟がしのぎを削けずっていたのだが、一人だけその長身と腕うで前まえから、一目置かれていた女性がいた。

　彼女の名はゼラーニャという。非常に背の高いヒューマン族で、長大な刀を手足のように扱っていた。

「ゼラーニャはとても禁きん欲よく的で、腕を上げることにしか興味がなかった。強かったし、道場では見習おうって人も多くいた。だけど彼女は、ザンバと出会って変わってしまった」

　私と似てるんだけどとナルメアは呟く。

「私は幼かったからザンバに憧あこがれたけど、年上のゼラーニャは打ち砕くだかれたのね、本当にザンバは強かったから。彼女は何度も挑いどんでは敗北して、最後は相手にされなくなった。自尊心まで粉々になって、人が変わってしまった。いつも荒れていて、容よう赦しやがなくなって、周囲はみんな離はなれていった。ゼラーニャは一人ぼっちになったのよ」

　孤こ立りつしたゼラーニャは、ある日道場から追放された。行方は誰も知らなかった。

「風の噂うわさで、夜や盗とうや人斬ぎりでたずきを立てているって聞いた。そうしながらザンバを捜さがしているって。刃やいばを交えて、それまでの自分が間ま違ちがっていないことを証明したいんだと思う」

　ザンバを捜し求める点で、ゼラーニャはナルメアと変わるところがない。だがナルメアは憧しよう憬けいからそうしているのだが、ゼラーニャを動かしているのは憎ぞう悪おであった。

「多分ゼラーニャも、八命切の噂を聞いたのね。そして刀工街に来て、ザンバの刀を見つけてしまった」

「それだけで刀かたな鍛か冶じを一人斬っちゃうわけ？」

　ゼタは信じられないという風に首を振った。

「気が短いにもほどがあるわよ」

「ザンバの太刀筋に魅み入いられたら、そうなってもおかしくないの」

　ナルメアはしばらく並べられた刀を見つめていたが、やがて振り返った。

「私、ちょっと捜してくるね」

「ザンバってのを？　刀なくなっちゃったじゃない。どうすんの」

「ううん。ゼラーニャを捜す。人を斬ってザンバの刀を持っていくなんて……でも、向こうから来そうな気もする」

「なんでよ」

「私がゼラーニャを見つけたんだから、向こうも私を見つけたはず」

　戸板がないので工房は吹ふきさらしになっている。風の音に混じって、足音が伝わってきた。

「ほら、来た」

　漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ男が、工房の入り口近くに立っている。その数、四人。

　彼らはなにも言わないが、軽く顎あごを動かして外に出るよう合図していた。

「なんだってんのよ」

　ゼタがアルベスの槍やりを構えようとする。それをナルメアが制した。

「出ましょう」

「ここでやっちゃった方が手っ取り早いわよ」

「相手の誘さそいには乗らなきゃ」

　ナルメアは工房から出た。ゼタも気勢を削そがれたか黙って従った。

　男たち、というより兵士たちは即そく座ざに斬りかかってはこなかった。ナルメアを案内する役目なのか、黙って歩き出す。ついてこいとの意味だとすぐに分かった。

　刀工街から郊こう外がいに向かって歩くと、すぐに荒こう野やとなる。かつてはこの地に山があったのだが、鉄鉱石を露ろ天てん掘ぼりで産出したため、取り尽つくされて平らになったのである。

　男が立ち止まる。くるりとナルメアの方を向いた。

「我が雇やとい主は、お前が捜しに来るだろうと言っていた。同時に我々に、首を取れば報ほう奨しよう金をはずむとも言っていた。工房にいたので手間が省けたぞ。死んで貰もらうが、怨うらみに思うな」

　わざわざ戦いやすいところにしようと、外に連れ出したのだろう。雇い主が誰かとは口にしなかったが、ゼラーニャであることは間違いない。

　ナルメアは言った。

「四人じゃちょっと少ないわよ」

「案ずるな」

　男が手を上げる。

　闇やみ夜よに人ひと影かげが浮うかび上がる。周囲には多くの武装した兵士が待ち構えていた。

　兵士と言うには語ご弊へいがある。鎧を身に纏まとい、長ちよう剣けんで武装した姿はいずれかの軍勢かと見まがうが、装備はばらばらで統一されていない。識別用の紋もん章しようすらつけていなかった。

　人数は軽く十名を超こえている。十重二十重とはいかないまでも、ナルメアとゼタを囲み、まだ何人もいるのだ。

　ナルメアは周囲を見回しながら言う。

「なんとも剣けん吞のんな一団ね。あなたたちなにものなの。傭よう兵へい？」

　先頭にいる男が答えた。

「われらの素性など教えはせぬ。ただナルメアを黄泉へと送る役目を司るものよ」

「黄泉送りとは剣吞なことね」

　彼女はゆっくりと、腰こしの刀の柄つかに手をかけた。

「私の名を知っているのね。名乗りを上げる手間が省けたわ」

「剣士ナルメアの名を知らぬものなど、よほどの浮き世離ばなれしかあり得ぬ。その首を狩かって掲かかげれば、われらの勇名は全空に轟とどろくであろう」

「猛たけ々だけしいのね」

　ナルメアは柄をぐっと握にぎりしめた。

　背後のゼタが言う。

「手助けするわよ」

「大だい丈じよう夫ぶだから」

「え、いらないの？　冗じよう談だんでしょ」

　驚おどろいて聞き返すゼタ。ナルメアは視線を前方に向けたまま、

「こういうのは年上の役目なんだよ。ゼタちゃんは見てて」

「一人で相手するには、いくらなんでも多すぎない？」

「大丈夫、お姉さんに任せて」

　ナルメアはここまで案内してきた、一群の長らしき男に言う。

「こっちの娘こを外に出してあげて。あなたたちの相手は私だけでしょう」

「自ら助力を断るか。よほど頑がん迷めいなのか、耄もう碌ろくしたか」

「この娘、結構強いわよ。二人がかりじゃあなたたちがかわいそうだもの」

「……たいした自信だ。よかろう」

　男が左手を上げる。数名がどき、包囲の一角に穴が開いた。

　ゼタはまだ行きたくないような素そ振ぶりを見せた。が、ナルメアの意思が変わらないので、渋しぶ々しぶながらも外に出る。

　包囲がまた閉じた。

「これで、遠えん慮りよなくお前を膾なますにできるというわけだ」

　男がうそぶく。

「安心しろ。首は取っても身体は埋うめて塚つかとしよう。郎ろう党とうが墓参りできるようにな」

「その前に、己の心配をしなさい」

　鯉こい口ぐちをわずかに切る。

　同時に、彼女の身体が膨ふくれあがった。

　実際に膨ぼう張ちようしたわけではない。直前までの慈じ母ぼのような雰ふん囲い気きが消え、殺意をともなう気配となって立ちのぼったのだ。わずかでも剣けん術じゆつのたしなみがあるものが見れば、思わずたじろいでしまうほどの剣けん気きだ。

　包囲していた兵たちが唾つばを飲み込む。人数では圧あつ倒とう的にも拘かかわらず、怖おぞ気けを震ふるっていた。

　唯ゆい一いつ踏みとどまっていたのは、一群の長たる男であった。

「怯おびえるな！　いくら腕うで利ききとはいえ、しょせんはドラフの女にすぎぬ！　包んで討ち取れ！」

　その声に後押しされ、兵たちは喚かん声せいを上げて斬りかかった。

　ナルメアの身体に剣けん先さきが向けられる。だが、彼女は動かない。

　左手で鞘さやを支え、右手を柄にかける、「源氏の構え」で待ち構えていた。

　そして呟つぶやく。

「……我が刃は栩く栩く然ぜんとして胡こ蝶ちようなり……」

　謳うたが風に乗って流れる。

「……羽根に乗るは死の香かおり。雫しずくとなるは血の香り。雷らい光こうのしらべに依よりて、いざ、舞まわん！」

　刀が抜ぬかれた。

　白はく刃じんが雷かみなりとなり、宙に躍おどる。電光のごとく、石火のごとく。その動きは常人には捉とらえられない。

　右に左に、ナルメアの身体が舞った。

　全ては一いつ瞬しゆんの出来事であった。

　兵たちの剣が頭頂に振り下ろされる直前、ナルメアは動いていた。そして次の瞬しゆん間かんに、兵は残らず倒たおれ伏したのだ。

　それは先ほどまで大言していた男も例外ではなかった。

「な、なんと……」

　男は剣を杖つえがわりにして立ち上がろうとする。

「これほどのものとは……」

「私はまだ未熟。未熟者に討ち取られる己を恥はじた方がいい」

　ナルメアは息を毫ごうも乱していない。男に近寄った。

　腰を落として顔を見る。

「念のため訊きくけれど、あなたたちを雇ったのはゼラーニャ？」

「もちろん……」

「私の腕うで前まえを確認するために襲おそわせたって思っているけど」

「そうだな……。あの女は……お前を殺そうが殺すまいが、知らせることがあると言っていた……この先にある廃はい城じように……刀と共に待っていると……」

　男は血に染まった顔でにやりと笑う。

「やつは……きっとどこかで今の動きを見ていたぞ……せいぜい死なぬように振る舞うことだ……」

　そう口にすると、男は意識を失った。

　ナルメアは立ち上がった。ゼタがやってくる。

「今にはじまったことじゃないけど、ナルメアって本当に助けがいらないのね」

「たいした連中じゃなかったから」

「それにしたって凄すごいわよ」

　彼女は倒れたままの兵を見る。一人残らず意識を失っていた。

　ナルメアは刀を鞘に戻もどした。

　男の告げた方角を見つめる。もやの向こうにうっすらと、かつての城の輪りん郭かくがあった。

　彼女は無言で歩き出す。慌あわてたゼタが追ってきた。

「行くの？」

「うん」

　振り返らない。すでにナルメアの腹は決まっているのだ。ザンバの刀を取り戻す。それしかない。

　ゼタが背後から言ってきた。

「そのゼラーニャってのは強いんでしょう」

「さっきの連中よりはよっぽど」

「じゃああたしもついていくわよ」

　いったん足を止め、ナルメアは振り返る。

「これ以上ゼタちゃんにつきあわせるわけにはいかないわよ」

「乗りかかった凧たこよ。あれ、船だったかな。とにかく一人よりは二人の方がいいから」

　そしてゼタは笑いながら続けた。

「それに、食事のお礼してないし」

「……好きでお世話してるんだから、いいのに」

　ナルメアはまた歩き出す。それからほんの少しだけ、頰ほおを緩ゆるませた。




　廃城は文字通り廃はい棄きされた城で、かつてはバルツ公国ドルネア男だん爵しやく軍が駐ちゆう屯とん地ちとして使用していた。だが今はドルネア男爵軍解体とともに主不在となり、野良犬と烏からすの住み処と化している。

　細い道が荒こう野やを小高い丘おかの上まで続いている。かつてこの地には鉄鉱石の鉱山があり、しばしば紛ふん争そうの種ともなっている。土地を奪うばおうとするものを牽けん制せいするために建てたのだろう。

　二人はしばらく歩いた。

「でもナルメア、なんだって刀を取り戻すの？」

　ゼタは夜道で躓つまずかないよう、注意しながら進んだ。

「ゼラーニャと一いつ緒しよにザンバを待ってれば？」

「それじゃユールネールさんに悪いでしょ」

　緩やかな坂を上がる。目を凝こらすと崩くずれかかった城が見えた。

　堀ほりらしきものはない。風化した石がいくつも転がっていた。かつては巨きよ大だいな門として、侵しん入にゆう者を防いでいたのだろう。

　石を跨またいで城内へと入った。

　ぼろぼろに崩れた壁かべを乗り越こえる。大広間らしいところに出た。

　外がい壁へきとは足元の石の色が違ちがっていた。壁には剣と旗を掲げていたらしき跡あと。恐おそらくここで舞ぶ踏とう会が開かれたり、出しゆつ陣じん前の騎き士したちが集結したりしたのだろう。

　今はなにもない。瓦が礫れきと、想像でしか補えない歴史があるのみ。ただ、今しがたつけたとおぼしき燭しよく台だいが、蠟ろう燭そくの炎ほのおの中で揺ゆらいでいた。

　ナルメアは止まった。

　正面奥、王の座があったとおぼしき場所に、一人の女性が立っていたのだ。

　すらりとした長身。昏く濁にごった瞳ひとみ。青白いにまでに透すき通った肌はだ。

　ゼラーニャであった。左手には鞘に収められたままの刀を持ち、ナルメアを見み据すえている。そして背後の壁には剝むき出しの刀が刺ささっていた。

「よく来た……」

　ゼラーニャは、嗄かれた声で喋しやべっていた。

「ナルメアよ、まことに久しいではないか」

「あなた、やけに老けたのね」

　ナルメアも答える。

「道場からいなくなってから、どれだけ経ったかしら」

「もはや覚えてはおらん。覚える必要もない。古き想い出は全て捨て去ったのだ」

「そのわりには、ザンバにこだわっているんじゃない」

　彼女はちらと、壁に刺さったままの刀を見る。蠟燭の炎の中にあっても、輝かがやきと威い厳げんはいささかも失われていない。

「捨てられぬものも中にはあるのだ」

　ゼラーニャは皮肉っぽく口を曲げた。

「だからそれを捨てねばならん。あいつを倒すことでようやく完かん遂すいするのだ」

「それだけのために人を傷つけて刀を奪ったのね」

　ナルメアは動かない。相手との距きよ離りを測り、一気に飛び込んでこられない確証が得られるまで、警けい戒かいは解かなかった。

「ナルメア、お前も人のことは言えぬであろう」

　ゼラーニャが言う。

「再びあの男と出会うために、道場を飛び出したと聞いたぞ。ひたすらに修行を繰くり返したそうだな」

「あなたみたいに闇やみ雲くもに斬きったりはしなかった」

「まったく刀を振り下ろさなかったわけではあるまい」

　彼女は笑った。

「しょせんは同じ穴でもがく狢むじな。我らは似たもの同士だ。そうではないか？」

「…………」

　ナルメアは返事をしない。ゼラーニャが足を踏ふみ出した。

「まあいい。この刀さえあればあの男、ザンバはここに来る」

　彼女はどこかうっとりとした瞳で語っていた。だがその奥にあるのは情じよう欲よくではなく、憤ふん懣まんだ。

「そして我が倒す」

「……無理よ」

　ナルメアは呟いた。

「あなたにはできないわ」

「今の我には可能だ」

「ザンバを倒すのは無理。多分、私にも」

「どうして。お前もあいつを越えたいのではないのか。越えるには倒すしかない。殺すしかない」

「そんなことはない。私はザンバを殺したいわけじゃない。ただ、認めてもらいたいだけ」

　ナルメアは一歩足を引いた。

「その必要があるの」

「……ふん。つまらん女だ」

　ゼラーニャが鼻で笑った。

「そんな必要などあるものか。倒してしまえば片はつく。そのために、我もずっと戦ってきたのだからな」

　彼女は腰こしの刀を抜いた。

　大きい。ナルメアが佩はいているものより、ずっと長かった。馬上で使用する刀のようだが、ゼラーニャは片手で軽々と扱あつかっていた。

「邪じや魔まをするのであれば、かつて同門のものでも容よう赦しやはしない」

「元々そのつもりだったのでしょう？　私をおびき寄せるつもりだった」

「そうだ。あの男と戦うための、前座となってもらうぞ」

　ナルメアは振ふり返らずに言った。

「ゼタちゃん、外に出てて」

「また？　今度こそ助太刀いるんじゃない？」

「違うの。一人で戦わないと気が散るから。この人とは、そうやって戦わないといけない」

　ナルメアらしくない、低く、唸うなるような声音。

　気き迫はくにあてられたのか、ゼタは黙だまって大広間から出ていった。

「邪じや魔ま者ものを去らせたか」

「あなたもその方が戦いやすいでしょう」

　ナルメアは腰を落として柄つかに手を添そえた。源氏の構えだ。

　対照的にゼラーニャはすでに刀を抜ぬき放ち、刃を煌きらめかせていた。

「研けん鑽さんを積んできたようだが、道場では常に我が格上だった。越えることは敵かなわぬぞ！」

「やってみなければ分からない！」

　ナルメアが先に動いた。

　床ゆかを蹴けると瞬しゆん時じに距離を詰つめる。刀を抜くと同時に胴どうを一直線に薙ないだ。

　ゼラーニャは腹から真っ二つ、にはならなかった。

　その長身は、すでに同じ場所になかった。消え失せていたのである。

　いなくなった、と思った瞬しゆん間かん、ナルメアは首筋に剣けん気きを感じ、横に飛んだ。

　今までいた場所を白はく刃じんが通りすぎる。ゼラーニャはいつの間にか背後に回り込んでいた。

「よくかわした」

　ナルメアは刀を構え直す。

「なに、今の」

「なにも。我が会得した技だ。斬きったと思ったときには、すでにその場にはいない。相手は先をとったつもりでいて、そうではない。鯉こい口ぐちを切ったときから、惑まどわされているのだ」

「幻げん術じゆつならたいしたものだけど」

「長い戦いが我にもたらした、いわば褒ほう美びだ」

　今度はゼラーニャが先に動いた。

　刃が揺らめく。一直線に振り下ろされ、ナルメアは刀の背で受けた。一度引き、反はん撃げきのため突つきを入れる。

　だがそのときすでに、ゼラーニャの姿はない。別のところにいた。

「我はここだ！」

　裂れつ帛ぱくをともなう声。ナルメアは反射的に右に動く。

　左に小さな痛み。袖そでが切れ、二の腕うでが傷ついていた。血が滲にじむ。

　彼女は振り返って正対する。また背後に回られていた。刃よりも速く、ゼラーニャが移動しているのだ。

　ナルメアは舌で唇くちびるを舐なめる。彼女にしては珍めずらしい仕草だった。

「道場のときより……ずっと強くなったわね」

「それが修行というものだ」

　ゼラーニャは嘲あざ笑わらう。

「ナルメアよ、お前はどうだ？　ただあの男に憧あこがれていただけで、なにもしていなかったのではないか？」

「なにもしていないかどうかは……見れば分かるわよ」

　彼女は刀を振るった。

　まずゼラーニャに斬りかかる。姿が消えた瞬間、次に出現する場所を予測してその位置に向かう。そして攻こう撃げきを防ぎ、反撃する。

　ドラフ族の彼女は身長が低い。それでも刀を自在に操る姿は、時には舞踏のような、時には竜たつ巻まきのような変化を遂とげていた。

　周囲に響ひびく剣けん戟げきの音。崩ほう落らくした天てん井じようから夜空に抜けて、どこまでも響いていく。

　二人は接近しては打ち合い、離はなれ、また近づいては刃を交えていた。

　ゼラーニャの動きは素早い。常にナルメアの背後を取ろうとし、事実それは成功していた。にも拘かかわらず致ち命めい傷しようを負っていないのは、ナルメアが超ちよう人じん的な洞どう察さつ力で防いでいるからだ。

「見事なものよ」

　ゼラーニャは感かん嘆たんした。心からの賛辞だった。

「我の動きについてくるとは。先ほどの言葉を訂てい正せいしよう。以前よりも腕は上がった」

「ありがと」

　ナルメアは刀を構えたまま息を吐はく。

「あなたの動きも、だいたい分かった」

「ほう……」

「移動する方向に、わずかだが体重をかける。方向さえ分かれば対処するのは難しくない」

「なるほどな。だが、今明かしてしまっていいのか」

「そういう癖くせは、即そく座ざに直せないでしょう。まして長い修行で身についているのであれば」

「確かにそうだ」

　ゼラーニャは感心したように笑う。

「わずか数合いの打ち合いで見み抜ぬくとはたいしたものよ。だが我が剣けん技ぎは、これだけではないぞ」

　ゼラーニャの身体が揺ゆらめいた。床を蹴る。

　今までよりも何倍もの速さで動く。ナルメアが一いつ瞬しゆんだけ目を離した隙すきに、背後に回り込んだ。

「まずっ……」

　まずい、と彼女は言いたかったがその暇ひますらない。ゼラーニャが体重を右みぎ脚あしにかけたのは見えており、次の動きも予測できた。だがそれが分かっていても、ついていけなかった。

　背を斬られた。

　深手ではない。危険を感じた瞬間、あえて前方に踏み出したからだ。ユールネールの傷もそうだが、ゼラーニャは背後から斬りつけるのを得意としている。だから一か八かで前に出たのだ。

　斬られてから向き直る。

「やるじゃない……」

　ナルメアは呟つぶやく。背中が熱い。恐おそらく血も流れているはずだ。

「お前の予想の上をいけばいいだけの話。単純だ」

　ゼラーニャは刀を中段に構えた。

「次で仕留める」

　もちろんナルメアに仕留められるつもりはない。こちらから先手を取る必要があった。

　ナルメアは再び源氏の構えを取った。

　刃やいばが揺らめいていく。ゼラーニャがにやりとした。

「刀に魔ま力りよくを付与させるか。己おのが魔力と刀を融ゆう合ごうさせる技、傭よう兵へいたちとの戦いで、しかと見させてもらったぞ」

「なら、あなたにかわすことができる？」

「造作もない」

　うそぶく顔に一いち撃げきを見み舞まおうと、ナルメアは呟いた。

「じゃあ、これはどうかしら」

　魔力が膨ふくれあがり、ナルメアの刀身にまとわりつく。周囲の空気が冷え込んでいく。

「我が刃は栩く栩く然ぜんとして胡こ蝶ちようなり……散れっ！」

　刀が空中を滑すべる。魔力の乗った刃が、空間をねじ曲げるようにしてゼラーニャに伸のびる。

　切っ先が彼女の喉のどに届こうとした瞬間。

　刀が止まった。

　単に止まっただけではない。ゼラーニャの背後から腕が伸びて刀を摑つかんだのだ。

「なっ……」

　ナルメアは驚きよう愕がくし、急いで刀を引く。ぬるりとした感かん触しよくだけを残して手元に戻もどった。

　ゼラーニャの背後からは、黒い陽炎かげろうのような魔ま物ものが姿を見せていた。

「魔物……。邪よこしまなるものに魂たましいを売ったか！」

　ナルメアは問い詰めるように言う。ゼラーニャは薄うす笑わらいを浮うかべて肯こう定ていした。

「左様。人の力だけではおのずと限界がある。魔のものを使うことによって、我は剣技をさらに高みへと登らせたのだ」

　ようやく分かった。ゼラーニャの人知離ばなれした動きは、魔物との契けい約やくによって成り立っているのである。

　恐らく彼女は修行の中で魔物との契約を思いつき、実現したのだろう。自らの剣技を助けるために。しかも報ほう酬しゆうとして己の魂を喰くわせている。昏くよどんだ目つきが証左だ。

「こういう廃はい城じようは、魔物の使役に都合がいい」

　ゼラーニャが言う。

「怨おん念ねんが染みついている。寝ねていた魔物を甦よみがえらせることすら可能だ。真の強さとはこういうこと」

「……それはもはや剣技じゃない」

　ナルメアが反発した。

「邪なるものの手を借りるなんて、数を頼たのむ無法者とやることが変わらないわ」

「お前も魔力と剣技を融合させているだろう。どこが違ちがう」

「魔物の手など借りない」

「我は借りる」

　ゼラーニャが指を鳴らす。彼女の背後から不定形の魔物が一体、また一体と姿を現した。

　魔物はナルメアの周囲を取り囲んだ。そのどれもが、彼女の顔に殺意を吹ふきかけていた。

　ゼラーニャは満足げに言った。

「出来の悪い傭兵とはわけが違うぞ。お前がどれだけの腕うで利ききだろうと、魔物を相手にし、かつ我と戦えるか」

「…………」

　ナルメアは押し黙る。相手の言うことが正しかったからだ。ゼラーニャはただでさえ厄やつ介かいな敵であり、かつ魔物とも戦わなければならないのだ。

「次で終わりとしよう」

　ゼラーニャが足を一歩前に踏ふみ出した。

「ナルメアよ。せめてその刀、我の手元に置き、ザンバを倒たおす得物としよう」

　魔物が一いつ斉せいにナルメアに飛びかかった。その刹せつ那な。

「やっはー！　助けに来たよー！」

　真紅の鎧よろいに身を包んだ女性が、槍やりを振ふり回しながら飛び込んできた。

　手近な魔物を串くし刺ざしにすると、即座に次を切り裂さく。竜巻のような戦いぶりで、当たるを幸いに暴れ回っていた。

　蒼あおく輝かがやいているのはアルベスの槍だ。存分に真価を発揮していた。

　ナルメアは驚きよう倒とうした。

「ゼタちゃん……？」

「さすがに見てるだけってのも無理ね！　ナルメアは一対一がご所望なのよ！」

　ゼタの攻撃は激しい。魔物の注意は自然と彼女に向いていく。一気に倒そうと群がっていくが、アルベスの槍と彼女はものともしなかった。

「相手が魔物ならあたしは大得意よ！」

　ゼタが叫さけぶ。

「こっちは引き受けるから、存分にやっちゃって！」

「うん！」

　ナルメアは改めてゼラーニャに向き直る。

　ゼラーニャは一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとしたものの、まだ態度は変えていない。

「……ふん、たとえ一対一になろうとも、我が剣技はお前に劣おとらぬ」

　長大な刀を正眼に構えていた。多くのものを斬ったであろう剣けん先さきは、切っ先が鈍にび色いろに輝いている。

　ナルメアは怯ひるまなかった。

「じゃあ、こういうのはどう？」

　ナルメアの目が光った。剣をすっと頭上に持っていく。

「舞まえよ胡蝶、刃は躍おどり神楽の如ごとく……」

　ゼラーニャの顔に驚愕が浮かぶ。

　ナルメアが防ぼう御ぎよを放ほう棄きしていたからだ。隙だらけの、道場では絶対に教えない構え。

　それでもその迫はく力りよくに、嘲笑うことすらできない。譬たとえようのない殺気が放たれていた。

　これはナルメアの持つ第二の技、「神楽の構え」であった。この技は自らの防御を放棄してまで攻撃に特化していた。次の一撃で相手を切り裂き、葬ほうむり去る。なによりこれは敵が強ければ強いほど、威い力りよくが上がるのだ。

　さきほどまでとは比べものにならない恐ろしさが、彼女から発せられた。

　ゼラーニャは無意識のうちに後ろに下がる。

「な、なにを……」

　静かにナルメアは謳うたった。

「我が刃は九天に轟とどろく。舞えよ胡蝶、躍れよ夢見鳥……鏡花水月」

　紫むらさき色いろの髪かみが舞まった。

　刃が揺らめき光を放つ。さながら蝶ちようが空間を埋うめ尽つくしたように、ゼラーニャを包み込む。

「……斬きりひらく！」

　ナルメアとゼラーニャの身体が交こう錯さくした。

　時が止まったかのような感覚。あらゆるものが、その場で静止した。

　一瞬の後、ゼラーニャの身体から血が噴ふき出す。そして床ゆかに倒れた。

　同時に魔物たちも力ちから尽つき、姿を消していった。

「やるぅ。すっごい技」

　ゼタがアルベスの槍を背負いながら拍はく手しゆをした。

「かっこいいわねえ」

「ゼタちゃんほどじゃないわよ。でも、ありがと」

　ナルメアはゼラーニャに近づいた。彼女はまだ、意識があった。

　ゼラーニャは仰あお向むけに倒れていた。口の端はしからは血を流しながらも、ナルメアを見み据すえていた。

「ふふ……。まだ技を隠かくし持っていたとは……」

「手の内は滅めつ多たに見せないものなの」

　ちらりと壁かべに刺ささった刀に目をやる。

「持って帰るわよ」
















「……一つ教えておく、この廃城が、なにで支えられているか知っているか？　本来ならとうに崩ほう壊かいしているものだ」

　ゼラーニャは咳せき込みながらも、にやつきを消さない。

「魔物の魔力によって支えられているのだ……だがお前たちは、魔物を倒してしまった……そして我も」

　ナルメアははっとして振り返る。大声で叫んだ。

「ゼタちゃん！」

「無む駄だだ……」

　ゼラーニャが掠かすれる声で言う。同時に壁という壁にひび割れが入る。

　かろうじて残っていた上層部分が崩落した。次から次へと石が雪崩なだれのように落ちていく。

　轟ごう音おんと共に廃城は崩くずれた。ナルメアとゼタは、その中に飲まれていった。




　　　　○




　陽の光が差す。暖かな朝日が瞼まぶたをくすぐり、全身に血を通わせていく。風が頰ほおを撫なで、刺し激げきを与あたえた。

　頭上にあった石が取り除かれる。ナルメアはゆっくりと意識を取り戻した。

　引っ張り上げられると同時に、目を開けた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　重々しい声がする。瓦が礫れきの中からナルメアを助けたのは、全身を鎧で包んだドラフの大男であった。

「バザラガさん……？」

「俺の名前を覚えているのなら、脳に問題はないな」

　バザラガは平らな石の上に彼女を座らせた。

　ナルメアは周囲を見回した。廃城は完全に崩壊しており、瓦礫の山となっていた。自分が閉じこめられていたところは、ちょうど大きな石と石との間であり、このため崩壊から身を守れていたようだ。

「でも、どうしてバザラガさんがいるの……？」

「相棒が帰ってこないから様子を見に来た。足取りをたどったら、廃城に向かったと分かった。だが到とう着ちやくしても山積みになった石ばかりでなにもない。昨晩崩れたらしいので、捜さがすことにしたんだ」

　バザラガは別の瓦礫をどける。その下から、目を回した金きん髪ぱつの女性を引っ張り上げた。

「起きろゼタ。迎むかえに来たぞ」

「ふにゃ……」

　ゼタはうっすらと目を開ける。

「……あ、なんかでかいドラフがいる。美人でかっこいいあたしを誘ゆう拐かいして売り飛ばすつもりね。金持ちの妾めかけやんのやだからここで死のう」

「お前は脳にも性格にも問題がある。もう一度瓦礫の中に戻すぞ」

　ゼタはぱっと目を開けると、口を尖とがらせた。

「なによバザラガ、少しは心配しなさいよ」

「これくらいで死ぬようなたまか」

　どうやら無事らしい。大きな怪け我がもしていないようだ。ナルメアはほっと胸を撫で下ろした。

　ゼタは立ち上がると、ナルメアのところにやってきた。

「最後、勝ったの？」

「と思うけど……ゼラーニャがどうなったか分かんないから」

　ゼラーニャが戦っていた相手だと察したのだろう。バザラガが奥の瓦礫を指さした。

「そこに折れた刀と血の跡あとがある。死体はないが」

　とすると抜ぬけ出して逃にげたのだろうか。どうなったか不明だが、もしかしたら生き延びているのかも知れないとナルメアは思った。

　自分の武器も引っ張り出す。奇き跡せき的に潰つぶれていなかった。

　ふいに気がついた。

「あの刀は……？」

　バザラガが「なんだ？」と訊きき返す。ナルメアは繰くり返した。

「あの刀！　非理法権天って彫ほられたザンバの刀！　あそこらへんにあるはず！」

　ナルメアは刀があったはずの場所を指さした。だがバザラガが首を振る。

「さっきお前たちを捜すので掘り返したが、なかった」

「そんな！　刀があったはずなのに！」

　ナルメアはその場所まで駆かけ寄る。崩れてはいたが、確かにここの壁に刺さっていたのだ。

　しかし今は取り除かれた石いし壁かべがあるだけだ。人の手で作られた武器とおぼしきものは、なにもなかった。

　彼女の身体から力が抜ける。ぺたんと座り込んだ。

「せっかく……会えると思ったのに……。どうしてなくなっちゃったの……」

　ゼタがバザラガを見た。

「あんたの前に、誰だれか来たのかな」

「さあな。刀工街で大おお柄がらなドラフを見たというものはいた。俺のことかと思ったんだが」

　それがザンバのこととは限らない。バルツ公国でドラフは珍めずらしくないからだ。ただナルメアは、あの刀はザンバの手に戻もどったと、なんとなくだが感じていた。

　座ったまま、手を握にぎりしめる。

（また彼に会えなかった……私が未熟だから……それとも、運命がまだ会わせないようにしているの……？）

　天を仰あおぐ。バルツ公国の空は朝焼けから蒼あおへと変わっていく。この空の下に、きっとザンバはいるはず。

　いつになったら会えるのだろうか。それとも、再び相まみえるのは叶かなわないのか。

（それでも……私は諦あきらめない）

　ナルメアは頭を振ふった。

（いつか……いつか、今よりももっと修行して、もっと強くなればきっと会える。ザンバが私の名を呼んでくれる……。そう信じている）

　道場を出たあの日から、このことをずっと胸に秘めていた。いまさら捨てようなどとは思わない。自らの足そく跡せきを振り返ることもしない。

　ナルメアは常に、ザンバの影かげを追っていた。ただひたすら強くなり、彼と対等の剣けん士しになろうとしていた。

　それがいつになろうと諦めることはない。

　運命を儚はかなむには、彼女はまだ若すぎたのだ。

　ナルメアは立ち上がった。

　ゼタがきょとんとしていた。

「どしたの？」

「なあに？」

「なんかさばさばした顔だから」

「そう？　いつもと変わらないわよ」

　ゼタは微ほほ笑えむと、「行きましょう」と言った。

「そろそろ騎空団に戻らないと。八命切のことも言わなきゃならないとだし、団長ちゃんのことも心配だし」

　港に行こうとする。と、ふいにゼタが訊いた。

「そういや、ザンバってのは本名なの？」

　ナルメアが後ろを向く。

「さあ。でも、今はザンバじゃなくて、別の名前で呼ばれることが多いみたい。オクトーだって」

「オクトー……」

　ゼタは眉まゆ根ねを寄せるだけだったが、バザラガはやや驚おどろいたような声で言った。

「十じつ天てん衆しゆうのオクトーか？」

「うん」

　ナルメアは当然のように答える。

「そのオクトー」

「……ええー！」

　ゼタが文字通り飛び上がった。

「あんたオクトーの知り合いなの!?　あの十天衆の!?」

「そうだよ？」

「もっと早く言ってよ、十天衆なんて言ったら、ほら、その、凄すごい人たちでしょ。サインもらえない!?」

　ゼタは興奮して両りよう腕うでをバタバタさせた。隣となりのバザラガが呆あきれる。

「なにを言ってるんだお前は」

「売れば金になる……じゃなくて、家宝になるわよ！」

　ゼタはなおも、捜そう捜そうとかしましい。バザラガは呆れ返ってしまい、なにも言わない。

　ナルメアは耐たえきれなくなって噴ふき出すと、二人に「先に行くからね」と声をかけて歩き出した。







　　　あとがき




　築つき地じです。グランブルーファンタジーの外伝的ノベライズ、メンバーズフェイト第二巻をお届けします。今回のメイン登場キャラクターは、シャルロッテとナルメアです。




　なにを隠かくそう、シャルロッテは私がはじめて入手したＳＳレアキャラクターです（二番目はマギサ）。そして最初に最終上限解放までおこなったキャラクターでもあります（二番目はやっぱりマギサ）。最終上限解放後のイラストがとても愛らしく、そのために必死で素材を集めていました。特に木箱に乗っているところがたまりません。この身体からだで大きな剣けんを振ふり回して戦う姿とか、本当に絵になります。なのでこの本でも、存分に力を発揮してもらうことにしました。本人は背が低いことを気にしているようですが、むしろ魅み力りよくの一つでしょう。この本の表紙で正座している姿、可か愛わいいですよね。

　当初は彼女のアビリティ、ダメージカットや防ぼう御ぎよダウンもストーリーに組み込もうかと思ったのですが、内容が散さん漫まんになりそうだったので断念しました。その代わり、聖せい騎き士し団長就任前後の話を細かく書いています。バウタオーダにも活かつ躍やくしてもらいました。

　ナルメアは闇やみＳＳレアで三番目くらいに入手したキャラです。当初はどのあたりが強いのかいまいちぴんとこなかったのですが、武器が揃そろうにつれてすさまじい火力を出すようになり、すっかり外せなくなりました。今は闇ジャンヌダルク、水着ゾーイと一いつ緒しよに暴れ回っております。

　ここではナルメアの持つアビリティを話に組み込みました。彼女は素す殴なぐりが強いとは思うのですが、アビリティのネーミングを書いてみたかったのです。そのためか戦せん闘とうシーンが時代小説風になりました。

　あと、ナルメアだけで話を動かすのが大変だったので、前巻も登場したあの二人にもう一度出てきてもらっています。すでにキャラが把は握あくできているので、書いていて楽しかったです。




　今回も監かん修しゆうに加え、美び麗れいなイラストの数々を提供してくださったCygamesのクリエイターの皆みな様さまに、最大限の感謝を捧ささげたいと思います。ではこれで。




二〇一六年　九月三日


築地俊とし彦ひこ
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